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序

 昭和 50・ 51年度に行なわれた農林事業にかかる諸遺跡中、 記録保存のための発掘調査が

 行われた4遺跡の調査報告書をまとめること がで きま した。
 西川町的場遺跡 は農業構造改善事業、余目町上台遺跡・ 羽黒町村中遺跡は庄内スーパー農

 道、 藤島町古郡 B遺跡は藤島川改修、 藤島町助川遺跡は県営 圃場整備のそれぞれの事業に

 ともなうものであります。

 緊急発掘調査を実施する埋蔵文化財のなかで、 農林事業に関係する璋跡 が年々 増加 して
 います。 農業の近代化のために、 基盤整備をはかり、 時代の要請にこたえるという本県の

 重点施策から考えて、 今後とも農林事業と埋蔵文化財の保存のための調整は、 ますます重

 要な課題になってく るものと思います。

 本報告書に示された遺跡と遺物は、 悠久のむかしの祖先たちの生活と歴史をさ ぐ る重要

 な資料であります が、 なかんづく西川町的場遺跡は縄 文時 代 晩 期の良好な遺跡として、

 竪穴住居跡とともに当時のく らしを しのぶ数々 の貴重な遺物を出土しま した。 幸い 多く の

 調査関係者の熱意と農林関係各機関の助力によって、 貴重な遺跡の調査と数多い資料の整

 理 が終了 し、 ここに報告書を刊行すること ができま した。

 農林水産部の担当職員、 地元教育委員会、 調査関係の多く の方々 に感謝するととも に、

 善意ある批判と暖かい援 助を 期待いた します。

 昭和53年3月

山形県教育委員会

教育長 赤星武次郎



  例言

  1.本報告書は、 山形県教育委員会が昭和50年度・51年度に実施した・ 農林事業に係る
  的場・村中・ 古郡 B・助川・上台の各遺跡の緊急発掘調査報告書である。、

  2.発掘調査は、 山形県教育委員会 が主体となり、 西川町・羽黒町・藤島町・余目町の

  各教育、員会及び関係諸機関の協力を得て行われたものである。

  3.挿図縮尺は、 遺構について は2分の1・3分の1と し、 土器の実測図は3 分の1を

  原則とし、 拓影図はすべて3分の1とした。 また、 石器の実測図は石鎌等 (小形) を

  2分の 1、 凹石・石皿等 (大形) を4分の1と し、 それぞれにスケールを示した。

  4.挿図中の記号は、 遺構にS、 遺構因子にE、 遺物にRを冠してST一竪穴住居跡・

  SD一溝跡・ SH一墳墓・ SK一土墳・ SP一ピッ ト群・ SX一性格不 明遺構・ED

  一周 溝・ EL 一炉・カマ ド・ EP一ピッ ト・ EU一埋設土器・ EY 一床面・ RN一自

  然遺物・RP一土製品・ RQ一石製品・RW一木製品と した。

  5.本報告書を作成にあたっての分担執筆等は以下の通りである。

  執筆:的場遺跡一佐藤庄一・野尻 侃・渋谷孝雄・茨木光裕

  村中遺跡一名和達朗・尾形与典

  古郡B遺跡一野尻 侃

  助川遺跡 一佐藤正俊

  上台遺跡一佐藤庄一・名和達朗

  編集:名和達朗・佐藤鎮雄・渋谷孝雄,

  なお、 的場遺跡の実測図作成にあたっては、 執筆者に加えて手塚 孝・佐藤正俊・

  佐藤鎮雄 (土器) ・阿部明彦 (石器) が分担した。 さらに奏 昭繁 (置賜考古学会会

  員) ・中篤 寛 (東南村山福祉事務所主事) ・今泉信男・山口博之・矢口広道・荒井

  格・青木敏雄・会田容弘・東海 林恵史・京谷彰子・信田由美子・沼沢美代子 (山形大

  学生) の諸君の協力を得た。
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  図版36的場遺跡土 墳群出土打製石器

  図版37的場遺跡6号・ 8号土 墳出 土遺物

  図版38的場遺跡包含層H層出土土器 (1)

  図版39的場遺跡包含層H層出土土器 (2)

  図版40的場遺跡包含層皿層・同盟層出土土器 (1)



   図版41的場遺跡包含層Ⅱ層・同Ⅲ層出土土器 (2)

   図版42的場遺跡包含層出土打製石器 (1)

   図版43的場遺跡包含層出土打製石器 (2)

   図版44的場遺跡包含層出土打製石器 (3)

   図版45的場遺跡包含層出土磨製石器 (1)

   図版46的場遺跡包含層出土磨製石器 (2)

   図版47村中遺跡遠景 村中遺跡調査状況

   図版 48村中遺跡発掘風景 村中遺跡Plt 群

   図版49古郡B遺跡遠景 古郡B遺跡近景

   図版50古郡B遺跡トレンチ配置 古郡B遺跡3トレンチ土層

   図版51助川遺跡近景 助川遺跡B地点50・110G付近発掘全景
   図版52助川遺跡発掘区状況 助川遺跡発掘区状況

  図版53助川遺跡B地点50- 120G発掘区付近 助川遺跡土層セクション
   図版54上台遺跡遠景 上台遺跡調査状況

   図版55上台遺跡発掘風景(1) 上台遺跡発掘風景(2)
   図版56上台遺跡土層 (10-40北壁) 上台遺跡6号溝状遺構土層

  図版57上台遺跡1号落ち込み遺跡全景 上台遺跡2号住居跡全景
   図版58上 台遺 跡2 号住居跡内土器出土 状況 (1)上台遺跡2号住居跡内土器出土

   状況 (2)

   図版59上台遺跡出土土器・石器

   図版60上台遺跡出土土器(1) 上台遺跡出土土器(2)
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 Ⅰ 調査の経緯        
                    調査 に至る経過                           
 的場遺跡は、 山形県西村山郡西川町大字沼山芋田代に所在する。 寒河江川中流右岸の河

 岸段丘上に位置し、 地目は水田・畑・宅地などになっている。 この地域から縄文時代の土

 器や石器が出土することは、 地元の人々 によって 古く から知られていたようである が、 正

 式に埋蔵文化財包 蔵地と して確 認さ れたのは昭和37 年の こと にな る。

 昭和37年11月12日、 山形県遺跡地名表作成の一環と して、 犬飼安太郎・相田俊雄の両氏

 が当地域を分布調査し、 本遺跡を 「松原遺跡」 として認定している。 このときの報告にも

 とづく遺跡台帳には、 田代地区荒木昭二氏 が耕作等により発見した縄文式土器を収録して

 おり、 縄文時代中期の集落跡と記している (註1)

 昭和49年秋、 西川町田代地区が農業構造改善事業の施行 が計られ、 県農林部から教育委

 員会に照会があ り、 協議の結果昭和50年度に緊急発掘調査を実施することになった。 昭和

 50年4月18日、 教育庁文化課佐藤鎮雄技師 が現地確認に行き、 試掘調査の結果、 多量の縄

 文時代後・晩期の遺物を採集した。 これにより本遺跡は縄文時代後・晩期の集落跡も存在

 すること が予測されたわけである。 なお本遺跡の名称については、 地元の人々に再度問い

 合わせたところ、 俗称と して狩りなどの弓を射る場所 「まとば」 と呼ばれていること がわ

 かり、 「的場遺跡」 として変更登録することにした。 「松原」 という名称は、 「まとば」

 を 「まつば」、 「まつ ばら」 として誤聞したために出てきたとみられる。

 発掘調査は、 山形県教育委員会が主体となり、 西川町教育委員会の協力を得て、 昭和50

 年8月6日から同9月11日までの述べ28日間にわたって実施した。 調査員には県教育庁文

 化課の佐藤庄一・野尻 侃が当たり、 このほか荒木利見氏 (当時西川町立大井沢小学校教

 諭) 小向裕明氏(当時山形大学農学部学生)等に多大な応援を得た。 また調査期間が夏休
 み中であったために作業員と して県立寒河江高校西川分校をは じめ地元の高校生・大学の
 方々24名に協力を得た。

 なお発掘調査終了後、 西川町教育委員会およ び地元の方々の御努力によって、 発掘した

 住居跡はベン トナイ ト・砂を埋め戻しの上保存、 未発掘区につ いても地表下10～20cmの削

 平だけで大部分 が保存されることになった。 関係名位の温かい御配慮に対 して お礼を申し

 上 げる。

 (註1) 山形県教育委員会1963 「山形県遺跡地名表」



 調査の経過 (第1図・表1)

 発掘 調査は、対象区域を農業 構造改善事業予定地内に限定 し、東西に長く 40×40m の大

 発掘区を5つ (1～V区)設定した(第1図)。事業予定地区南側の水田は、 やや湿地となっ

 ており、 4月の確認調査の段階でもほと ん ど遺物 が認められなかったので、 調査区域から

 は除外してい る。

 大発掘区は、 2×2m 単位のグリットによって南北・東西各々20等分され、 計 400の桝

 目をなす。 グリッ ト番号は、 大発掘区毎にX軸 (東南) を西から1・2…………19・20、

 Y軸 (南北) を北からA・B…………S・Tと名付けた。 各グリッ ト名称はたとえば II －

 15Mグリ ッ トのように呼ぶこと にす る。 Y軸の方向はN-8。 15' 40"一Eである。

 検出した遺構の名称は、 発掘中 は1 号住居跡・1号土 墳・1号炉のように呼んでいたが

 整理の段階で山形県文化課 が現在一般に使用している遺構記号を用いることにした。 これ

 は本遺構をS・本遺構の各因子をEとした上で、 遺構の性格を簡略化して付したもので、

 的場遺跡の主な遺跡記号は下記のようである。

 ST (竪穴式住居跡) ・SK (土墳) ・SX (性格不明)

 ED (周溝) ・EL (炉) ・EP (ピッ ト) ・EU (埋設土器) ・EY (床面)

 本遺構と遺構因子は組合わせて、 ST3-EL1 (3 号住居跡1号炉) のように呼称する。

 遺物記号は、 第1字をRと した上でつ ぎのように遺物の性格を簡略化 して付 している。

 RN (自然遺物) ・RP (土製品) ・RQ (石製品) ・RW (木製品) である。

 調査の経過を、 行程図 (表1) を参照しながら述べる。 調査は最初発掘区南端 丁列に添

 って2×2mのグリッ ドを10m おきに坪掘り し、 遺跡の範囲確認を試みた。 V区について

 は圃場整備区域に合せて 斜め方向に発掘 している。 また1 ～皿区について M・ しないしK

 列も10m おきに1 グリッ ド坪掘りしている。 範囲確認の坪掘りは8月7日から13日までに

 27グリッ ド行なった。 その結果、 皿区に遺物 が集中して認められたので、 以後はH区を中

 心に調査を実施した。 II 区の拡張 お・よび包含層の掘り下 げ作業は、 お盆あけから8月25日

 まで行ない、 ベルト・コンベアーも使用 しながら約 180m2を実施 した。 最終発掘面積は、

 約 350㎡である。

 遺構の 中でもっとも早く 発見されたのは、 坪掘りの際H -15しで検出された落ち込み遺

 構 (SX2) で、 初めは住居跡の可能性も考えた が、 その根拠に乏しく性格不明のもので

 ある。 8月18日頃からST1 ・3の プランが見えは じめる。 折からの猛暑で昼過 ぎは一時

 現場作業を休止 して屋内で遺物の洗浄を行なう。 π区では縄文時代後期中葉から晩期終末

 までの土器 が出土する が、 とく に大洞A式併行期の文様 が多いようである。

 ST1は南側の輪郭を検出した が、 北側 が遊園地の塀にかかるため拡張を断念す る。

 ST3 は初め北西隅の輪郭を検出 し、それを追って グリ ッ ドを拡 張し た。遺構検出面から深

 いことと、 住居跡の大きさ が10m 前後と大規模なためST3の全体プラ ンを検出できたの

 は8月28日になる。 ST3はプラ ン確認と平行 して、 中央に十字の断面観察用ベル トを残

 しながら、 順次覆土を掘り下 げている。 この段階でST3 の北西部にもう一つ 住居跡 (S

 T4) が検出された。 またST1南側の土墳群も、 プランの確認と一部精査を行なってい

 る。

 8月30日に現地説明会を実施 し、 地元の方々 や関係者など約 200名の参加を得た。 9月

 に入ってからは、 ・各遺構の床面やピッ トの精査および図面作成を行なった。 図面作成は当

 初予定の9月6日までに終らず、 10・11日の2日間延長 している。 写真撮影は階時必要に

 応 じて行なっている が、 9月5・6日には遺構の最終撮影を実施した。

 なお発掘終了の9月18日、 西川町建設課の重機を借りて、 ベン トナイ ト・砂を敷いた

 のち埋戻しを行なった。

 この間発掘作業に従事した作業員は、 高校生と大学生を主体と して1日平均10名、 述べ

 約 280名である。 災天下のさなかの力強い御助力に心から感謝を申し上 げたい。

的場遺跡調査行程表



 Ⅱ 遺跡の概観

 遺跡の立地(第2図・図版1)

 山形県のほぼ中央に南北に連なる朝日山地 があ る。 標高1,979mの月山は朝日山地の北端

 にあ り、カルデラ 火山特有の景観をな している。 月山火山の墳火によって朝日山地の1,000

 m以上の稜線はさらに北に延 びて 出羽丘陵と接 し、 庄内と村山という山形県の二大地域を

 作り出した。 月山火山のまわり特に内陸側 は日本でも有数の豪雪地帯で、 春4月でも山麓

 の民家 は雪に埋もれているほ どであ る。

 朝日山地の東北 斜面の各峰々 に源を発する寒河江川は、 山地に添って北流 し、 月山沢付

 近で湯殿山方面から流れ出る大越川と合流し、 流れを東方に変える。、中流域では西川町の

 本導寺、 間沢、 睦合等と谷合 いを蛇行し、 寒河江市白岩付近で下流域に至る。 下流域では

 河北町・寒河江市一帯に広い扇状地をな し、 河北町溝延付近で最上川と合流する。 寒河江

 川中流域の両岸には、 狭い河岸段丘や、 支川との合流点に出来た小扇状地が点在し、 縄文

 時代中期以降現在に至る集落 が形成されている。

 的場遺跡は、 この寒河江川中流右岸に位置し、 張り出した小河岸段丘の上位面に立地す

 る。 標高 218m 前後で、河床との比高は約20m を測る。西川町間沢部落の西方 1. 2㎞にあり、

 沼山田代公会堂の北裏一帯に広 がる。 田代部落のほぼ中央を東西に通る県道小山・沼山線

 の北側は、 東西 350m、 南北 120m のゆるやかな舌状平担地となっており、 遺跡はその中

 央北寄りに位置す る。 地目は現在畑地・水田・宅地な どで、 とくに畑地に遺物が多く 散布

 する。 所在地は山形県西川町大字沼山芋田代、 所有者は荒木昭二氏他数名であ る。

 つ ぎに的場遺跡付近の歴史的環境について触れる。 月山をとりまく 山岳地域のうち月山

 と湯殿山、 羽黒山が組み合わされて、 古来出羽三山と称されてきている。 西川町の寒河江

 川中流域は、 出羽三山信仰の登拝者の道筋や宿坊と して振わ つたところである。 もちろん

 三山信仰以前にも、 この地に原始・古代の人々 が生活していたことは当然である。 寒河江砂川流域には、 上流は標高 600m 前後の弓張平遺跡群から、 下流は標高90m の不動木遺跡ま
 で46ケ所の遺跡 が分布す る。 時期的にも旧石器時代末葉から奈良・平安時代まで各期にわ

 たる。 ここでは的場遺跡と関連をもつ縄文時代の遺跡について少し詳しく述べる。 寒河江

 川流域で現在確認されている縄文時代の遺跡は全部で32ケ所である (第2図)。 このうち

 表面採集品な どによって遺跡の時期がある程度知り得る遺跡は18ケ所で、 内訳は縄文時代

 前期1、 中期13、 後期3、 晩期3となる (表2)。 立地的には寒河江川に支流が合流する

 河口付近が多い。 ただ し、 後・晩期の遺跡は、 月岡遺跡や的場遺跡な ど見はらしの良い舌状

 の段丘上に立地する傾向 がう か がえ る。



   寒河江川流域の縄文時代遺跡

   表2

        番号遺ノ跡名所在地地目立地種別時期文献

        1柴倉西川町毒味柴倉畑山麓台地集落跡縄文

        2東浦〃海味東浦3i1畑段丘〃縄文中期

        3龍神沼岩根沢上の平畑台地〃縄文出羽三山・葉山1975

        4スゴウ〃 スゴウ畑〃〃〃

        5落合入間落合734畑段丘〃縄文中期寒河江工業高校1968

        6新田平A〃 新田平畑〃〃縄文

        7新田平B〃〃畑〃〃〃

        8お仲間林〃〃畑〃〃縄文中期

        9上野A〃上野畑〃〃縄文

        10上野B〃〃畑〃〃〃

        11松の木平〃 松の木平畑〃〃〃宇野修 平1971

        12兵助新田〃 兵助新田水田〃〃〃

        13大平〃 大平原野畑〃〃〃

        14水沢水沢下畑・宅地〃〃縄文中期寒河江工業高校1968

        15山居〃 山居畑台地〃〃出羽三山・葉山1975

        16横畑〃 鍵立畑段丘〃〃〃  、
        17黒森山〃 黒森1559荒地山腹〃〃〃

        18サッテロ間沢サッテロ畑・宅地段丘〃〃〃

        19金畑〃 金畑248グラン ド敷地〃〃縄文

        20イカヅキ〃 東326宅地〃〃縄文後・晩期出羽三山・葉山1975

        21長沼沼山立目畑山麓〃縄文

        22的場〃 田代畑・宅地段丘〃縄文中～晩期

        23清水小屋本道寺清水小屋畑〃〃縄文後期

        24月岡月岡西の平畑・宅地〃〃縄文晩期

        25宝田岩根沢上の平〃台地〃縄文中期

        26薬師森〃〃〃〃〃縄文出羽三山・葉山1975

        27石田睦合吹上畑段丘〃縄文

        28熊野〃 熊野宅地・水田〃〃縄文中期寒河江工業高校1968

        29弓張平B志津弓張平畑・宅地山腹〃縄文前期山形県教委1977

        30弓張平1〃〃畑・林〃〃縄文〃

        31谷沢寒河江市谷沢上谷沢畑・水田段丘〃縄文中期

        32日和田〃日和田 47学校敷地平地〃〃

 遺跡の層序 (第3図)

 本遺跡は寒河江川中流石岸、 やや張り出した河岸段丘上に立地する。 遺跡はこの段丘上

 の南北のゆるやかな舌状平担部にあり、 調査区は事業予定地内に、 東西に長く 設置したた

 め、 層序は台地中央部よりやや端部によって観察した。 ただ し、 II 区においてはすぐに遺

 構と合うため、 遺構の掘り込み面までの層序と、 遺構の覆土を遺跡全体の基準にしている。

 層序は基本的に4っの地層に分けられる。

 1層 耕 土 小砂利を多くふくみ、 ボソボソしている粒子の細い黒色土である。

 厚さ18～32cm である。

 互層 褐色土層 挙大の石が混り、 若干の炭化粒子・黄色粒子を含み、 やわらかい。

 厚さ15～28㎝で、 耕作により撹乱遺物を含む。

 皿層 黒褐色土層 炭化粒子を多く含み、 やや粘着性がある。 細礫を含む。 厚さ11～15

 cm であ る。 遺構の掘り込み が初まる。

 lV層 黄褐色土層 砂質性で小礫や河原石を含み、 遺物は含んでいない。

 遺構内の覆土は

 ①褐色 土で炭化粒子 を多く 含み 粘着性 があ る。

 ②炭化・ 赤色 粒子を多く 含み、 粘着性があ り、 小礫を含む。

 ③暗褐色 を呈 し、 赤色 粒子を多く 含み粘着性 が強い。 ところどころに黄色 ブロッ

 ク が混 じる。

                曙一一④黄色 ブロ ツク が多く含み、 皿層との漸移層 であ る。

 ⑤IV層と②層 がま じり合っ た様な層で、 炭化物が多い。

 ⑥炭 化物・赤色粒子を多く 含み、 ネバネバ している。



 遺構の分布 (第4図・図版2)

 調査は農業構造改善事業予定地内に20m ×20m の発掘区を東西に5区 (1～V区) 設定

 し、 各区に10m 毎に遺構・遺物の分布を調査するため4～6ケ所の 2m 四方の グリッ トを

 掘り (第1図)、土層の観察、包含層の有無等を調査 した。 その結果1 区東側から皿区西側

 にかけて遺物の散布 が認められ、 とくにⅡ区東南部では遺物 が集中しており、 遺構の掘込

 みも一部確認が出来た。 このため調査は II 区を集中して行なった。 調査 グリット名で9～

 17-L～Sの51グリット ( 186m2) である。

 この地区で検出 した遺構は、 ST1 ・3・4の3棟の竪穴住居跡と SK1 ～15の計15基

 の土墳、 それにST3内に設けられた埋設土器3個体な どである。 各遺構はかなりの重複

 関係 が認められる。

 遺構は地表面下40～50cmの深さのⅢ層 (黒褐色土) 上面で 掘り込み が確認され、 Ⅳ層を
 深く掘り込んでいるため、 比較的検出が容易であった o

 精査地区における遺構の分布状態は、 調査区の北西部に1号住居跡、 南東部に3号住居

 跡、 その中間に4号住居跡という配置を示す。 発掘調査段階の重複関係から4号住居跡は

 1・3号住居跡によって切られていること が確認さ れた。 1号住居跡は北半分 が遊園地に

 なっているため末調査に終ったが、 検出長径8.5m を測る楕円形のものである。明確な炉は

 検出できなかった が、 床面東側に一部焼土 がみられた。3号住居跡は直径9.4～10. 2m のほ

 ぼ円形の大型のもので、 住居内に石組炉2基と埋設土器3基を有する。 4号住居跡は、 3

 号住居跡によって切られているため、 北西部しか残っていない が、 3号住居跡に一部残っ

 ている周溝の痕跡も考慮すると、 直径約6.9m の円形の プランを示すものと推定される。炉

 は検出できなかった。 住居跡の時期は3棟とも縄文時代 晩期後半頃である。

 土 墳は調査区北西部、 1号住居跡の南東部にSK1 ～16まで16基集中 して 検出された。

 な お」 調査の過程で SK7と したものが SK6 に含ま れることになったため欠番とな り、 逆に

 SK8 が2つの重複を持つこと が判明したため、 SK8 a・8bの2つ に細分した。 土墳

 は長径 1m 前後で円形ないし楕円形の プランを示 し、 底面が平担なもの が多い。 時代は縄
 文時代後期中葉から 晩期末葉まで多様であ る。

 精査区以外の遺構の分布は、ほとん どが坪堀 り穀 階で終ったため明らかでない。皿 一10T

 ・V-150で 1m 前後の長い溝、 V-20Aで直径70cm前後の落ち込み が検出されている。

 いずれも 内部に金属工具によって加工された木質遺物や、 ガラス製品を出土 しており、 時
 期的に かな り後世の ものと推定される。



 遺物の 分布

 最初に坪掘り グリッ ドの所見を主にして遺跡全体における遺物の分布について述べる。

 調査は農業構造改善事業予定地区のうち、 遺物散布のまったく見られない西側と低湿地の

 南側を除く 約1600m 2を対象とした。20m 四方の東西に長い5区 (1～V区) の大発掘の中

 で、 1区は 2m 四方の坪掘りグリ ウ ドを 3っ設定 している。 いづれも耕土中から土器片 が
 1・2点出土 しただけで、 地山までの土層 からは遺物はまったく発見できな かっ た。 Ⅱ区

 の坪掘り区11個のうち5丁区から は耕土中から土器 が18片出土した が、 下層からは発見さ

 れていない。 したがって遺物包含層 がこれより西側 に延びないものと推定される。 なおこ

 の他の皿区の 坪掘り区からはⅡ・Ⅲ層も含めいずれも50片以上の土器 が出土 している。 Ⅲ

 区の坪掘り区7個のうち5 K区からⅡ層中より土器 が 292片 出土 した が、 その他の区は4

 ～16片 程度である。 Ⅳ 区の坪掘り区4個はⅠ・Ⅱ層合わせて土器 が11～28片出土している。

 V区の坪掘り区6個のうち50区はⅡ・Ⅲ層中から土器 が72片出土した が、 その他の区は
 まったく 認められないか数片 程度である。 なおV -10J・20A区の遺物には縄文時代中期

 中葉の土器 が数片混っている。

 これらのことから工事予定地区における遺物の純粋な包含層 は、 n区を中心とし一部皿

 区北側に広 がる長径約40m の舌状地をなすものと推定される。皿～V区は低地に一部流入し
 たものと考えられる。 また本遺跡の北東約 100m の畑地には表面に縄文時代中期の土器片

 が散布することから、同時代の別の遺跡の存在が予測される。、

 っ ぎにE区9 ～17-L～S区の 精査地区に お・ ける遺物の分布 につ いて述べる。 各グリ ッ

 ドの層位毎の遺物の分布を見ると、 1層の耕作土中では精査地区の南半に遺物 が多く 認め

 られた。 これは耕作による低地への土の移動のためと考え られる。 包含層 ]層中では精査

 地区の北西部 に遺物 が集中 して 認められた。 これは地山 が浅い1 号住居跡や土墳群の上面

 が一部遺構覆土に入り始めたためと考えられる。 包含層皿層中では4号住居跡および3号

 住居跡の北西部に遺物 が集中 して認められた。 これは この地区 が一部遺構覆土中に入り始

 めたことを示 している。 包含層 IV層中では3号住居跡西半に遺物 が集中して認められた・

 これをこの地区 が水平レベルでは最後の段階で一部遺構覆土中に入り始めたことを示 して

 いる。

 '精査地区はほとん どの グリッ ドが遺 構にかかったため、 包含層皿～皿層の =部は遺構の
 覆土にな る。各遺構の覆土の内容については次章で説明する。 包含層の内容についても次章

 で説明する が、 精査地域 が遺構の密集地に当ったため、 各遺構の覆土 が複雑に重復してい

 ることと地形面の変化から、 必ずしも遺物包含層における分層的な調査結果は導きえてい

 な い。

 遺物の分類

  本調査によって 検出さ れた遺 物の 総数は破片数 にして 約 30.000 点である。皿 章 で遺 構と 遺

  物について述べるのに先立ち、 遺物の分類基準につ いて 触れる。

  遺物は土器、 石器、 土製品、 石製品の4つに大別する。 土器、 石器も広義には各々土製

  品や石製品の内に含まれるが、 ここでは土器・石器の概念を狭義の器 (うつわ) ものない

  し利器として把握 し、 それ以外のもの は土製品およ び石製品と して 扱う こと にす る。

  土器の 分類

  土器については、 整理段階でできるだけ層位的序列を重視する分折を試みたが、 発掘区

  域が遺構の密集する地点を主とすることになったため、 垂直方向の重復 が著しく 明確な区

  分は導き得なかった。 ここでは主たる文様および文様の施文手法を中心にして12の土器群

  に大別 し、さらに各土器群を施文手法や器形等によって以下のように小類に細分する。

  第1群土器

  花弁状の大きな波状口縁をも ち、 内側に肥厚 した口縁部の 外側 に連続 して刻みを加える

  土器を主とする土器群。 本群土器は文様や器形によってさらに3類に細分される。

  a類L {R/R の細い縄文原体を横位・縦位に回転させて羽状と したものを地文と し、 こ

  れに太い沈線によって 区画された磨消縄文を頸 部文様帯およ び体部文様帯に有す

  るもの。 器形は口縁部が外反 し、 頸部でしまる深鉢ないし壷形土器である。

  b類刻目による 直線的な文様帯を口縁部ないし頸部にもち、 これに無文帯ないしは、

  L｛R/R 縄文の磨消縄文帯 が組み合わさるもの。 器形は深鉢や鉢形土器などがある。

  c類沈線による格子目文ないし綾杉文を、 頸部や体部上半に有するもの。 器形は深

  鉢形 土器 があ る。

  第Ⅱ 群土器

  波状目縁に突起をも ち、 初源的な入組文ないし弧線連結文を主とする土器群。 貼瘤は多                               "
  用されず、目縁の突起部 やモ チーフの 起・ 終点に限られる。 本群土器は3類に細分される。

  a類太い沈線によって 区切られた初源的な入組磨消縄文ない し弧線連結磨消縄文を口

  頸部ないし体部上半に有するもの。 器形は壷形ないし注口土器 があ る。

  b類2条の平行沈線による初源的な入組文ないし弧線連結文を口頸部ない し体部に有

  するもの。 器形は注口土器、 鉢形土器がある。

  c類曲線的な細い刷手目を口頸部から体部全体に有するもの。 器形は平縁で口縁部が
  直立する深鉢形土器 があ る。



 第Ⅲ群土器

 磨消手法による弧線連結文およ び入組文を主と し、 貼瘤を伴なう土器群。 刻目や三又状

 陰刻を有する入組文はまだみられない。 本群土器はさらに2類に細分される。

 a類 太い沈線によって区切られた入組磨消縄文ないし弧状磨消縄文を口頸部ないし体

 部下半に有するもの。

 b類 太い沈線によって区切られた直線的な磨消縄文を口頸部に有するもの。 器形は深

 鉢ないし壺形 土器 があ る。 2個1対の 貼瘤 がよくみられる。

 第 Ⅳ 群土器

 先端の細い 鉢状工具 による刻 目手法を特徴とする入 組文 およ び弧線連結文を 主とする土

 器群。 貼瘤に縦や横の刻目を有するものもみられる。 本群土器は2類に細分される・

 亀類 比較的間隔をおいた刺突による刻目手法をもつ入組文ないし弧線連結文を有する

 もの。 器形は平縁ないし平縁に突起をもつ 深鉢形 土器 があ る。

 b類 比較的間隔の狭い刺突による刻目手法をもつ入組を有する。

 第V群土器

 磨消縄文ないし刻目手法による入組文のうち、 三叉状陰刻をもつものを主とする土器群。

 本群土器はさらに3類に細分される。

 a類 先端の角張る箆状工具を器面に直角にあてて刻む刻目文を有す るもの。

 b類 磨消縄文による入組文に、 三叉状陰刻と貼瘤を有するもの。 ・

 c類 磨消縄文による入組文に、 眼鏡状の貼瘤突起を有するもの。

 第Ⅳ群土器

 定型的な三叉文を有するものを主とする土器群。 本群土器は2類に細分される。

 a類 磨消縄文による入組文と組み合わさり、 いわゆる玉抱き三叉文を有するもの。

 b類 磨消縄文を伴わず沈線のみによる三叉文を有するもの。

 第Ⅶ群土器

 羊歯状文を有するものを主とする土器群。 本群土器はさらに2類に細分される。

 a類 羊歯状文を有するもの。 器形には鉢形土器と注口土器がある。

 b類 沈線によるK字状文字等を有するものち 器形は椀形土器と注口土器がある。

 第Ⅷ群 土器

 第Ⅷ群土器の K字状文 が縦横にの びる複雑な磨消縄文を主とする土器群。 これに口頸部
 に浮彫的な刻目を有する鉢・浅鉢形土器 が伴な う。 本群土器はさらに2類に細分される。

 a類 2～3条の平行沈線により区画された口頸部文様帯に浮彫的な刻目文を有 するも

 の。 器形は口頸部のやや内 沓す る皿と 口頸部 が強く 外反する鉢形土器 があ る。

  b類a類の口頸部文様体と体部の K字状文 が縦横にの びる複雑な雲形文と が組み合わ

  されるもの。 器形 ば目縁に二連小突起を有する椀ないし皿形土器 がある。

  第 IX群土器

  第皿群b類の雲形文 がやや直線化したものを主とする土器群。 これに口頸部に平行沈線

  およ び連続刻目文を有する鉢・壺形土器等 が伴なう。 本群土器は2類に細分される。

  a類3～5条の平行沈線文および平行沈線の一部に連続刻目文を加えているもの。 器

  形は、 口頸部 が強く 外反する 鉢・深鉢・ 壺形土器等があ る。

  b類a 類の口頸部文様帯に直線化した雲形文をもつ体部 が組み合わさるもの。 器形は

  皿・浅鉢・ 鉢・ 壺形土器等があ る。

  第X群土器

  磨消縄文を有する1字文を主とする土器群。 これに口縁部 が研磨され頸部に平行沈線な

  いし眼鏡状の凸帯をもつ 浅鉢・鉢・甕形土器 が伴なう。 本群土器は3類に細分される。

  a類磨消縄文を有する1字 文を 体部に施するもの。 器形は鉢・壺形土器等があ る。

  b類頸部に眼鏡状の凸帯を有するもの。 体部には縄文 が施される。 器形は甕・壺形土

  器 があ る。

  c類口縁部が研磨され頸郎に平行沈線ないし斜縄文を有するもの。 器形は鉢・ 深鉢・

  甕・壺形土器等 があ る。

  第 XI群土器

  浮彫手芸による直線的な1字文を主とする土器群。 本群土器はさらに3類に細分される。

  a類浮線による 直線的な 1字文を体部上半ないし体部全体に有するもの。 器形は浅鉢

  ・台浅鉢・鉢・壷形土器等があ る。

  b類浮線による直線的な1字文ないし平行沈線 文を 口頸部に限定 して施すもの。 体部

  には縄文ない し研磨 が施される。 器形は鉢・大形浅鉢・甕・壷形土器等 があ る。

  c類口縁部 が研磨され体部に結節回転縄文ないし斜縄文を有するもの。 口唇部に上方                            碍
  からの押圧による小波状文を持つものもある。 器形は口縁部が外反する深鉢ない

  し甕形土器・壷形土器 があ る。

  第?群土器

  口頸部文様帯と体部文様帯 が合体した変形1字文を主とする土器群。 3類に細分される。

  a類変形 1字文の起・終点部分に2個の択りによる瘤を有するもの。 器形は浅鉢・高

  不・ 鉢・壺形土器等がある。 高坏形土器にはしばしば大きな波状突起が伴なう。

  b類瘤を したないやや扁 平な変形 1字文を有するもの。 器形は浅鉢形土器 があ る。

  c類口唇部に上方からの押圧による縄文を有するもの、 器形は甕形土器 が主である。



 打製石器の分類

 墳墓な どの特殊な例を除き、 石器時代の遺跡には完成された石器の他、 石器製作の結果

 を示す 多数の剥片・砕片・石核・未成品・失敗品 が残されている。 本遺跡も例外ではなく

 これらの遺物 は慣例的な器種名をもつ完成された石器の数をはるかに上まわる。 このなか

 でも完成品と未成品、 失敗品を区別ずることは特に困難であることから、 本遺跡ではまず
 剥片・砕片・石核を選別し、 残った二次加工のある石器・加工痕ある剥片・使用痕ある剥
 片の観察、 分類に重点を置いた。 剥片・砕片については大きさによって分類した が、 石核

 の分類は時間の都合上割愛ぜ ざるを得なかった。

 本遺跡出土の二次加工ある石器・加工痕・使用痕ある剥片は、 概ね10種に分けられる (

 付表3)。 このなかには両面加工石器 (U) のように、 現段階では、 独立した器種として
 積極的に認定できないものもあるが、 大部分は慣例的な器種名をもつものである。 これら

 は形態的な特徴によって、 各々 が以下のように類別できる。

 1 石鏃

 a類 茎が全長の去以上で大型。 b類 茎が全長のを以下で大型。 c類 全体の形が菱

 形に近く厚みがある。 d類 全長が 2. 5cm以下で重さ1g 以下小型。 e類 茎部が不明瞭

 で細身。 f類 茎部が不明瞭で幅が広い。 9類 無茎。 x類 未成品或は失敗品・

 Ⅱ 石錐

 a類 断面菱形で棒状のもの。 b類 有茎で石鎌と似るが全体的に厚味があり先端部磨

 耗が著しい。 c類 断面菱形の刺突部が細く長く突き出しつまみをもつ。 d類 小型の縦

 長剥片 に周辺加工を施 したもの。

 e類 つまみ部から三角形状に突出した刺突部をもつ。 f類 刺突部とつまみ部の境が不

 明瞭で先端が断面三角形。 x類 未成品或は失敗品。

 Ⅲ 石匙

 a類 つまみに対して刃部を平行にもついわゆる縦形石匙。 b類 つまみに対して刃部

 を直角にもついわゆる横形石匙。 C類 つまみを中心に刃部が弧を描くもの。 X類 未成

 品或いは失敗品。

 Ⅳ石箆 隼

 a類 先端部両面にfluting 状の剥離 が施され先端部側面観は両刃状になる・b類 先端

 部片面に急角度の flutir9 状の剥離が施されエン ドスフレーバーに類似する。 c類 先端部

 に fl“lirg 状の剥離がなく粗い二次加工面が残るもの。 d類 先端部両面とも一次剥離面で

 構成されるもの。 e類 先端部の二次加工がほぼ直角に施され鈍さを感じさせるもの。 x

 類未成品 或 いは 失敗品。

 V 両面加工尖頭石器

  二次加工が両面に及ぶもののなかで少なくとも一端 が尖頭部を形成すると認められるも                                  1のの一群。 両面全体 が二次加工面で覆われるものはなくいわゆる石槍にく らべ粗い印象を
 受ける。 Vbを除けばさらに加工 が加えられたと しても従来知られている器種にはなり得

 ない。 a類 加工が剥片周辺全体に及ぶもの。 b類 加工が一端にしか認められないもの・

 x類 未成品或は失敗品。

 Ⅵ 両面加工石器

 この一群のなかには、 加工 が進め ば石 箆な ど従来知られている器種になり得るものもあ

 り、 前述 したよう に新器種と して独立させるには現段階では無理があるかも知れない・ し

 かしアスファルトが付着した例 (第24図 9) から完成品があることも確実であろう。 a類

 横長剥片を素材としバルブを剥取しているもの。 b類 縦長剥片を素材と したバルブを

 両側縁から剥取しているもの。 c類 ぶ厚い剥片の両面を粗く 加工しているもの。

 Ⅶ スクレーパー

 a類 いわゆるラウン ドスフレーバー。 b類 剥片の一部に急角度の二次加工を施した

 もの。 c類 剥片の一側縁に角度の小さい二次加工を施したもの。 d類 剥片の二側縁に

 角度の小さい二次加工を施したもの。 e類 抉りのあるノッチ ドスフレーバー

 Ⅷ 打製石斧

 本遺跡では1点のみ出土。

 IX 加工痕ある剥片

 剥片の一部に二次加工を施 したもので、 加工の部位に斉一性 がなく 連続しない。

 X 使用痕ある剥片

 剥片の側縁に連続する刃こ ぼれ が認められるもの。

 XI 剥片・砕片

 剥片・砕片は目的的剥片になり得るか否かを目安に類別した。 a類 約10×5cm以上。                           砂
 この類に入る石器としてWc類の一部がある。 b類 約10～ 5× 5-3㎝で最大厚 2㎝以上。

 この石器に見合う石器はほとんどない。 c類 約10～5×5～3cmで最大厚 2㎝以下。 本

 遺跡の石器のうち石鎌・ 石錐を除く ものの素材。 d類 約5～3×3～2cmで厚さ1・5㎝以

 上。 これ大きさに見合う石器はほとんどない。 e類 約5～3×3～2cmで厚さ1・5㎝以下・

 石鎌・石錐等小型の石器の目的的剥片。 f類 約3×2㎝以下。 ld の素材となるが大半は

 砕片といえ る。



  磨製石器の分類

  今回の調査で得られた石製品の種類は比常に多い。 広義的には、 磨製石器も石製品と

  して理解される が、 ここでは利器としての磨製石斧・凹石・磨石等につき、 類形的に分

  類、把握 しその概要を提 示する・

  紐 磨製石斧

  磨製石斧は、 完形品 が少なくその全様を知り得るものは少ない が、 基部や刃部の形態お

  よ び断 面形により次の4類に分類される。

  a類基部・刃部 が平坦で定角形をなすものを一括して a類とする。 断面形状は面取り

  が鋭く 隅の角張り が強く 長楕円形を呈す る。

  b類基部・刃部 が丸みをもちa類に比べて 基部の隔 がせまく 鋭く な る。 断面形状は隅

  が丸みをもち中央部で凸状にふく らむもので、 面取りの顕著なもの (b1 類)とや

  やあまいもの (b2 類) に細分できる。

  c類基部は丸みをもつ が、 b類に比べて幅 が広く、 断面状は面取り がなく長円形を呈

  するものであ る。

  d類小形の磨製石斧で、 基部・刃部が丸みをもち定角形を呈する。 a～ c類とは意図

  した使用目的 が異なるもので d類と して分類す る。

  X　Ⅲ磨石

  磨石は、円形や楕円形を呈する自然礫で、 礫中の平坦面と縁辺に磨面を持つものである。

  形状や磨面の位置等により5類に分類できる。

  a類径6cm内外の 礫を用い、 形状は楕円形を呈する。 磨面を 礫の 平坦面と縁辺にもつ。

  b類径10cm内外の球形を呈 し、 磨面を球形の接地面1面にのみもつものである。

  c類形状は、 偏平な長楕円形隅丸状の方形を呈するもので、 礫中の平坦面一面のみ磨

  面をもつものと、 両平坦面二面に磨面をもつものとがあ る。

  d類形状は、 円柱状を呈し断面は円形を呈する。 磨面を両端部及 び縁辺にもつもので

  あ る。

  e類e類は径10cm内外の楕円形を呈する 礫を 利用 している。 c類に比べて 断面形は凸

  状にふくらみ、 磨面を縁辺にもつもδである。 縁辺に敲打痕をもつものも含まれ

  る。

  X IV凹石

  凹石 は、 楕円形・円形状の 自然 礫に、1 個あるいは複数個の凹みを有するものであ る。

  今回の調査では、 出土数量 が少なく 個々 につ いて は後述す る。



 Ⅲ 遺構と遺物

 第1号住居跡 (ST1) (第5～11図、 図版3～8)

 Ⅱ区9～13- L～Nグリ ッ ドを第 1皿 層黒 褐色 土層まで掘り下 げたところ落ち込み があ ら

 われたので、 黒褐色土層面でこの落ちこみの範囲を明らかにした。 その結果この落ち込み

 は幅約35cmの周溝を もつ住居跡であること を確認した が、 北側 は児童遊園地になっている

 ため調査が出来ず、 南部の9～13- L～Nグリッ ドの計13グリッ ドを調査した。 先の事情

 のため全体の プラ ンは調査出来なかった が、 ほぼ楕円形 を呈すると思われる。検出された東

 西最大径は8.5m、南北4.4m を測る。深さは耕作土上面から床面である第IV層黄 褐色 土層ま

 では約72cmである が、 その上約15cmの黒 褐色土層 (第皿層) 上面から掘り込まれる。

 住居跡の壁は重直に近く、 床面から溝底までは約18cmを測り、 かなり深い周溝である。

 床面は中央に向かって少しずつ 低く な り、壁直下よりの差は約10cmほ どであ る。 床面のうち

 でも 壁より50～70cm 以上内測の部分は壁付近 に比べるとやや固く 踏み しめられている が、

 余り固いものではない。 壁、 床面とも目立った凸凹は見られない。

 柱穴と思われる ピッ トは全部で7個 (P、 1～P、7)あり、 周溝際に 5個、 床面内部に 2個あ

 り、 周溝際の西側3個 (R1～P、3) はほぼ 120cm間隔でならぶが、 ほかは規則性をもってい

 ない。 SK4・5は形状や出土遺物から本住居跡よりも古い時期のものと思われる。

 それぞれのピッ トの直径は約60～80cm、 深さは約25～35cmを測る。 すべての ピッ トが重直

 な掘り方で、 主柱穴的様相を示しており、 補助的なピットは確認出来なかった。 また ピッ

 ト内からは若干の土器・石器片 が出土して いる。 12・ 13-Lグリ ットにかけて 床面に焼土

 を確認したが、 掘り込みなどがなく炉とは断定出来ない。 3号住居跡からは石組炉 が検出

 されて いることを考えあわせると、 本住居跡の炉は北側の未掘区域に存在することも考え

 られる。

 土層は表土 Ⅰ層、 挙大の石を含む 褐色土Ⅱ層、 細礫や炭化粒子を多く 含む黒 褐色 皿層、

 炭化粒子を多く 含む粘着性のある覆土①層、 炭化粒子・赤色粒子を含み、 粘着性の強い覆

 土②層、 やや暗い暗褐色土覆土③層、 黄色 ブロ ックを多く 含み、 周溝側に推積している覆                与
 土④層 の順に推積している。 表土から床面までの深さは約50cm、 遺構検出から床面までの

 深さ は約20cmである。 覆土の大半はやや暗い色調で、 壁に近い部分ではⅥ層の黄 褐色土層

 の漸移層と思われる黄 褐色 粒子や ブロック がみられた。 これらのうち遺物包含層 は互層 か

 らであ り、 Ⅲ層上面から住居跡の掘り込み が始まり覆土①～③層 までは遺物 が包含さ れて

 いる。



 本住居跡内出土土器の総数は2031片である。 内訳は、 覆土1履 953片、 同2層 256片、
 内3層93片、 同溝内 156片、 床面 138片、 ピット内 435片である。

 覆土1層からは第1～第M群土器が各々少数づつ串土しぞいる (第8図1～23)。 1は
 第1群土器b類 (以下lb類と略称)、 5はⅢa類、3は VIa類、2・4はIVb類、6 ～ 9はVla

 類、 10はⅥb類、 11・12は Ⅶa類、13 ・14は Ⅷa類、 15は Ⅷb類、17は IXa 類、 16・ 20は IXb 類

 19は Xb類・ 18は Xc類、 21は XI b類、 22・ 23はⅦb類であ る。本層、は 相当 に混在 してい ると
 みられる。

 覆土2・3層は堆積 が薄く曲線的な重なりを示すので、土器については一括して述べる。

 本属では1層に比べ各群の混在は少ないが、 第V群～第X群土器がみられる (第8図24～

 36)。 24はVa類、 25はVb類、 26～29は VI a類、 30～32はⅧa類、 33・ 34は IX b類、 35・36

 はX群ないし?群に伴なう 粗製深鉢であ る。 EP3付近の覆土 2層よりⅥ・Ⅶ群土器や石

 棒・両頭石斧等がまとまって出土している。 第7図3は本住居東端覆土 2層より出土した

 椀形土器で、 Ⅷa類に伴うとみられる。 第7図1・2・4は覆土3層出土の完形土器であ

 る。 4は?a類で、 高f不に近い台付浅鉢の台部である。 3条の平行沈線下に四単位のエ字

 文を施している。 1は大きな底径をもつ平底の小形壷で、 Ⅶ群土器に伴なう器形とみられ

 る。 2は体部上半に最大径を有し、 口頸部の直立する小形壺で、 体部にL｛二の斜縄文を

 施 している。 X～Ⅶ群土器に含められるものである。

 第9図1～22は周溝内およ び床面より出土 している。 1群 (1～3) ・班群 (6・ 7)

 ・Ⅶ群 (8) 土器も存在する が小片であり、 主体をなすのはXI群 (13・ 14・16・17) ・Ⅶ

 群 (15・18・20・22) 土器である。 第7図5の浅鉢は、 床面より出土し、 3条の平行流線

 文を 6単位の 1字文風に施 しており、 Ⅶ群土器の仲間とみられる。

 23～37は、 本住居跡の柱穴より出土し、 Ⅰ群 (1・26) ・Ⅱ群 (24・25・27～29) ・班Ⅵ

 ・ 群 (34～36) ・X1群 (37) 土器等があり、 覆土1層同様に遺物の混入が著しい。

 これらの土器群のうち本住居跡に伴うこと が明確なものはない。 本住 居勤の時期をもっ
 ともよく 反映しているとみられるのは床面 ・周 溝内出土の土器群であ る。 中でも主体を占

 めるものはⅥ群・Ⅶ群土器であり、 この傾向は覆土最下層(覆土 3層)でも同様であ る。 ま

 た新しい時期の遺物に古い時期の遺物 が混 じることはあっても、 その逆 が成り立たない層

 位学の原則も考慮するなら ば、 本住居跡の時期はM群・皿群土器の時期と把握される。 M

 群・Ⅶ群土器は、 IV章で後述するように、 縄文時代晩期大洞A・A' 式土器に併行する時
 期のものとみられる。

 本住居跡出土の土製品(第7図6～9)のうち 9は 覆 土1層 出 土の土 錘である。 径3.3

 ×2 ・1cm、重量149 を測り、 小形品である。 形状は楕円形を呈 し、 その両軸にそって幅3㎜





 の凹帯が全周する。 第7図6～8は、 EP1 覆土出土の耳栓である。 総数3個出土して
 いる。 8は全体の5分の1程度の破片で、 推定径約7cm程度である。 断面形は扁平で、 中

 中部で屈曲して 『く』 の字状を呈する。 6は床面よ9出土し・ 覆土1層出土のものと接合
 した。 全体の 3分の1ほ どの破片である。 推定径は約7cm程度で、 表面をていねいに研磨

 している。

 本住居跡出土の打製石器 (第10図上段) の内訳は第11表のとおりである。 そのうち二次

 加工のある石器は総数28点で、 その大部分は 覆土1層 から出土している。

 1はHc類の未成品であ るとみられる。 2は a面左側縁に細い二次加工 があ るのみで、 素材

 の形をほとん ど変えてい ない。 b面 左側縁には連続した細い剥離痕 が認められる。 3は IVa

 類の石 箆で、素材の剥離面から急角 度の二 次加工を施した両側縁をもち、先端は表・裏面か

 らフルーティ ング様の剥離 が施され両刃状となっている。 4は IV c類で、完全な両面加工と

 なっているが、 先端部加工はない。 5は VIa類で、b面左側縁にも大きな剥離面があり、 未

 成品ともみられる。 6はWa類で、 表・裏面ともほぼ全周 に及ぶ典型的なラウン ドス ク レー

 バー であ る。 7はa面左側縁を刃部とするWc類のサイ ドスク レーバー であ る。

 図示できなかった が、 この他にもVb類2点・ VI a類2点・ Vl b類2点・Wc類1点・Wa

 類1点・Wb類2点・Wc類1点・We類1点・ IX 類7点・X類1点が 出土している。

 磨製石器は2点のみ出土している。 第11図2は、両頭石斧で、全長16. 4cm・刃部幅 6・ 5cm

 を測る。 断面は長楕円形を呈し扁平である。 刃部は両面からていねいに 敲打を行い、 基部

 両縁も敲打により整形している。 刃部には打撃による大きな剥離 がある。 第48図6は覆土

 2層出土の磨石である。 前述 した分類によればa類と して把握される。 材質は、 安山岩で、

 重量 2609を計る。

 その他石製品は3点出土している。 第11図1は有頭の石棒である。 断面 が楕円形を呈 し、

 最大径3.2×2.4cmを測る。表面に縦位の擦痕 があ り、体部縁辺・頭部の頂端部に 敲打痕 があ

 る。 その上をていねいに磨いて整形 している。 材質は、 泥岩で、 後述するST3-F1出                             "
 土の石棒と同一個体である。 第11図4・第11図7はいずれも片刃の石刀である。 4は、 覆

 土1層出土で、 背部、 匁部とも先端で沓曲 が著しい。 匁部先端に刻みを有し、 背部・匁部

 縁辺に横位の擦痕 が走り、 平担部をていねいに磨いている。 匁部に刃こぼれ状の使用痕は

 認められない。 材質は泥岩である。 7はEP5の覆土より出土している。 片匁で、 背部に

 若干のそりをもつ。 表面に斜位の擦痕 があ るが、 つくりは雑であ る。 匁部に匁こ ぼれ状の

 痕跡は認められない。 材質は粘版岩で節理 が走り、 表面の離脱 が著しい。 また後述するS

 T4-F1出土の石刀と同一個体で接合した。





 3号住居跡 (ST3) (第12～27図・図版9～26)

 Ⅱ区13～17-N～Sグリッ ド第Ⅲ層 (黒 褐色土層) 上面で確認された竪穴式住居跡であ

 る。 地山 (第IV層一黄 褐色砂質土層一) を深く掘り込んでいるため壁・周 溝等の検出は容                       『易であった・ 本住居跡の床面はST4の周溝の一部を埋め込んでつく っており、 本住居跡
 の北側でST4を切っていること がわ かった。

 平面プランは南北にやや長い略円形を呈する。 大きさは南北10. 2m ×東西 9. 4m、 深さ
 は32cmを測る。 覆土は4層に大別される。 覆土①層 は、 粘質の明褐色土層で、 厚さ15,m前
 後である。 多量の炭化粒子と若干量の 赤色 粒子を含む。 北側の一部を除いて住居跡のほぼ
 全体を覆っている・ 覆土②層 は、 粘質の褐色土層で、 厚さ10～13cmである。 多量の炭化粒
 子・赤色粒子を含む・ 覆土③層は、 粘性の強い暗褐色 土層で、 厚さ 5～8cmである。 住居
 の西側ではやや厚く堆積している。 赤色粒子を含む、 周壁際では黄色 ブロックが混じる。
 覆土④層は・ 粘質の暗黄 褐色 土層で、 厚さ5cm前後である。 地山との漸移層であ る。

 壁は南側でやや緩やかな立ち上がりを示す が、 全体的にほ ぼ垂 直に近い立ち上 がり を
 を示す。 壁高は13～28cmを測る。 周溝は、 南西側で2列に分かれ、 外側のは壁柱穴とみら
 れる小穴群、 内側は溝状の形態を示す。 同溝の幅は35～ 53cm、 深さは床面下45～50cmを
 測り、 相当深いものである。 床面は全体的に平担である が、 中央で12cm程の凹みを示す。
 周溝付近を除いて地山を固く叩きしめており、 とく に貼床はみとめられなかった。
 柱穴は20個 (EP1-EP20) あり、 主柱穴的様相を呈するのはEP1～5・ 7の6個

 であ る。 同溝の中にあるEP10～16は補助的なものとみられる。 主柱穴的様相を呈するピ
 ットは・ 直径 1m前後の不整円形を示し、 深さ60～ 110cmを測る。 各ピッ トとも最深部を
 中央寄りにもち、 内側に傾斜している。 周溝内のピッ トは、 径40～60,m、 深さ40～50㎝
 を測る。 円形のほぼ垂 直な掘り込みを示 している。

 炉は・ 石組炉で2基 (EL1～2) 検出した。 EL1は住居内ほぼ中央に位置する。 平
 面形は1・6典 ×1・3m の楕円形を呈する。 挙大から35cm位の細長い楕円形の 河原石を用い、
 南側に20cm程度の河原石を方形 に組んだ張出し部を有す る。 深さは、 中央部で 25,mを測
 り、 中央部がやや高くなっている。 覆土は4層に区分される。 ①層は多量の木炭を含む
 黒褐色微砂層。 ②層 は焼土・木炭を含む明褐色微砂質土層。 ③層は赤褐色土層で、 炉
 内中央部に集中して堆積してい る焼土であ る。 ④ 層は少量の木炭を含む暗 褐色 微砂層で、
 張り出し部に堆積 している・ EL2は住居北側にあ り、 直径 60cmの円形石組炉であ る。
 住居の北西部分13～14-Pライ ン上で、 埋設土器が2基 (EU1～ 2) 検出されている。

 床面を約10㎝掘り込み・ 体部下半を欠いた甕形土器およ び鉢・ 浅鉢形土器を2～3個組み
 合わせて埋置 している (第14・15図)。 埋設土器の上面は床面より20～30cmの高さを有 し、





 口縁部が良好に遺存す る。 EU1は南側を河原石により補強されている。 また、 13-Pラ

 イ ンの周溝中にも、 本部下半の欠けた甕形土器 が一個斜め に検出されている。 これらは、

 ほぼ一 直線上に並 び、 いづれも体部下半を欠いている等を 考え合わせると、 共通の目的を

 もって埋設されたものとみられる。 土層観察の結果、 上面からの掘り込みがみられず、 土

 器の 型式もST 3の時期と共通す る。 した がって 本住居跡に伴う施設と 考えられる。

 本住居跡出土の土器の総数9537片である。 内訳は覆土1層4019、 2層1485、 3層 743、

 4層 1690片 であ る。

 覆土1層からは1群～ XI群土器まで各群の土器が出土している (第18図・図版16・17)。

 1・ 2はIa類、 3はIb類、 4・ 5は皿a類、 6は皿b類、 7～10・ 12は IV a類、 11・ 13は IV b類、

 14～16は Va類、 17～18はVb類、 21 ～25・ 29はWa類、 26はWb類であ る。このほか器面全体に

 曲線的な刷毛目文 (28)、粗い刷毛目文(19)、およ び研磨(20・ 27)を施しているものもある。

 本属 で主体を占めるのは IX ～ XI 群土器で、 30～36は双b類、 38 ～40はXa類37・ 42・44は Xb

 類、 41・ 43・ 45・ 46は Xl a類 に属す る。第17図 2も覆土 1層から 出土 したもので、 口縁部に4

 個の小二連突起を有する鉢形土器である。 体部に直線的な1字文が8単位づっ 3段に施さ

 れている。 Xla類に属する。

 覆土 2層 からは IV 群～M群土器ま での土器 が出土している(第19図 1～ 5)。 1は IVb類、

 2・ 3はWa類、 4・ 5は 壺形土器の一部でMc類 に属する。第16図 5・ 6も本層 から出土 し

 たもので、 5は壺形土器の頸部から体部上半、 6は本部下半である。 口頸部が内側にすぼ

 まり、 頸部に1条の沈線、 体部にL{護 とR{ll 2本の縄文原体を交互に用いて羽状縄文

 を施 している。 内面も比較的よく磨かれている。 XC類に属するとみられる。

 覆土3層から皿群土器～XI群土器まで出土しているが、 X・M群土器が主体を占める

 (第19図6～27、 図版18)。 7は皿b類、8はIVa類、gはVla類に属する。7は横方向に粘土

 貼付による板状の突帯・縦方向に短い沈線を有する深鉢形土器の破片で、 類別は不明であ

 る。 10・11はXa類の壷形土器。16も粗い磨消縄文を伴なう 字文を施して叢り、 工字文間
 に斜方向の連結を 有す る。 17は磨消手法を伴なわない工字文で )O a類、 13・ 21～23は頸部に

 眼鏡状の突帯を有する Xb類である。甕形土器は 口唇部に1条の沈線を加えた 波状口縁 が特

 徴的である。 19・ 20は平縁で口縁部に1条、 頸部に4条の平行沈線を有する甕形土器であ

 る。Xc類のf中 間に含めて お・ きたい。 12・ 18は平縁ないし波状目縁で、 口頸部に3条の平行

 沈線を有する浅鉢形 土器である。 これも Xc類 に属す る。15は 口唇部に刻目をもち、 頸部に

 3条の 平行沈線を有する鉢形 土器であ る。 Xc類 に属するとみられる。24～26は 口唇部に箆

 状工具による連続押圧波状文を有する甕形土器である。 24・25は頸部に結節回転縄文、 26

 は2条の幅広い平行沈線 が施されている。 24・ 25はMc類、 26はXc類の中間的様相をもつ・



 27は深鉢形土器の底部で一条交互式の網代痕 が施されている。
 第16図 2～4・第17図・・2 (図版15) も覆土 3層から出土したものである. 第2。図1

 は口縁部に小波状突起と 4個の中波状突起をもつ小形の台付浅鉢である.。頸部外面1こ2
 条・ 内側に1条の平行沈線を有し・ 体部1よR l∫ 縄文 が施されている.Xc類に属する. 3
 は口縁部に 1個の 中突起をもつ小形の鉢形土器であ る。 頸部 が研磨され、 体部に粗い 礁
 縄文 が施されている・ 底部は α6cm位のあげ底となってい る.第16図 2は。縁部 が欠損して
 いるが・ 体部がほぼ直立する小形の深鉢形土器である。 体部に粗いL燈 縄文が施され、
 底鯛辺には縄文 が施されない・ 器面内側に炭化物が付着 している. 3は体部上半を欠損
 する 壷形土器で・ 底部がやや張出したあ げ底風になっている. 体部全面にL｛請文が施
 されてい る・ 4は半縁で体部下半 が欠損する大形の浅鉢形土器であ る. 頸部に1条の 沈線、
 体部に一部結節を有す るL｛調文 が施されてい る。これら の土器の時期を 明確 1こ位置付け
 ることは困難である が、 器形な どからXないし XI 群土器に属するとみられる。
 覆土 4層からは1群土器～鰭土器まで出土 している が、 灰皿 群土器が主体を占め

 る(第20・21図・ 図版 18・ 2・)・第2・図 1はl b類、2・ 6・ 7・ 14は 皿a類、 3- 5・ ・3は皿b類、
 8～11はWa類・ 12はWb類・ 19・ 23・ 28は Wa類、 2・はWb類、 26は Wa類、 25・ 3・は皿a類、 24.
 27・29は 皿b類 に属す る・ ・5～17は撚糸文を施し21・22は器面全体 力ぐ研磨されている. 1～
 Ⅶ群土器は量的に少なく、 各群毎の顕著な増減は認められない。
 30・38～44は双b類・ 32～35'45-5・は双a類・第21図1・2・ 61よ Xa類、 23・ 3δ7 Xは a類、

 7～22・24・25・ 35はXc類に属する。 IX a類 と Xc類はともに数条の平行沈線をもつ 鉢ない
 し深鉢形土器を主とするものがあるが、 双a 類の ・縁部形態は直立ないし内傾するものが
 多く・ Xc 類はやや内翫 た体部が・縁部で急に外反するものが多い。 3.4は磨消縄文
 の手法を伴わない工字文 が体部に施されている 鉢形土器で、 工手文 が後述する XI 群土器の
 ような完成度を示さず・ 浮彫手法よりはむしろ沈線を主体とするものである. 時期的には
 X群土器に併行するものと思われる・ 26～29は浮彫的な工字文でMa類.31.蹴 Mb 類に
 属する・ 32・ 3含 ・蹴 Xc類 に近い 器形であるが、 ・頸部 が長 く伸びて 甕形土器 1こ近し、 器形を
 とることから M群土器に入れる・ 37～391よ 平行沈線をもたない甕ないし壷形土器でM, 類
 に属す る・ 40 はMb類の浅鉢形土器の底部周辺で、庭部との境界に・条の沈線を有してし、 る.
 第22図 (図版19) は周溝内 から出土した土器である。 1～㎜・湿群土器も小数存在する

 が・ 主体は恥M群土器が占める・ 11よlb類、2・ 3は皿a類、 5はVa類、 6～gはVb類に
 属す る・ 10～12は器面全体 が研磨され、 ・縁端 がやや肥厚する大形の深鉢形土器である.
 V群土器に属すると見られる・ 14 ・15はMb類、 ・3 ・16 -23・35Ma 類であ る、 灰a類の鉢ない



 し深鉢形土器の口縁部は短く急激に外反する傾向 を示す。 このような特徴は26・27・29の
 大形の深鉢形土器にもみられる。 24・・ 25・28は XIc類の鉢ないし甕、28・31は同類の 壺形土
 器である。 30は施文手法はMc類に類似する が、 器形は口縁部が直立 した深鉢形土器であ る。
 口縁の小波状突起も浅いものでむしろ IXないしX群土器に伴なうとみられる。 34は鉢ない
 し壷形土器の口縁部片で、 体部上半に縦方向の沈線によって長方形の浮彫文様を重ねてい
 るものである。 34に該当する小類は設定しなかった が、 他遺跡での併出関係から XI 群土器
 に属するものとみられる・36は XI a類の 浅鉢の 体部下半であ る。33はMb類 に属する浅鉢形土
 器で 1片のみ出土 した・ ST3の下 限時期を考える点で重大な意味を持つ ものである が、
 後述するようにST 3の時期は床面や埋設土器の資料から超群土 器ま で下ることは考えら
 れず、 何らかの撹乱によるものと考えられる。

 第23図25～ 43 (図版20) は床面から出土した土器である。 X・XI 群土器 がほとん どであ
 る。25～28は Xa31 ～35・ 40・41はXc類、 29・ 30・43は Xl a類、 39・42は XI c類 に属す る。
 43は器面に赤色顔料の塗彩 がみられる。 第16図1 (RP10・図版15) はST3南端の壁直
 下から出土 した小形の 壺形土器である。 口頸部 が欠損 している が、 体部がやや扁平で底部
 に 4個の貼瘤状の脚を有す る。 現存する体部の上端はあたかも二次的整形 を施 している如
 く 直線的で平滑である。 文様は体部に5単位2段の磨消縄文を伴なう工 字文を有す る。
 つ ぎにST 3の ピッ ト内およ び炉内出土の土器 につ いて述べる。E P1 からは IX b類、 X、

 類 が出土している。 EP2からは口縁部がほぼ直立し羽状縄文をもつ深鉢形土器、 X,類の壺
 形土器 が出土 している・ EP3からは IV a類、 Xc類、 )α a類、 Xb類、 Xc類、 口頸部に幅い 箆状
 工具による磨きをもつ 大形の鉢形 土器 が出土 してい る。 EP 5から は IX a類(第23図3.4
 ・6)・ Xc類 (1・ 2) の浅鉢ないし鉢形土器 が出土 している。 EPからはV b類(7～11
 ) の鉢ないし深鉢形土器が出土している。 EP10からはWa 類(12)、 Xc類 (14～16) の深
 鉢ないし壷形土器が出土している。 EL1の覆土内からはIb類 (17)、 Ic類 (20)、皿、類
 (19・23)、 皿b類 (18)、 Xb類 (21)、 Xc類 (24) などが出土している。
 埋設土器は 3個出土 している (EU1～3)。 EU1 は床面を10cmほ ど円形に掘りく ぼめ

 た掘り方に底部付近を壊した大形の甕形土器 (第14図 1. 図版13) を埋め、 周囲を河原石
 で固めたものである (図版12)。 甕形土器の ゴ径は31cm、 現在器高は28cmを測る。 口唇

 部に箆状工具の押圧による小波状突起を有し、 体部にL {護1ノ の結節回転縄文が施されて                        〃いる。 なおEU1の内部から口唇部に棒状工具による刺突文、 口頸部に平行沈線と連続刻
 目文をもつ大形の鉢形土器 (第14図 2) が発見された。 EU2は、 床面を10,mほ ど掘りく
 ぼめた掘り方に2個体の 甕形土器 (第15図1・2図版13) と大形の浅鉢形土器 (第14図 3)



 を組み合せて埋めたものである (第15図 3模式図)。 もっとも内側の浅鉢形土器は周囲の
 3分の1程度 が欠損 し、 周囲の2個体の 甕形土器も底部付近 が欠損している。 1は口径34

 ㎝・ 現在器高38・ 5cmを測り、体部に結節を伴なうL{ 餐1β 縄文 が施されている。3 は口径24cm、             "器高25・ 5㎝を測り、 体部にL{提げ 縄文 が施されている。1～3は器面内外に 多量の炭化物の             ク
 付着 がみられる・ EU3は底部付近を壊した甕形土器を1個体周 溝内にやや斜め に埋置さ
 れた状態で検出されたものであ る。 風化 が著しく 復元 ができなかった が、 体部にL 借 縄文
 が施されている・ 地層観察の結果EU1～3とも上面から掘り込みは認められなかった (
 第12図)。

 以上ST3出土土器 につ いて述べて きた が、 っ ぎにST 3の生活時期につ いてふれる。
 覆土 ト'4層 および周 溝内の土器で主体を占めるのは IX ～M群土器であり、 ST3の時期が
 これ らのいずれかに含ま れること は確実とみられる。 このうち遺構の時期をもっともよく

 反映しているとみられる床面 直上出土の土器はX・ XI 群土器である。そ れゆ えIX 群土器は除
 いて も良 さそうである。 しかし主柱穴であるEP 1と EP5内の出土土器も 考慮すると IXa
 類と した磨消縄文手法による 直線的な雲形文の一部はST3の生活時間に及ぶことも認め

 ざる を得ない。 X～ XI 群土器のうちもっとも特徴的な土器は第16図1にみられるような磨
 消縄文手法を伴なうエ 字文の仲間 (Xa類) である。Xa類は従来 IX 群土器と XI群土器の仲間
 的な様相を持つものと して理解されて きた が、 研究者によって IX 群土器に含めたり XI 群土
 器の古い時期と考えたりまちまちであった。 本書ではXa類およびこれに伴なう鉢、 深鉢(
 甕)・ 壺形 土 器 をまとめてX群土器と して一群を設定 している。 M群土器の中で X、・Xb
 類と して磨消縄文手法を持たな い工字文のうち、浮彫 的な要素 が少ないものはX群土器に含
 めてもよいこと は既 に述べた。 これによってST 3の床面およ び周 溝内出土の大半の土器
 はX群土器と 考えること が可能であ る。 それに しても XI 群土器のうち浮彫的な工字文をも
 つ浅鉢や壺形土器 およ び口唇部に 箆状工具て押圧 した小 波状目縁と結節回転縄文を特徴と
 する甕形土器な どは XI 群土器の特徴と して 考えな けれ ばな らないであろ う。 後者の甕形土
 器( )αc 類) がST3と具体的な関連を持って表われているの がE U1～3であ る。 EU1
 ～3をST3の生活時期より1時期新しい (XI 群土器の時期) と考えることも可能である
 が・ 地層断面の観察結果およびEU1内かぢ出土した口頸部に刻 目をもつ鉢形土器の存在
 は・ むしろEU1～3がST 3と同時期であることをうかがわせる。 IX ～XI 群土器は型式
 学的におおむねこの順序で変遷すると考えられる が、 遺跡における住居跡の生活ないし廃
 絶時期は必らずしも型式の粋内に納まるもので はなく、 それらの過渡的様相を示すことも
 十分考えられる・ ここではST 3の時期を X群土器を中心とする時期と把握 して お・ きたい。
 X群土器は IV 章で後述するように縄文時代 晩期大洞C 2式後半併行期と 考えられる。



 本住居跡出土の打製石器 (第24-26図・第10図 4) の内訳は表11に示した. そのうち二次加工のある石器は、覆土1層から56点・ 覆土2層から55点、 床面から3点、 周溝から2点・ 柱穴から6点検出されている。

 図示できなかっ 域 この他に Ua類1朝b類 ・点、 班。類 7点、 糠1点、 皿,類2点、皿c類7点・ 縢17点、 X類5点出土してし、る.
 第怨図上段は覆土 2層出土のものである・ 7は皿x類としたもので、 先端部両側から急角度の一次加工となっており・ この部分の断面は三角形を呈している. 石錐の失敗品とみら



 れる・ 1・ 2はそれぞれ IV b類・ Wa類の石箆である。 1の両側縁は基部から先端に向って両
 面に入 念な二次加工 が施されている が、 先端部は片面にラフな加工 が認められるのみで、
 lV d類とすべきかも しれな い。 3、 4は共に Vx類と した両面加工 尖頭器の未成品であ る。 4
 aは先端部に自然面を残 したままである が、 鋭さを感 じさせる。 第26図7はWb類と した石
 器である。 b面基部 が左右両側縁から二次加工をうけてバルブが除去されている。 con ca.

 veした先端部は、図で表われていないが、 直角に立ち上がる一次剥離面があり、 匁部とはな
 っていない・ 5、 6は共に急角度の匁部をもつ Wb類のスク レーバーである。

 図示できなかったが、 この他にVx類2点、Wa類1点、 Wb類1点、 Wb類1点、 皿c類1点、
 Wd類3点、 We類15、 IX類20点、 X類5点が出土している。

 第25図下段・第24図 12は床面直上・周 溝・柱穴出土のものである。 第24図12は 皿c 類と

 した石匙で・ 弧を描く 匁部に急角 度の二次加工を施 している。11は典型的な Wa類の石 箆で
 ある。 10は Ua類、 8は Wb類、 9はWc類のスク レーバーであ る。 12は 本遺跡で唯一の打製石
 斧である。 分銅形を呈 し、 両匁の匁部をもつ。

 第26図は接合資料である。 覆土2・3層で検出された剥片4点からなるもので、 他に接
 合しない同一母岩の剥片が1点確認された (6)。 本遺跡には、 このほかにも 多数の接合
 資料があるとみられる が、 整理期間の関係で未整理状態にある。

 磨製石器は14点出土 している (第27図 5、 第49図1～8・10)。 本調査で検出され遺構
 中ではもっとも多く出土 し、 種類も豊富である。 内訳は石錘1点、 磨石6点、 凹石3点、
 石冠 3点である。

 第27図5は覆土 3層出土の石錘である。 楕円形を呈する自然礫を使用 し、 中央部短軸方
 向を敲打 し、 凹刻したものである。 重量 2029 で材質は安山岩である。 第49図2・4・7

 8・10は磨石である。 前述の分類によれば4はa類と して握握される。 材質は砂岩で、 表

 面に亀裂が入っており、 大変もろく 火熱を受けた形跡 があ る。 8はb類で、 材質は花崗岩
 で、 球形を呈 し、 表面の磨擦痕はあまりはっきりせず使用回数が少ないものと考えられる。

 2・10は・ 楕円形を皇 し、 両平担面に磨面を有し断面は扁平で。 類である。 材質は花崗岩
 である・ 10は縁の一端に敲打痕 があ り、 朱の付着 が認められる。 礫中の平担面に著しい磨

 擦痕をもち、 縁辺にも磨面をもっている。 篭れらはいずれも覆土 1層出土であ る。 7は周

 溝より出土したもので、 d類である。 形状は円柱状で断面はほぼ円形を呈する、 頭部、 端
 部は平担で磨面と している。 第49図3・5・6は凹石である。 いずれも表面に1～数個の
 凹みを有する。 形状は楕円形を呈 し、 断面は扁平である。 5は磨石。類の再利用品である。

 楕円形を呈する 礫の 平担面に磨面があ る。 第49図1は覆土 1層出土の石皿で ある。 破片で

 ある。 楕円形 を呈する 自然 礫の 一面 を磨いて凹面 をつ ぐりだ している。 縁辺 にふち があり、



 磨面に小さな敲打痕が無数についている。 朱の付着 が認められる・ 材質は安山岩である。
 前述した磨石にもその縁辺 に朱の付着したもの があ り、 セッ トをなすものと考えられる。

 第27図 6～8は覆土4層出土の石冠である。 6は底面径10・ 2cm、 角張った長楕円形を呈
 する。 握りは細身で中央部に凸帯をめ ぐらす。 表面はていねいに磨かれている・ 底面はゆ
 るやかに湾曲 し、 中央部に小さな 敲打痕 が無数 につ いている。 8は円礫を 敲打し・幅 1・ 5cm
 程度の溝をめぐら して握りとしている。 底面は平担で、 微細な擦痕 が走り・ 中央部に敲打
 痕を有する。 材質は花崗岩で底面は平担である。 7は体部を 敲打 して成形 し・ 底面とその
 縁辺およ び握り を磨いている。 握り に幅3mm程度のあさい凹刻 があり 1周する・ 底面には・
 ゆるい湾曲 があ り、 敲打痕があ る。

 石製品は5点出土している (第27図1～4・7 ・ 第 17図 9)。 第27図1は覆土 1層
 出土の石棒である。 1点のみ出土している。 径3 1cmを測 り、断面は円形である。 表 面に
 縦位の擦痕があ り、 石質も同一で前述のST1出土のものと同一個体とみられる。 第27図
 3・ 7、 第賀図9は覆土1層出土の石刀である。 3・7は背部を面取り して お』 り・ 角張っ
 ている。 刃部は丸く おさめ、 片刃である。 7は表面に斜位の擦位の擦痕 が走り・ 3はてい
 ねい に磨かれている。

 第27図 2・4は円盤状石製品であ る。 いずれも縁辺を 敲打して成形し、平 担面を磨 いて い
 る。 2は覆土1層出土である。 径 5. 4㎝である。 4はEU1出土である・ 径 6・ 6cmを測り・
 平担面を磨いている。 いずれも断面は扁平で、 石質は安山岩で、 その縁辺を部分的に研磨
 しているところがある。











 4号住居跡 (ST4) (第28・29図・図版27～30)

 H区13～15-M ～N グリッ トの 第Ⅲ層 (黒褐色土層) 上面で確認された竪穴式住居跡 で
 ある。 地山 (第 IV 層一黄褐色砂質土層一) を掘り込んでいる 為め壁・周溝等の検出は容易
 であった。 3分の2は南側のST3によって切ら れて いる が・ 周溝の一部をST3の床面
 にわずか に確認できた。

 平面形は径 6. 9mの略円形を呈するものと推定され、 覆土は2層に大別される。 覆土①
 層は粘質の明褐色土層で、 厚さ18cmである・ 多量の炭化粒子を含む・ 南側をST3によっ
 て切られている が、 本来は全体を覆っていたものとみられる。 覆土②層は・ 粘質の暗黄褐
 色土層で、 厚さ20cmである。 地山との漸移層で、 床面のところどころに堆積 している・

 壁はほぼ垂直に立ち上がり、 壁高3～5cm を測る。 周溝は幅25～43cm・ 深さ20dmの相当
 深いものである。 周溝の一部がS T1の周溝と重複 し、 その先後関係は明確 に把握できな
 かった。 しか し、 後述するとおり伴出土器からみてST4はST1より古い とみられる。
 床面は、 ほぼ平担で、 周溝付近を除き地山をやや叩きしめてっくっている。 貼床はみと

 められない。 北東部に半月状の落ち込みを有するが、 この性格は不明である。

 柱穴は3個 (E P1～3) 検出され、 周溝内に1個・SK1 ・2と重複して2個在る・
 径30～70cmの円形を呈し、 深さ40～70cmを測る。 主住穴はE P1～2で・ EP2はもっと
 も深く住居内中央部へ向って傾斜してい る。 EP3は壁柱穴とみられ、 垂直に掘り込ま れ
 ている。 SK1・2・9は、 形状や出土遺物からみて本住居跡より古い時期のものとみら
 れる。 した がって本 住居跡 はS T 3・SK1・2・9より新しく、 ST1より古い。
 本住居跡から出土した土器の総数は、 覆土内も含め1061片である。 内訳は覆土1層 819

 片、 同2層 109片、 周溝内 114片、 EP1覆土6片、 EP2覆土5片、 EP3覆土8片で
 ある。 っ ぎに各層位毎に土器の内容について述べる。

 覆土1層からは第1群土器から第XI 群土器まで各群の土器が混在している が・ ここでは
 IX～ X【 群土器頃の土器につ いての み触れる (第29図1～5、 図版28)。2は口唇部 と頸部に

 連続した刻目をもつ 鉢形土器で、 体部に直線化した雲形文をもつものと思われる。IXb類に
 属す る。 5は壷形土器の頸部 に太い 工字文を有す るXa類である。 3・ 4はXc類に属す る・

 1は器面 全体 が横方向に研磨さ れている深鉢形土 器であ蚤。
 覆土2層も1～M群土器まで各群の土器が混在する が、 IX ～X[ 群土器 が量的に主体を占

 める(第29図6～24)。 6・8はIb類、9・10は皿b類、7はVb類、 15はIXa類、 12・16～18は

 IXb 類、 19・21はXc類、 23はXIb類に属す る。 このほか器面全体に撚糸 文(13)や刷毛目文(
 11)、 斜縄文(14・22)、 およ び研磨 (24) が施されている深鉢ないし壷形土器片があ る。

 周溝内から 出土した土器のうち文様や器形の顕著な資料 が25～31である。 25 がⅢb類・26



 がVb類、 31 が双a類に属す る。27・28は器面 が横方向に研磨されて いる深鉢でV群土 器前後
 のものである。 周溝内出土の土器で量的に主体を 占め るの は・29のようなXc類ないし粗い
 斜縄文を有する深鉢形土器片であ る・ EP ・一3 内の土器は文様のわカ'るものがなく・斜
 縄文 をもつ深鉢形土器がほとん どであ る。
 これらの土器群のうちST4の床面直上も含め確実に伴なう資料はな い・ 比較的遺構の

 時期を反映していると考えられる周溝内や覆 土2層の土器も・ 各群土器の混在があり・ 量
 的に以～鰭土器が主体を占めることがう かがえ るだけである・ つぎ1こ 各遺構との重複関
 係よりみるとST4はST3によって切られているのでST3の廃絶時期 (X 群土 器期)
 より も新しく なること はなく、 またST4のER・ ・2が各々SK1・2を切っ て作られ
 ていることからSK1・2の時期 (V群土器期) よりも古く なることもない。 またSK5・
 の覆土1層出土の石 刀 (RQg9) が、 ST4周溝の石刀片と接合する・ SK 5の時期はIX
 群土器期 と考えられ る. したがって、 ST4の時期は最大剛～X群の土器期の間に
 な る。

 以上のことよりST4の時期は】X ～X群土器期と把握 しておきたい・ IX ・X群土器は後
 述するように縄文時代晩期大洞C2 式の各々前半と後半に対比されるものである。

 土製品と しては、 耳栓 (第30図7) が覆土1層より1点出土している・ 全体の3分の1
 程の破片で推定径は約4cmである。 今回の調査で出土した耳栓中では最も小形である。 胎
 土に砂粒を多く 含み焼成もあまい。 断面は扁平で、 中央部で屈曲し 「く」 の字状を呈する。

 本遺構出土の打製石器群 (第10図中段) の内訳は表11に示した。 そのうち二次加工のあ
 る石器は総数16点で、 10を除け ばすべて 覆土1層から出土 している。
 8は石鎌の未成品と思われる。 9は lIc類の石錐である。 両面全体に二次加工 が施され、

 突出部の断面は菱形を呈 し、 b面にみられるよう に折損 している・ 10はつまみを作り出し
 ただけのラフな石匙で、 b 面右側縁に急角度の剥離痕 が認められる。 11は先端部 が両面と

 も_次剥離面のままで鋭い刃部をもつ Wd類の石器であ る・ 12 はWa類・ 13はWb類 に含めら                             "れるスクレーパーである。
 図示できなかったが、 この他にVlc類 聴、 IX 類6点・ X類1点が出土している・
 磨製石器と しては磨石 (第49図9) が、 周溝より1点出土 している。 材質は花嵐岩で・

 楕円形を呈する自然礫の両平担面に磨面をもつもので、 前述した分類によれ ばC 類と して
 把握さ れる。 重量14409 である。

 石製品と して石刀 (第11図7) が、 覆土1層より出土 している・前述 したST1・EP5
 出土の石刀と同一個体で接合した。 片刃でS TT出 土の石刀の 先端部にあたる・表面に横位
 の擦痕があり、 裏面は背部、 刀部付近に斜位の擦痕 が走る。 背部・ 刃部ともそりをもつ・





 土墳群 (第30～36図・図版31～37)

 本遺跡において発見された土墳は 14基であ る。 15号土 墳は覆土の状態から後 世のものと
 判断されるので記述からは除外する。 内訳は土墳が集中 して発見された11・12-N ・・区
 で7基・ 14』L区で2基・ ST1と重複して2基、 ST4と重複 して3基である。

 1号土墳 (SK1)

 13-0グリッ ド・ ST4の床面で確認した土墳 で、 ST4の柱穴 (EP 1) お・よびST
 3の周溝によって切られている。 平面形は 不整の楕円形を呈し、 長径90cm、 短径約50cm、
 を測る が・ 下面は未掘のためその深さ。よ不明である. 覆土は醐色微砂の単一層である.
 土器は覆土1層から66片出土 している (第32図1～10・図版33)。 2は器面全体 が研 ・子さ

 れている浅鉢形土器で・ ・縁部内側カデやや肥厚 している. v群土器頃のものと思われる.
 3は皿a類・5は皿b類に属する・ 1・6は壷形土器、 4・7～1・は粗製の深鉢形土器である.
 これらの詳しい時期は不明である が晩期のものと思われる. ST・の時期は皿群土器を中
 心とするものと推定される。

 石 器は剥片 ・砕片・ 石核あわせて30 点出土 して い る。
 2号土墳 (SK2)

 14-Nグリッド・ ST4の床面で確認した土墳で、 ST4の柱穴 (EP2) およびST
 3の周溝によって一部切られている. 平面形はほぼ円形で、 直径約 115,m、 床面か膿底
 部までは25cmを測り・ 平担 蠣底である. 壁はほぼ垂直に墳底より立ち上がる. 覆土は
 明褐 色微砂の単一層で、 炭化粒子を微量含んでい る。
 土器は覆土1層から16片 出土 している (第32図11～14・図版33).11はla類、12.13はVb

 類・ 14はV群土器頃のものと思われる. このほか器面全体が研磨されたものおよ び斜縄文
 をもつ粗製の深鉢形土器が出土している. 断片的な資料であるが、 SK2の時期はV群土
 器を中心とするものと推定される。

 石器は・ 剥片・砕片・石核あわせて15点出土 して い る。
 3号土墳 (SK3)

 12-N グリッ ドでSK8bとSK1・と の間に灘 された 土墳 で平面形 がほ ぼ円形であ る.
 直径約 120㎝・ を測り・壁はやや重直1こ立ち上がる. 墳底は平担である が、 北側 がやや凹ん

 でいる。 覆土は暗褐 色微砂の単一層である。

 土器は覆土1層から35片出土 している (第32図15～17・図版33).15はπb類、 16は Wa類に
 彫るものである・ このほか器面全体 力ぐ研磨された鋭いし深鉢や、 斜縄文を有する深鉢
 (17) などの小片がある・ 断面的な資料であるが、 SK3の時期はW群土器を中、心とする



 ものと思われる。

 石器は、 F iから剥片.砕片が7点、 F2 から剥片・砕片・石核 が21点出土している。
 4号土墳 (SK4) (図版31)

 12_13Mグリッ ドにありST1 の床面で確認した土墳で、 平面形は不整の円形を呈 して
 いる。 直径約 115㎝で、 壁は西側ではゆるやかに、 北東部ではほぼ垂直に立ち上がる。
 墳底は中央部 が壁下より15cm 程低く なりスリ 鉢状を呈す る。 床面からの深さは約47 cm であ
 る。 覆土は1層で、 暗 褐色微砂層である。

 土器は覆土1層から45片出土している (第32図18～24・図版33)・ 18は II b類・ 19はWa
 類23はM、類、20.21 はV 群土器頃に属するものであ る。 このほか器面全体 がよく 研磨され
 た浅鉢、 細い斜縄文をもつ 鉢、 粗い斜縄文をもつ深鉢形土器 (22・24) などがある・ SK
 4の時期は VI 群土器を中心とするものと思わ れ る・

 石器は、 剥片・砕片・石核があ わせて25点出土して い る。

 5号土墳 (SK5) (第31図)

 12_L. Mグリ ッ ドピあ り、 ST1 の床面から確認した土墳である。 平面形は円形で直
 径約1mである. 壁はやや強い立ち上がり を示し、 断面形は舟底状となる・ 床面か 瀕底
 までの深さは約61㎝を測る。 覆土は2層に分けられ、 覆土1層は暗 褐色 微砂層で・ 木炭を
 若干含んでい る。 覆土2層は木炭、 赤色 粒子を若干含む 褐色 微砂層で壁側 に推積する。

 土器は覆土1層から 105片出土している (図32図25～29・図版33)・ 25はV群・26 は皿b
 類、 27はIX a28.29はIX b類に属する。 このほか比較的粗い 斜縄文をもつ 鉢ないし深鉢形土
 器の小片 が多く 出土 している。 SK5 の時期は皿群土器を中心とするものと思われる。

 6号・10号土墳 (SK 6.・10) (第31図)

 11Nグリッ ドにあり、 ST1の周溝と 重複関係をもつ。 SK6は長径 132㎝・ SK10は
 長径 118㎝の共に楕円形を示す。 土層の堆積状態によη、 SK6 はS K10・ ST1周溝に
 切られていること がわかる。 2っの土墳と も立ち上がり は緩やかであり・S K6の墳底 は平
 担でSK10に切られている。 深さはS K10で45㎝、SK6 で43㎝である。覆土は共に1層で
 SK6 は暗 褐色粘質微砂層でSK10は多量の木炭・赤色 粒子を含む暗 褐色 粘質砂層であ る。
 SK6は土器が 523片土した (第33図・第34図1～11・ 図版34)。 第34図1はI a類・3は

 Ia類、4.5はⅡ a類、7. 8は踊、2・10・11 Ⅵa類 に属す る・第33図1・2とも覆土
 1層から出土し、 1は5個の花弁状の大波状口縁をもち、 頸部でしまる鉢形土 器である。
 内側に肥厚 した口唇部 に連続刻目をもち、 L磯の細い原体を横 ・縦位に回転さ せた羽状縄
 文を施す1、類の特徴をよく 示す。2は平縁で 頸部 がややしま る小形の深鉢で口 縁・ 頸部に
 箆状工具によ る刻目文、 頸部 に磨消縄文による5単位の弧線連結文、体部上半に5 単位の 入組



 文を 有する. 貼瘤1灘5と体部の境にある刻目帯1こ 2個・ 組で5単位施されている・ 施文手法
 からは購土器とv群土器の特徴 が折衷したものである が、 貼瘤の位置や文様帯 の幅等か
 らV群土器に属すると考られる. SK6からはこのほかV c類や、 ・縁者B内側 が肥厚し器面
 全体 が研磨された浅鉢、 およ び深鉢形土器も出土している。 SK6 の時期は購 土器を中
 心とする頃と推定される。

 SK10では覆土1層から土器片38片出土している (第35図1～9・図版35)・ 6はI c類・
 5はIV a類、 3は縦に刻目のある貼瘤をもつV類、 1・2・4はV a類、 7～9は細い刷毛目
 文をもつ仲間である。 また器面全体 が研磨された浅鉢・深鉢形土器も出土 している。 SK
 10の時期はW 群土器を中 心とす る頃と思われる。

 SK6からは、 他に磨製石斧・磨石・円盤状石製品・耳栓・ 土偶 が各1 点出土 して い る。
 第30図1は磨製石斧の基部のみの破片で、 材質 は流紋岩であ り、 形態は。 類と して 分類さ れ
 る。 磨石 (第48図1) は、 重量 6409 で材質は花崗岩でe類として把握される・ 第36図
 4) は径4.7㎝の円盤状を呈する石製品で縁辺を敲打し整形して、 平坦面は磨いて い る・耳
 栓 (第30図2) は完形で、 径4.1㎝、 表面 は朱塗りされた形跡 がある・土偶(第30図3)は・ 肩'
 腕部の半欠品で覆土1層より出土し、 表面は朱塗されている。 SK10からは土製・石製品
 が出土 していない。

 またSK6 の覆土2層より本遺跡で唯一の皿 a類の石錐 が出土し (第36図5)・ b面突出
 部先端に光沢 が認められる。 覆土2層より剥片・砕片・石核があ わせて 129点出土 してい
 る。 SK10では、 F2からEf 類の石錐が出土し (第36図8)、 断面が三角形をな し・ 尖
 頂部は折損 している。 F 1か らは剥片・砕片が18点出土 して い る。

 8a・8b号土墳 (SK8a・8b) (第31図、 図版31・32)

 12-N・ 0グリ ッ ド内で検出された土墳で、 互いに重復関係にある。 SK8aは径約1m
 60㎝の、 円形を呈し、 SK8bは長径1m15cmの、 楕円形を呈す。 SK8aの覆土は1層が・
 木炭を多く 含む暗 褐色微砂層、 2層は木炭の粒子や赤色 粒子を若干 含んでいる暗 褐色 砂質
 微砂層、 3層は赤色粒子や黄 褐色ブロックをわずかに含む 褐色砂質層、 IV層は木炭や赤色
 粒子、 地山のブロ ックを多く含む、 V層は地山の ブロ ックや、 炭化粒子、 赤色 粒子を含む
 黒 褐色微砂層であ る。 深さ は72㎝を測り、 墳底は平担であ る。 また壁も垂直に立ち上がる・
 8bの覆土は1層で、 炭化粒子や赤色 粒子を多く 含む 褐色砂質土層であ る・ 壁はほぼ垂 直で・
 底部も凹凸がない。 深さは24cm、 切り合い関係は、 断面の観察により、 8bが8aを 切って作
 ら れて いる。

 土器は覆土1層 106、 2層 453、 3層67、 4層 148の計 774片が出土している。 (第34
 図12・31 ・図版34) 発掘段 階で S K8aと S K8bの 明確な地層 区分 ができなかっ たの で両者



 の遺物を一括 して述べる・12・ 16・ 17はI a類・ 13はI b類・ 14はI c類・ 18は皿 a類・28はn a類、
 21～26・29は IV a類・ 27はV b類・ 15。19・ 20・はV c類・ 30はVI a類・ 31 は班 b類に属する。
 このほか器面全体に直線的な刷毛 目文ないし研磨 が施されている 粗製の深鉢形土器 が総量
 の3分の2以上出土している・ SK8の出土土器は1～VI 群土器まで 多様である が、 覆土
 3・4層で主体を占めるのは、 Wa類とVc類 お・よび前述の粗製深鉢形土器である。 SK8

 の時期はIV ・V群土器を中心とする頃と把えておきたい。 S K8aは SK8bを切って作られ

 ているが、 両者の時期関係は不明である。

 磨製石器・ 土製品関係は磨石2点・耳栓2点・土偶1点が出土している・ 磨石は、 (図
 版37) では重量 3009 覆土4層の出土でa類と して分類され、 縁辺に朱 が付着している。
 (図版 37) は重量 470g c類として分類される・ それぞれの材質は花崗岩である。 耳栓 (

 第36図) は、 (2) では覆土4層より出土し推定径5㎝程である。 (3) は推定径7㎝程

 で内外面共黒色処理 を施し丁寧に整形している。 土偶 (第36図1) は肩・腕部の破片で表

 面は朱塗りされている・

 打製石器は、 土墳群の中では最も多くの出土量があり、 その内訳は (表 ) に示した。

 F 2出 土の 石匙(第36図9)は二次加工面 が片面全体に お・よび、 刃部鋭く 他の皿 a類とは製作

 技術 が異 る。 E出土の 石箆( 第36図10)も唯一の IV e類で両側縁・先端とも ブラ ンティ ング様

 の調整がなされ、F・ 出土の 石(12)はW a類、 F4出土の(11)はW b類 に含められる。 これらの

 石器のうち、 (9・10) は本遺跡の中でも特異な存在であり、 他の遺構群出土のものとは

 年代差 があ ると 考え られる・
 9号土墳 (SK9)

 13-Nグリッ ド、 ST4 の床面で確認した土墳である。 形態は不整な楕円形を呈 し、 長

 径約1m 40㎝を測る。 墳壁はほぼ垂直な立ち上がり を示す が、 凹凸が激しい、 墳底は平坦
 にしている。 覆土は1層で、 炭化粒子や赤色 粒子を多く 含み、 やや粘性 がある 褐色砂質土

 層であ る。

 土器は覆土1層から16片 出土 して いる (第32図30～36)。 30・ 34はV c類、31～33はVla

 類、 35はW群土器項に属するものである・ このほか直線的な刷毛目文 (36) や細い斜縄文

 をもつ深鉢形土器の小片 が出土 してい る・ 限られた資料からではある が、 SK9の時は

 W群土器を中心とする頃と 思われる。

 F1から班。類の両面加工の石器が出土 している (第36図14)、 上半 が折損 して お・り石箆

 の失敗品かも知れな い。 この他剥片・砕片 が29点出土 している。

 11号土墳 (SK11) (第31図・図版32)

 11-0グリッ ドで検出された土墳で、 西側を わずかに後世に掘り込まれている。 形態は



 やや円形を呈 し・ 北側ではゆるやかな立ち上 がり を示 し、 他は急な立ち上がり であ る。 撲
 底は平坦で、 深さは33cmを測る。 覆土は3層あり、 1層は炭黄褐色粘土層、 2層は暗 褐色

 微砂層で木炭の粒子が多量に含まれている。 3層は明褐色微砂質砂層である。

 土器は覆土1層から 132片 (第35図14～28・図版35)。 覆土2層から12片(同17・21)出
 土 している・ 14・21 はI c類、15はn b類、25は II c類、16・17・20・24はU a類、23・26はVb

 類、 22はW b類の椀形土器に属す る。このほか器面全体 が良 好に研磨されている深鉢 (14・
 19・27) や壺形土器および斜縄文の施されている深鉢形土器 がみ られる。 深鉢形土器の口

 縁部は内側に肥厚 しているものが多い。S K11の時期はIV 群土器を中心 とする頃 と思 われる。

 石器 はF1から nf類の石 鎌(第36図7)と剥片・砕片4 点 が出土している。 F2に は石器類は
 検出されな かっ た。

 12号土墳 (SK12) (第29図)

 14-Lグリッ ドで検出された土墳で、 形態は径約1m 13cm、不整の円形を呈 している。立

 ち上りはやや垂直を示 し、 墳底は平坦である。 深さは26cm、を測り、覆土は1層の炭化粒子
 赤色粒子を多量に含む黒 褐色 粘質砂層である。

 土器は覆土1層から27片出土 している(第35図10～13・図版35)。 顕著な文様のある土器

 は認められない。 細い刷毛目のある土器や器面体に斜縄文の施されている深鉢形土器 がほ

 とん どである・ 深鉢形土器は、 口頸部 がやや外反 し頸部 に結節回転縄文 が施されている甕

 形土器 (10～13) が多い。 SK12の時期は明らかでないが、 X～湿群土器頃であろう。
 石器は剥片・砕片あわせて14点出土 してい る。

 13号土墳 (SK13) (第31図)

 14』Lグリッ ド北側で発見された土墳で、 一部分は未堀部分のK区にかかる。 形態はほ

 ぼ円形を呈 し、 径約1 30 cmを測る。 北東部と南部はゆるやかな立ち上がり を示 し、 深さ

 54㎝・である・ 墳底部西側には、20～30cmの河原石を3個底部によせて検出している。 中央
 部分は平坦で、 覆土はSK12の2層と似ている。

 土器は覆土1層から39片(第35図29～36・図版35)。 覆土2層から48片 (31・34) 出土し
 ている・ 30はI b類、29・31・32・34は皿 b類、33はIX a類 に属す る。35 は撚糸文を施 している。

 このほか器面全体に刷毛目文や比較的細い斜縄文、 およ び研磨を施した深鉢形土器片 があ る。

 SK13の時期は覆土2層の土器も考え合せ、 皿群土器を中心とする頃と思われる。

 石器はF、か ら石錐の未成 品(皿 x類)が出土している(第36図6)。 側縁は全体的に ブラン

 デイ ング様の剥離 が施されている。 その他剥片・砕片 が18点出土 している。 F2から砕片が
 1点出土 している。

 14号 土墳( SK14)



 11-0グリッ ド西側で約3分の2程の プラ ンを確認出来た。 3分の1は10区にかかる。

 形態はほぼ円形で、径約115㎝を側る。全体的にゆる やかな立ち上り を示 し、 深さ 18㎝である。

 墳底部は平担で、 覆土は粘性の黒褐色 粘砂土層である。
 土器は覆土 1層から 5片出土したのみである (第35図37・3ε)。 いずれも 斜縄文が施さ

 れた 粗製の深鉢土器片で、 時期は不明である。

             遺構内出土土器分類表表4
             一

               分類遺1n皿wV狐皿顎皿xMM
             ST1

             ST3◎◎
             ST4◎◎◎
             SK1◎

             

             SK2◎
             SK3              ◎
             SK4

             ◎
             SK5

             ◎

             SK6～◎

             

             SK8◎◎
             SK9◎

             

             S K10一◎
             S K11◎
             S K12

             S K13◎
             S K14?



 包含層出土遺物 (第37～49図・図版38～46)

 今回の精査区域の大部分 が遺構の 密集地域にあたっている が、 なお樋 構確認面の上層 に
 あたる包含層Ⅰ・Ⅱ層および遺構の検出されなかったグリッ ドの地山までにいた る包含層
 Ⅲ・Ⅳ隔中の遺物も多く 存在する・ 本節で包含層出土の遺物について、 土器、 土製品、
 石器、 石製品の順に述べる。

 土 器 (第37～42図、 図版38・41)

 包含層出土の土器は・ 1層1187片・ Ⅱ層4316片、 Ⅲ層 1・・9片、Ⅳ層 198片の計671。片出
 土している・ これらの4層は地層的に1よ分離できるものの、 土器の様相からは各土器群が
 混在 したあり方を示す・ ここでは包含層出土の土器をⅠ・Ⅱ層とⅢ・Ⅳ層の2つに分けて
 図示するが、各土器群の説明は一括して述べることにする。
 第Ⅰ群土器 (第37図1～4・6・10・11・15～17)
 1～3 は肥厚 した・縁部の 外唇部に連続した刻目を有するものであ る. ゆる やかな波状

 目縁を呈する・ 体部に 環 の縄文原体を横位・縦位に回転させた羽状縄文をもつ が、 同
 じ縄文は4にもみられる・l a類と分類したものである.6・… 1・はし 髄 し、しR{ i二
 の斜縄文が施されているもので・ ・唇部の刻目はあまりみられない. 1噸こ属する. 4の
 頸部には沈線による格子目文がみられ・ la類とI C類 が同一器形 に用し、 られる例である.
 15～17も 沈線による格子目文ない し横羽状文 が施されている もので1,類であ る.
 第Ⅱ群土器 (第37図8・9・13・35-41・43、 第42図1～4)
 8・13は鉢ないし深鉢形土器の・縁部で、 直線的な磨消縄文帯を有する. 体部に初源的

 な入組文ない し弧線連結文 が施されると考えられ、 Ⅱa類に分類した. 9は沈線 1こよる弧線
 連結文と貼瘤をもつ壺形土器d 願に属する。 第37図35-41・43、 第42図1-4 は、 曲
 線的 な細い刷毛 目文を器面全体に有するのでn c類であ る.器形 は底部から体部までほ ぼ直
 線的に立上る深鉢と・ ・縁部 が外反し頸部でしまる深鉢との2種があ る.
 第Ⅲ群土器 (第37図14・ 第41図1)

 包含層 における本群土器の出土例は少なく、皿 a類 が第41 図1、 皿噸が37図14 1こみられる
 だけである・ SK6に好例 (第34図 5・8) がみちれる。
 第Ⅳ土器 (第37図5・7・12・18-2・・23・第41図3)
 先端 の細い 鰍工具によ る刺目 手法による入組文およ び弧線連結文を有するものであ る.

 比較的間隔をおいた刻目 (第37図5・18・19・23、 第41図3) をもつHa類と、間隔の狭し、
 刺突による刻目 (第37図7・2・) をもつ 騰とに分けられる. 前者には円形の刺突文が多
 く・ 後者には縦長の刺突文が多い・ 文様は入組文が多いが、 弧線連結文 (第41-3) もみ



 られる。

 第V群土器 (第37図21・22・24～34、 第41図2・4～16)
 磨消縄文ない し刻目 手法による入組文のう ち三叉状陰刻をもつ ものを主とする土器群で

 ある・ 第37図21・22・24-26・ 第41図2は、先端の角張る 箆状工具を器面 1こ 直角 にあてて刻
 む刻目文でVa類に属する・刻目の間隔1よ密で、 26のように貼瘤を伴なうものや、 21.22の
 ように磨消縄文手法と組み合さるものもある。 文様は入組文が多いが、 弧線連結文 (24)
 もみられる。

 第37図27～31・ 第41図4-16は、 磨消縄文手法による入組文に三叉状陰刻を有するので
 Vb類である貼瘤 が伴なう もの が一般 的である が、包含層の資料中には貼瘤 がみ られな し、.
 第41図4。5はV噸に横方向からの連続刺突を伴な うもので、Vc類との中間形態であ る.
 第37図32～34は・ 磨消縄文による入組文に眼鏡状の突起を伴なうものでV c類 に属す る.文
 様の外側 は良 好に研磨さ れているもの が多い。

 第Ⅵ土器 (第38図1～9・11・12、 第41図17～24)
 三叉文をもつものを主とする土器群である。 磨消縄文による入組文と組合わさって玉抱

 き三叉文を有するもの (第38図2・6、 第41図17-19・21) 拡 びそれらの一部と考えら
 れる磨消手法による入組文 (第38図1・7、 第41図22) はⅥaに属する. 磨消縄文を伴な
 わない沈線による三叉文を有するもの (第38図3-5・11、第41図2・・21) はⅥa属す
 る。Ⅵb面全体に良好な研磨を有する。38図8 ・9・2、 第41図23・器面全
 体がて いねい に研磨されと の一部 1こ 沈線を有するものであるが、 この種の注。土器や鉢形
 土器はⅥ群に特有なものであ り、 鵬に含ませて分類 しておく.
 第Ⅶ土器 (第38図10・13～17・19、 第41図26・27)
 羊歯状文をもつものを主とする 土器群である. 灘手法による羊歯状文を有するもの(

 第38図10・15 第41図26・27) 1畑a類に属する. K字状文を有するもの(第38図、4)やK
 字文文等 がの びて 浮彫的な磨消縄文をなすもの(第33図13・16・17・19) 1よW b類1こ属す る.
 囎土器の 器形 には浅鉢 ・鉢・ 注・土器等があるが、 その中でも 器種の変化 が多 し、.
 第Ⅶ土器 (第38図18・20～25・30～32、 第41図28)
 口頸部に羊歯状文の影響を残す刻目文補するもの (第38図18・2・～22、 第41図28) は

 Ⅶa類、K字状文等が立横にのびて雲形文をなすもの（第38図23・24・30～32）はⅦｂ類に属
 する。口唇部に小二連突起ないし小波状口縁が多様される。Ⅷ群土器の器形には皿・浅鉢
 ・鉢・注口土器 (第38図25) などがあ る。
 第IX群土器 (第38図26～29、 第41図31・33)
 口頸部に3～5条の平行沈線文およびそ の一部に連結した刻目文を有するもの (第38図



 26～28、 第41図33) はIX a類に属する。口唇部には小波状起ないし2連中突起を有する。

 体部に直線化した雲形文を有するもの(第38図29、 第41図31)は IX b類に属する。 第41図31

 は沈線によって文様 が描かれているものであ る。 IX 群土器の器形には浅鉢・ 鉢・壷形土器

 (第41図31) な ど があ る。

 第X群土器 (第39図1～ 17・ 28・29、 第41図25・29・30・32)

 包含層 中に は磨消縄文をもつ工字文を有する土 器X a類は発見されな かっ た。 S T3の 土

 器分折等を加味 しな がら、X a類 に伴 出する土器 につ いて述べる。 頸部に眼鏡状の突帯を有

 する もの (第39図8・9、 第41図29・32) はX b類に属する。 第 図は口縁部が研磨され頸
 部に数条の平行沈線はないが口 頸部に 際の削りがあ り、 Xc類に含めた。 X群土器に属す
 る器形には、 Xa類 が欠 けているものの鉢・甕・壺形土器な どがあ る。
 第XI群土器 (第39図18・20～23・26・27・30、 第41図34・第42図24・25・27～29)

 包含層中には浮線による直線的な工字文を有するM a類は発見されなかった。 2～3 条の

 沈線による工手文を有するもの(第39図18・ 第41 図34)は XI b類に属す る。 平縁で口縁部 が
 長く 研磨され、 体部に結節回転縄文ないし斜縄文を有するもの (第39図21～23・26・27・

 30)はXI c類 に属する。 第39図20は口唇部に刻目をもち、 長い口頸部 が粗く 研磨されている
 大形の鉢形土器で XI 群土器に属す る。 器形は浅鉢・ 鉢・ 甕・壷形土器などがあ る。

 第M群土器 (第39図19・24・25、 第41図35・第42図26)
 第39図19は択り 手法による瘤を もつ 変形工手文を有するもので皿 a類、 第41図35 は瘤をも

 たない「π 」の字形の工手文で廻b 類に属する。 第42図26は口唇部に 箆状工具による押圧波
 状文・ 第39図24・25は口唇部に縄文を有する甕形 土器で証。類に属 す る。 班群土器の 器形に
 は浅鉢・甕・壷形土器な どがあ る。

 その他の 粗製土器 (第40・42図)

 最後に各類群への帰属 が明らかでない 粗製の鉢・深鉢 (甕〉 ・壺形土器について一括し
 て述べ る。

 第40図1・2・20、 第42図5～9は器面全体 が研磨されている深鉢形土器である。 第40

 図1・第42図5～6は口縁部 が内側 に肥厚 していること からWない しV群土器に伴出する

 こと が考えられる が、 その他は他遺跡の例 から みてIV～IX 群土器までの幅をもつ。 第40図

 3～5・ 第42図3は直線的な刷毛目文を有する深 鉢形土器で、 V～ IX 群土器までの幅 が考

 えられる。 第40図6～8は撚糸文を有する深鉢形土器で、 時期的な限定は不明であ る。

 口縁部がほ ぼ直立 し、 器面全体に粗い 斜縄文ないし羽状縄文を有する深鉢形土器は1～
 班群土器まで併出する。 このうち第40図14の縦方向の羽状縄文をもつものは1 群土器に類
 似す る・ また第42図10～15 にみられるような横方向に間隔をおいた斜縄文は1～V 群土器



 によくみられる。 第40図17～21 は深鉢ないし壺形土器 の底部である。 17・18には木葉痕、
 20には一条交互 式の網代痕 が押 捺されている。

土製品

 土製品としては、 耳栓1点、 土偶3点、 土版1点が出土している。
 耳栓 (第43図2)

 推定径約7㎝程で・ 全体の5分の1 ほ どの破片である。 胎土に砂粒を多く 含み焼成はあ
 まい。 頂端部は平坦で、 表面は磨かれている。

 土 偶 (第43図3・5・8)

 包含層より3点出土 している。 いずれもn区の出土である。 3は、 脚部の破片でスタン

 プ状を呈する。 表面に斜縄文を施 し底面は平坦であ る。 5は体部の破片で頭部、 両脚部を
 欠損 している。 表面 に幅2㎜程の浅い沈線をめ ぐら し背部は凸状に膨み、 沈線で区画され
 た部分に刺突を施している。 8は肩部の破片 であ る。 表面に5条の平行沈線を施 し、 その
 沈線で区画された部分に1条の円形刺突 が施されてい る。
 土 版 (第43図1)

 表採品である。 形状は長方形を呈し断面は楕円形である。 両端部に凸帯を持ち、 文様は
 幅3㎜ほ どの浅い沈線で描かれている。 胎土に砂粒 が多く 表面の剥離 が著しい。
石器

 石器は総計 184点出土している・ 打製石器は石鎌20点、 石錐15点、 石匙15点、 石箆20京、
 両面加工尖頭状石器14点、 両面加工石器22点、 スクレーパー33点加工痕ある剥片20点、 使
 用痕ある剥片 3点である。 磨製石器は磨製石斧10点、 磨石6点、 凹石4点、石鏃2点である。
 石 鉄 (第44図1～14)

 1・ 2はI a類と したもので、 1は本遺跡中最大 の長さをもち、 2は基部にアスファルトが

 付着 している・ 3・ 4はIb類と したもので、 3は丸味をもった先端部をもち、 4は素材面
 を残 し・ 基部 が折損 してい る。 5・ 6はI c類と したもので両者ともぶ厚く仕上 げら れてい
 る。 7' 8はI d類と した小型の石鎌である。 10は細身に仕上げられたIe類、 11 は剥片の周
 縁に二次加工を加えただけのものでI f類 に含められる。11・12 は共 に挟入の基部を もつ 19
 類の無茎鎌である。 13・14はI xと分類 し廃 石鏃の未成品である。
 石 錐 (第44図15～24)

 15～17は皿 b類としたもので、形態的には石鎌と 類似する が刺突部断面 が菱形を呈 し、 こ
 の部分 に摩耗痕 が認められる。 18・19はn c類の石錐で18は基部、19は先端部 が折損してい
 る。 20・21は丑 d類と したもので柳葉形を呈 し、先端部でも尖鋭さを感 じさせない。 20の先
 端部には摩耗痕と思われる光沢 が認められる。 22・23は皿 e類と した三角形状に突出する刺



 突部をもつ石錐である。 24は II f類と したたもの で、 断面三角形の刺突部をもつ。
 石 匙 (第44図26～31)

 26・27は皿 a類と したもの で、 26 はっまみ部のつくりだ し以外目立った二次加工はみられ

 ない。 27は周縁の表、 裏面に二次加工 が施されている。 28は横長剥片を素材とし、 バルブ
 部をつまみに仕上 げた皿 b類の石器である。刃部は背の高い剥離となっている。 裏面はつま
 み部以外に二次加工はない。 29～31 は皿 c類と した石匙である。 3点とも刃部作出のための
 極だった二次加工はない。

 石 箆 (第45図)

 1～2はIV a類で、 先端部は表、 裏両者からフルーティ ング状の剥離 が施され、 両刃の刃
 部となっている。 両者とも周縁部加工 が表、 裏両面からなされており両面加工となってい
 る。 3～9は刃部から片刃となり、 エン ドスフレーバー に類似する1V b類の石箆である。 3b、
 4b・ 7a面9b面の刃部にみられる剥離面は使用による刃こぼれと思われる。 12・14はIV,類
 で先端に刃部をなす剥離はない。 10、 11、 13はIV d類で先端部は両面とも一次剥離面だけ
 で構成される。

 両面加工尖頭状石器 (第46図1～4)

 1・ 3は先端部 が尖鋭という感 じは受けない が、 両側縁とも側面観がジ グザ グでスクレ
 ーパーとはならないことからV aと 分類した。 2、 4 は未成品と考えられる。
 両面加工石器 (第46図5～ 8)

 5～8はIV a類と したものである。 5はバル ブを 除去 したあと両側縁に両面から二次加工
 を施 したものであ る。 6 はバル ブ除去のあと両側縁に二次加工を施 したもので、 先端部に
 刃こぼれ が認められ、 この部分が刃部と思われる。 7はa面左側縁が刃部となると思われ
 る。 8はバル ブを 除去 したあと対峙する側縁 に二次加工を施 している。
 スクレーパー (第46図9～15)

 9～11はW a類と したラウン ドス ク レーバーであ る。 12はb面左下に背の高い二次加工に
 よる 刃部を もつW b類のスク レーバー であ る。 13はa面左側縁に連続 した二次加工による刃
 部をもつWc類のスクレーパーである。 14、 15は抉りのある刃部をもつノッチ ドゥスク レ_
 パー(Ue類)である。 与

 以上の他にも図示できなかった多数の 打製石器 については巻末の計測表 に示した。
 磨製石斧 (第47図1～3・5・6・8～11、 第30図 4)
 包含層より11 点出土している。 大部分 が破損品で 完形は2点のみであ る。 材質は花 闘岩

 粘板岩・ 硬質砂岩等である。 前述 したように形態的に4類に分類できる。、類 (1.2.
 6) は刃部、 基部が平坦で定角形のものである。 1・2は刃部の破片で全体の3分の1程



 である。 2に刃こぼれ状の使用痕があ る。 6は完形で、 中央部で膨み縁辺の面取りはやや
 弱く・ 断面は若干丸みをもつ。 3点とも皿区出土である。 b類 (3・5・8・9・10) と
 ・しては5点があ る。 3はV区出土、 他は全て皿区出土である。 8は完形で刃部は丸みをも
 ち定角形を呈する・ 隔が角 張り面取り が強く 断面は扁平であ る。 他は全て基部の破片で全
 体の2分の1～3分の1のところで欠損している。 3は縁辺の面取り が弱 く、 5は断面中
 中央で厚さを増し断面は楕円形を呈する。 表面に浅い擦痕 があ る。 c 類と して は11 があ る。
 基部の破片で縁辺に面取りがなく断面は長楕円形を呈する。 d類 (第 図4) は小形の磨
 製石斧で全長3.9㎝、 刀長2.4㎝で打質は碧玉であ る。 断面は角の張る定角形を呈 し表面は
 ていねいな研磨を行っている。

 磨石 (第48図4・5、 7～9、 11)

 前述したように形状・ 断面形、 磨面の位置等により5類に分類した。 材質は砂岩、 安山
 岩、 花崗岩等である。 a類(5・8・9)は重量400～600g 前後で、 磨面を 礫の 平坦面と縁
 辺にもつものである。 b類7は、 重量755g で球状の安山岩の一端にのみ平坦な磨面をもつ
 ものである。 c類は包含層より出土 していない。 d類4は皿区出土である。 重量9209 で大
 型である。 頭部に敲打痕をもつ。 e類と して11 がある。 材質は花 陶岩で楕円形を呈 し磨面
 をその縁辺にもつものであ る。

 凹 石 (第48図3・10・13・第49図3)

 楕円形を呈する自然礫の表面に凹みをもつもので、 材質は砂岩、 安山岩、 凝灰岩等であ
 る。 凹みは1個のもの (10) と数個を有するものがあ る。 重量は 3009 前後のものが多く
 (第48図3) のみ 4909 と大型である。 (第49図3) は頭部に敲打痕があり13は平坦面に

 磨面をもつ。 磨石の再利用 品である。

石製品

 石製品としては、 石棒1点、 石刀3点、 独鈷石1点、 岩偶1点、 岩版1点、 石錘2点、
 石製装身具1点、 円盤状石製品1点が出土 して いる。

 石棒 (第47図7) は皿区1層の出土である。 径2.9㎝を測り断面は楕円形を呈する。 半
 欠損品で表面 に縦位の微細な擦痕 がありていねいな研磨 を行なってい る。
 石刀 (第47図4・12・13) は、 3点出土 し(いる。(12) は先端部の破片である。 材質は

 は粘板岩で表面に斜位の擦痕があ る。 (4) は緑泥庁岩を使用し端部は平坦で断面は中央
 部で厚く楕円形を呈する。 (13) は、 材資は粘板岩である。 縁辺の一辺を面取り し、 表面
 に横位の擦痕 を残す。

 独錆石 (第47図14) はH区H層より出土したもので、 刀部の一端のみの半欠損品である。
 刃部は偏平で、 縁辺の一端を面取りし平坦であ る。



 石偶 (第43図6) は両端を欠損しており形態の全様は把握し得ないが、 肩部の一端と推
 定され岩偶と思われる。 形状は中央部でわずかに膨み、 断面は角の張る楕円形を呈する。
 表面に二条の全周する線刻 があ り・ その間に3本の断続する線刻をもつ。 表面にこまい斜
 位の擦痕をも ちていねいな研磨を行なってい る。

 岩版 (第30図5) は、 径8cmを測り楕円形を呈 し、 断面は扁平で縁辺に幅3mm程の深い
 凹刻 がある。 表面文様の凹部はていねいに研磨され朱塗りされた形跡 がある。 裏面は横位
 斜位 の擦痕をもち、 穿孔は両面より行われている。 皿区の 表採品であ る。

 石鎚 (第11図3・ 第43図4) は2点、 皿区包含層より出土している。 (3) は、 楕円形
 を呈する礫で、 長軸方向に凹刻をめぐら し重量70g である。 表面に横位の擦痕を持つ。 (
 4) は石刀の破片の再利用品である。 材質は緑泥片岩で、 長軸方向に凹刻をめぐらす。
 石製装身具(第30図8)は勾玉状の石製品で、 全長3.3㎝、 厚 さ0.6㎝を測り偏 平な板状を

 呈 し、 縁辺は面取りされている。 中央部に径4mm程の穿孔を有す る。 穿孔は両面より行わ
 れている。

 円盤状石製品 (第48図12) は、 II 区より1点出土 している。 いずれも径6cm程の偏平な
 円盤状を呈 し、 縁辺を 敲打 していて整形し平坦面を研磨 している。









 lVまとめ

出土遺物

 a.土 器

 本遺跡出土の土器は、 以上のとおり12群29類に分類できた。 各土器群は資料的に精粗が

 あり、 必ずしもすべて を網羅 しているとは言い難い が土器群における類別は、 ほぼ同一土

 器型式における 文様も しく は器形の組み合わせと 考え られる。 また1 ～M群に分けられた

 土器群も土器型式の範囲内で大略この順序で変遷 して きたものと把握される。 これらの土

 器群 につ いて 他遺 跡と の比較を行なってまとめとす る。

 〔第1群土器〕 精査地域のほぼ全域・各層にわたって出土するが、 とくにSK6・8

 の覆土内からまとまった資料 が出土している。 口唇部外側に刻目をもち同じ縄文原体を横

 ・縦位に回転させて羽状となした Ia類 (第33図1) は、 青森県十腰内遺跡・福島県寺脇貝

 塚な ど東北地方各地域に類例 があ り、 縄文時代後期中葉、 加曽利BH式併行期と把握され

 ている が、 加曽利BH式そのものというよりはむしろ東北地方南部で宝ケ峰式ないし宮戸 II b

 式の名でよばれているもの に属す る。 山形県内では遊佐町神矢田遺跡の報告 があ る。 羽状縄

 文 が顕著でないIb類もIa類と同じ型式に入 る。 沈線による格子目文を有するIc類は、 同一

 個体にla類と共存 して施文されている例 (第34図12) からIa類と同じ型式に入るとみられ

 る が、 その一部は皿～皿群土器に伴なう可能性もある。 太い沈線による綾杉文 (第34図14

 ) は寺脇貝 塚な どに類例 があ り、 宮戸豆 b式には少なく 加曽利Bn 式の 主た るモチーフであ る。

 〔第 II 群土器〕 IIa・ Hb類は資料的にきわめて少なく、 SK6・8やST3の覆土下層

 などから出土 している。 磨消縄文手法による初源的な入組文ない し弧線連結文をもつ皿a

 類のうち、 縦長の1個の貼瘤をもつものは関東地方の曽谷式に近いものである が、 πa類の貼

 瘤は小円形のもの (第22図2・3) が多く、 その内容は安孫子昭二氏論文 (昭和44年) の

 貼瘤文土器第1段階に類似す る。

 2条の平行沈線による貼瘤が多用された入組文壱 いし弧線連結文をもつ II b類のうち、み

 みずばれ状の隆起線文をもつもの (第37図9) は、 東北南半で新地式と呼ばれているもの

 である。n a類とH b類の量的な関係は不明である。曲線的な細い刷毛目文をもつ II C類は、1

 ～Ⅲ群に伴出する がとくにn群土器に多い。 II b類 は県内で山形 市大森遺跡に好例 があ る。

 〔第Ⅲ群土器〕 皿a類の磨消縄文手法を伴なう入組文 (第34図6) や弧線連結文 (第20

 図2) は、 東北南半では宮戸皿a式ないし安孫子論文の第 II 段階に比定できるものである。

 Ⅲb類の貼瘤をもつ 直線的な磨消縄文(第23図18)は、 宮戸皿 a式にも類例 がある が・ 関 東地
 方の安行 1式に近い様相を示す。 その量白勺関係は不明であ る・皿a● 皿b類 1よST3の覆土下
 層やSK6・13などから少数発見されている。 県内では高畠町上平柳A遺跡から好資料が
 発見されいる・

 〔第IV群土器〕 IV群土器は先端の細い棒状工具の刻目による入組文ないし弧線連結文
 を特徴とするものである。 刻目の間隔の比較的大きいIV a類(第18図12)と狭いIV b類 (第18
 図13) に分れる が基本的には同じものである・ 縦や横に刻目をもつ貼瘤が多用されること
 から、 東北南半では金剛寺式に属するものである が・ 具体的な内容は安孫子論文の第皿段
 階により類似する。 3号住居跡の覆土や土墳群から多く出土している・

 〔第V群土器〕 ほとんどの遺構内から出土しているが、 とくにSK6・8からまとま
 った資料が出土している。 先端の角張る 箆状工具による刻目文をもつV a類は磨消縄文手
 法による弧線連結文と組み合わさる例(第33図2)もあり・ 刻目文の中ではW 群土器に後続
 するものであ る. 三又状陰刻を伴なう磨消手法の入組文V b類(第34図IO)は・ 東北地方南
 半の宮戸皿b式に比定できる、 Va類も含めた組合せは安孫子論文の貼瘤土器第 IV 段階に
 より合致した内容を示す。

 磨消縄文による入組文に眼鏡状の張瘤突起を伴なうものVc類 (第34図15) は、 東北地方
 よりは関東地方の安行 lI 式に近似性をもつ。 口縁部に連続した刻目をもつ貼瘤を有するも
 の (第23図7・8) も同様である。 1～V群土器は縄文時代後期に位置付けられる・

 〔第Ⅳ群土器〕 三叉文を主とする土器群で、 ST1・3や土墳内から出土している。
 玉抱き三叉文などが磨消縄文とあわせて用いられる Vl a類(第41図19)は縄文時代 晩期大洞
 B式に相当するが、 細分して大洞Bi式とよばれている土器である。 磨消縄文を伴なわない
 沈線のみによる三 叉文等を有する VI b類 は大洞B式のうち細分した場合のBl B拭いづれに
 も存在するが、 的場遺跡の場合は魚眼状文 (第41図20) など古い様相をもつ も●のが多い。

 〔第W群土器〕 羊歯状文を主とする土器群で、 ST1・3・SK1や包含層中に少量
 認められる。 羊歯状文を有するWa類 (第38図10) 沈線によるK字文等を有ずるWb類 (第
 38図14) 二つとも大洞B-C式に比定される。

 〔第ⅡⅩ群土器〕Ⅶa類のK字状文等が縦横にのびた磨縄文手法による雲形文を主とす
 る土器群で、 1・3・ 4、 SK1 およ び包含層中から少量出土している。 口頸部に2～3
 条の 平行沈線と浮彫的な刻目をもつX皿a類 (第38図2・ )・ X皿a類の体部に雲形文をもつ
 XⅢ類 (第38図24) 両方とも大洞 C1 式に比定される。

 〔第?群土器〕　磨消縄文手法による直線化した雲形文を有する土器群で、ST１・３
 .4、 SK5・・3およ び包含層 力・らやや多く 出土してし・ る・ 3一'5条の平行沈線文および



 平行沈線の一部に連続した刻目を有す る皿a類(第38図28) ・双a類の体部に直線的な 雲形文
 (第38図29) ないし沈線文 (第41 図31) を有するものは大洞C 2式に比定される。後述のX

 群土器は大洞C2式のうち新しい様相をもつものであり、 その意味でIX 群土器は大洞C斌の
 古い様相をもつ ものといえ る。

 〔第X群土器〕 磨消縄文をもつ工字文を主とする土器群でST3・4からもっとも多
 く出土 している。 Xa～Xc類までを含めた土器の量は各土器群の中でもっとも多い。 磨消
 縄文と伴う工 字文を体部に有する鉢およ び壷形土器( 第16図1)のX a類と 口唇蔀に刻目をも
 ち頸部 に平行沈線 が施されて いるX c類の一部は 従来大洞C 2式 として一括されて きた。 しか
 し岩手県九年橋遺跡ではX 群土器を主として IX ・M 群土器を伴なう良好な資料 が発見され
 ており、 ST3 の時期とも関連 してこの土器群は再検討を要す る。

 東北地方南半における大洞C 2式 期のまとまった報告は少ない が、 宮城県老ケ 崎遺跡では

 当該期の比較的良好な資料が出土している。 老ケ 崎遺跡で主体を占めるのはIX 群土器で、
 これにX 群土器 が少量伴っている。 X群土器の内でもX b類はみられず、 Xa・ X c類のみで

 ある。 また新潟県朝日遺跡では大洞C 1・C 2i式期のまとまった遺物 が出土している が、 Xa類

 がみられず、 Xb・ X c類 が少量存在す る。 限られた資料である が大洞C 拭期のうち IX 群土

 器とX群土器 が分離できる 可能性を示 しているといえよ う。 ただX 群土器はま だ新 しい土

 器型式の設定までには至らず、 大洞C 拭期の中で比較的新しい様相をもったまとまりの段
 階であ る。

 〔第M群土器〕 浮彫手法による直線的な工字文を有する土器群で、 出土量はX群土器

 についで多い。 浮線による直線的な工 字文を体部に有するXa類 (第7図4、 第17図2)、

 浮線による直線的な工 字文ないし平行沈線文をb縁部に有するX b類 (第7図5) は大洞A

 式に比定できる。 口縁部 が幅広く研磨され、 体部に結節回転縄文を有する甕形土器XI c類

 も大洞A式を中心 にす る。

 〔第M群土器〕 変形工手文を有するものを主とする土器群で、 ST1と包含層中から

 少量出土している。 抉り手法による2個の瘤を有する変形工字文の皿 a類 (第9図22)、 瘤

 を持たない変形工字文を有する皿 b類 (第8図23) は大洞Aノ 式に比定できる。第22図33はさ

 らに時期 が下る可能性を持つ。 巫 c類と した 口唇部に縄文を有する 甕形土器も大洞 A' 式期

 に属す る。

 b. 土製品

 本遺跡出土の土製品は耳柱、 土錘、 土版、 土偶等で多種にわたる。 それぞれの個数は多

 くないが、 耳栓の出土数が多く目立つ。

 耳栓は、 包含層出土のものと遺構出土のものを一括して分析すると、 形態的に6類に分

 類すること ができる。 a類 (第7図8、 第17図7、 第36図2・3) は・ 所謂環状耳栓の類
 で今回の出土例中ではもっとも多い。 断面は偏平で、 うすく中央部で 「く」の字状に蛮曲

 するものである。 黒色処理を施したものも散見され、 表面躰研磨されている・ b類 (第17

 図6、 第7図6・7) は環状耳栓の類で、 径7cm程の大形のものである。 断面は、 上縁が

 平坦で厚く、 下縁で薄くなり、 側縁でゆるく外側に沓曲する。 表面は研磨されている。 文

 様装飾をもたない 素環のものと、 この時期特有の玉抱き三叉文 を上 縁の平坦部に陰刻 した

 ものとがあ る。 四単位の文様が全周するものとみられる。 c類 (第17図7) は環状耳栓で

 ある。 ゆるく 外側に 蛮曲する上縁部に三叉文を施 し、 上縁内側に段をもつものである。 d

 類 (第30図7、 第43図2) は滑車形の耳栓である。 上縁に平坦面をもたず断面は比較的薄

 い。 側縁がゆるく 外側に沓曲 し、 上・下縁が丸くふくれ て縁をなすものである。 e類 (第

 30図6) は上・下縁とも平坦で、 上縁に文様が施されている。 断面は厚く、 側縁は直線的

 である。 f類 (第30図2) は唯一の完形品である。 断面中央部で凹んだ滑車形を呈する耳

 栓で、 表面の外縁に4個の玉抱き三叉文が陰刻されている。 以上の6類のうち。類および

 e類は晩期初頭大洞B式期のものと想定さ れ、他は後期末葉～ 晩期初頭 のものと推定される・
 土偶は6点のみの出土で、 すべて破片であ る。 胴部片1点の他は肩部・腕部である。 そ

 のため全体をうかがうに不充分である。 偏平な断面のもの が多く、 肩部より直角 的に短か

 い腕部 がっくものが多い。 資料的に断片的であるため、 時期を明確にし難い。

 C石器

 本遺跡出土の石器群は、 縄文時代後期中葉から晩期末までの長い期間にわたって製作・

 使用・遺棄・廃棄されたもので、 特定時期の特定集団によって遺された一括遺物ではない。

 また、 お・のおのの所属時期を明確にし得るものはほとんどなく、 土器型式に見合う器種構

 成や、 その量的割合、 そして各器種の形態的変遷等については、 明らかにできなかった。

 このように資料的限界性をもつ石器は、個々の内包的属性 (機能・形態・製作技法等) の追
 及による分類をすすめざるを得ない。 本来、 石器の分類はその内包的属性を総合的に把握

 したうえでなされるべきである が、 すで に研究者の間で共有されている慣例的な器種名を

 もつ石器でさえ、 その分類基準はきわめて不十分である。 このような状況のなかで、 それ

 らの器種名を安易に適用することは問題があろう。 しかし、 本書では、 出土石器の各器種

 の形態・製作技法・機能について個別に検討し再編することは、 時間的制約により不可能

 であるため、 それらの器種名を踏襲した。 その結果、 分類基準について精粗が生 じたこと

 も否めない。 この点につ いては今後の課題と したい。       、
 打製石器 338点を分類した結果と所見を以下に述べる。 石鎌 (Ⅰ) と石錐 (Ⅱ) は各類

 の間で、 とく に量的に多いということはない。 石匙 (Ⅱ) は各類とも他の縄文晩期の遺跡



 と同様・ 縄文前期のもの に比較してラフ なつくりのもの が多 い。 SK8 出土の a類の 石匙
 は・ 後期後半の土器を伴うとはいっても特異な印象をうける。 元来、 「つまみ」のある石
 器を総称して 「石匙」 と呼んでいるが、 その 「つまみ」 以外の部位に注目すると、 匁部の
 加工方法や匁角 に大きな差異 がある。 匁角の急斜なもの (第44図28等)、 匁角の緩斜なも
 の (第24図13・14等) ・ 一次剥離面の鋭い匁部 をも っも の(第10図4第)な どである。 このよ
 うなありかたは・ a～ c類に共通 しており、 機能はそれぞれ異なったものであること がう
 かがえ る。 したがってこれらは、 将来的には、 数器種に分割されるべきものと思われる。
 石箆 (IV) は・ 先端部のつくりだしで、 a～eの5類に分類した。 このなかでもd類と

 したものは、「トランシエ様石器」 (富樫 :1976)や 「直匁式片刃打製石斧」(鈴木 :1977)
 と して すでに独立 した器種と して扱われているものに類似する が、 やや小振りで匁角 が小
 さい。 本類に類似するものと して、 北海道札刈遺跡 (野村他 :1974) の箆状石器b類と分
 類されたものの一部 (P89甑9) があ る。 縄文時代の後晩期には両面とも見事に仕上げら
 れた石槍はなく なる が、 ラフなつくりの尖頭状の石器 があ る。 本遺跡も例外ではなく側面
 観がジグザグした尖頭状の石器 (V) があ る。 この器種には折損する例が多い。

 両面加工石器 (Ⅵ）の中には、両面加工石器である石箆等の製作段階のものもあると思
 われる が、それを分離することは困難であ る。 したがって、他遺跡での類例の探索や、 使用
 痕の観察等今後検討すべき点 が多く、 そ れらの作業を経た後で適格な名称をつ ける必要 が
 ある。 このような意味で 「両面加工石器」 は仮称である。 スクレーパー (W) のなかでは、

 剥片の一部に抉りを入れるノッチドゥスクレーバーが多い。この種の石器は、量的には多いにもかかわらず、検討されることが少なかったものである。打製石斧（Ⅷ）は１点のみ
 の出土である。 加工痕ある剥片 (IX)、 使用痕ある剥片 (X) は、 器種としての分類から
 ははずされるべきもの かも しれな い。

 磨製石斧は・ SK6出土の1点以外はすべて包含層出土である。 形態的にa～d類の4
 類に分類された・ 多く が破損品であるが、 d類と した小形 石斧は、 機態的にも、～。類と
 は異質のもので・ 材質は碧玉で、 斧としての使用痕らしき形跡は認められず、 一種の装身
 具と して用いられた 可能性 があ ると思われる。

 磨石はa類～e類まで5類に分類された。 特にa類、 c類に著しい磨擦痕をもつもの
 が多く凹石へ転用 したものもある。 とく に。類では、 磨石 →凹石といったパターン が認め
 られる。 また磨石の縁辺 に朱の付着 したものがあ り、 今回の調査では、 1点のみの出土で
 あった が、 石皿の表面にも朱の付着 が認められた、 両者をセットして朱の粉末処理を行
 ったものと考えられる。

 .石冠は・ ST3より3点出土 している。 形態的には3例とも異なるが、 いずれも底面に

 研磨、 敲打痕を残 している。 とく に第27図8 は、 円礫に凹刻して握りを作り出しただけの

 もので、 底面に著しい敲打痕 が認められる。 所謂広義の石冠の中で、 本例は、 利器として

 の磨石、石杵的な機能を有したものと推則される・,
 これら磨製石器の時期は包含層出土のものが多く 不明である。ST3F4(床面近く) か

 ら出土した石冠3例 はX 群土器 縄文時代 晩期大洞C2式の新しいほうの時期と考えられる。

 d. 石製品

 本調査で得られた石製品は、 種類、 量とも多く、 石棒、 石刀、 独鈷石、 岩偶、 岩版、 石

 製装身具、 円盤状石製品などがある。 石棒、 石刀には異った地点より出土しているものが

 接合する例があり、 石刀の多く は、 片刃でそりを持ち、 刃こぼれ状の使用痕は認められな

 い。 すべて破損品で石棒も小形化の傾向にある。 即ち、 実用の利器と してではなぐ、 意図

 的に破損、 投棄されたような形跡を示している。 円盤状石製品は、 包含層、 土拡、 住居跡

 などから出土している が、 1点はST3のEU1 内より出土 している。 縄文後晩期にみら

 れる石製円盤と同一のものであ る。 岩版は断面が偏平で、 上縁は平坦である。 上縁近くに両

 面穿孔による一孔を有するもので、 文様的には三又状の陰刻があ り、 その陰刻で画された

 凸部に浅い円形の陰刻を持つ ものである。 時期的には、 晩期初頭、 大洞B式に含まれるも

 のと考えられる。 今回の調査で得られた石製品は、 包含層出土のものが多く時期的に判然

 としない が、 いずれも縄文後期末～ 晩期 に位置付けられるものと考えられる。

遺構

 約186m2の精査 区域より検出された遺構は、 竪穴式住居跡3 棟、土墳14基である。 今回の

 精査区域は、 舌状に張り出した遺物包含層分布地域の南端 に位置 しており、 遺跡の範囲は、

 さらに北側の農業構造改善事業区域外にも広 がるものとみられる。

 これらの遺構は、 出土遺物により表4のような時期的なあり方を示す。 1～Mまでの土

 器群は、 前節の分析により他遺跡との比較において、 表5のようなあり方 を示す。 全体とし

 して時期的には、 縄文時代後期中葉から晩期末葉までにあたる。

 3棟の住居跡は、 すべて縄文時代晩期後半に位置 し、 ST1 は大洞A～ A〆 式期、ST3

 は大洞C 2式期後半、ST4 は大洞C 2式期に比定できる。土墳群は、 縄文後期後半より 晩期

 後半までの多様な時期幅をもつ。 SK13は縄文後期安孫子論文の第H段階、 SK3・8・

 10は第皿段階、 SK2・6は第W段階、 SK4・9・10は晩期大洞B式期、 SK1は大洞

 C ・式期、 SK5は大洞C 2式期頃に、それぞれ比定できる。 した がって土墳群は、 主と して

 後期中葉より 晩期初頭にかけて存在 し、 それを切って各住居跡が晩期後半に営ま れたこと



 がわ かる。

 住居跡の平面形は・ ST1 が長径8・2m の楕円形、 ST3 が最大径10. 2m の略円形、ST4
 が径6 ・9m の円形 を呈する。いづれも縄文時代の住居跡と して は規模の大きい方であ る。 周
 溝は・ ST1 が幅30～50㎝・深さ (床面からの一以下略) 18cm、 ST3 が幅35～53㎝・深
 さ45～50㎝・ ST4 が幅25～43㎝・深さ20cmを測る。 とく にST3の周溝は、 南西部で2
 つに分れ・ 外側のものには壁柱穴とみられる小穴群がみとめられた。 炉跡は、 ST3のほ
 ぼ中央に長径1 ・6m の楕円形石組炉、 北側 に径60㎝の円形石組炉 が検出されている。 ST1
 '4にはみとめられなかった。 ST1 東側で検出された焼土は、 炉と は断定 し難い。
 3棟の住居跡は・ 重複関係・出土遺物の検討から、 ST4 → ST3 → ST1の順に

 構築されたものとみられる。 各々の時期は、 大洞C 2式期 →大洞C 2式期後半 →大洞A～
 Aノ 式期に比定される。

 ST3 北西部で検出 した3基の埋設土器は、 各々の土器に炭化物 が付着していることか
 ら・ 煮沸用の土器を二次的に転用 し、 体部下半を欠いた上で数個くみ合わせたものとみら
 れる・ EU1 ・'2は、 ST3の床面を10cm程度掘りく ぼめた掘り方をもち、 EU1 は下半
 を河原石で囲っている。 EU3 は、周溝内にたてかけられている。検出状況からは、 土器全
 体を土中に埋置 したものではなく、 大半を表面に露出させていたものとみられる。 類例が
 少なく性格が明らかでない が、 すべて体部下半を欠いていること、 二～三重に土器をく み
 合わせていることから、 貯蔵用というよりは 甕棺墓の一種とみる ほう が妥 当であ る。

 ST1 ・3・4出土遺物の中に2例の接合資料がみられた。 ST1の西壁直下より出土
 した石棒 (RQ69) とST3北壁寄りのF・ 出土の石棒(RQ48)、 SK5内出土の石刀 (
 RQg9) とST4北壁寄りF・出土の石刀(RQ53)である (第 図)。 これらはST1や
 SK5 に埋置する際に、 完成品の 一一部を壊してすで に廃絶された ST3 ・4の窪地の覆土
 1層に人為的に投棄 したか、 あるいは自然的に流れ込んだものと考えられる。 遺構の時期
 関 係も これに矛盾 しない。

 的場遺跡は、 寒河江川流域における縄文後・晩期の遺跡の中心的位置を占めて きい る。
 この時期の遺跡は、 寒河川 流域では全部で4遺跡確認さ れている。 川沿いの見晴らしのよ

 い段丘上の舌状微高地に位地にするが、 本遺跡の他は、 遺跡の範囲・時期はごく 小さく 限定
 されるようである。 他の遺跡 が未調査とはいえ、 本遺跡の今回の調査における遺構・遺物
 のあり方は、 それをうかがわせるに充分であろ う。

 本調査における最大の成果は、 縄文晩期後半の3棟の住居跡を検出 したことである。 3
 棟とも一部分欠 けているにしても明瞭に検出された。 本県における縄文晩期の住居跡は、

 遊佐町神矢田遺跡、 羽黒町玉川遺跡、 天童市矢口遺跡、 高畠町上平柳遺跡、 小国町朝篠遺

 跡など (表7) で発見されている。 が、 いずれも壁や周溝が明瞭でなく、 平地式住居とし

 て理解されているものもあるほどである。 しかし、 東北地方においても青森県大森勝山遺

 跡や青森県源常平遺跡な どのよう に、 竪穴式住居跡の検出例もある・ このことは・ 縄文時
 代晩期の各時期にわたって竪穴式住居跡 が存在したことを裏付けている。 この意味におい

 て本遺跡の3棟の住居跡は、 貴重な資料を追加したことになるる。

 本調査で得られた埋設土器は、 一種の甕棺墓とみられる。 本県では、 羽黒町玉川遺跡の

 20数個体の甕棺 (大洞C 2式期)、 天童市矢口遺跡の合口甕棺 (大洞 C1 式期) が発見されて

 いる。 体部下半を欠いた例は、 玉川遺跡の数個 がみとめられている・ これもまた数少ない

 資料に類 例を 加えたこと にな る。

 土墳群、 接合資料な ど、 以上の他にも遺構・遺物の点で得られた成果は貴重であるが、

 本書で充分に表わせなかった点も多い。 それら について は今後の課題と したい。



        的場遺跡の土器群別と土器型式編年対比表

        表5一

        的場遺跡関東地方東北一般東北地方南部東北地方北部

        岡本・戸沢①安孫 子昭二②山内 清男 ③伊東信雄④後藤勝彦 ⑤磯崎正彦⑥

        1群土器加曽利B皿宝ケ峰宮 戸Hb十腰内皿

        加曽利B皿

        n群土器曽谷第1段階新地西ノ浜十腰内IV

        皿群土器安行1第1段階宮 戸皿a十腰内V

        IV 群土器第皿段階金剛寺宮 戸皿b

        安行皿

        V群土器第IV 段階

        W群土器安 行皿a大洞 B1十腰内W

        大洞 B2

        辺群土器姥山台大洞B・C1

        大洞B ・C2

        皿群土器安 行田。大洞 C1

        IX 群土器杉田H大洞 C2

        X群土器

        XI 群土器干網大洞 A1

        大洞 A2

        M群土器荒海大洞 A1

        表5 文献註

        ① 岡本勇●戸沢充則 「縄文時代の発展と地域性関東』日本の 考古学E昭和40年

        ② 安孫子昭二 ・「東北地方における縄文後期後半の土器様式』石器時代9昭和44年

        ③ 山内清男 「縄文土器』日本原始美術昭和39年

        ④ 伊東信雄 「宮城県史1古代』 宮城県昭和31年

        ⑤ 後藤勝彦 『陸前宮戸島里浜台囲貝塚出土の土器について』考古学雑誌48-1

        昭和37年

        ⑥ 磯崎正彦 「十腰内遺跡』岩木山所収昭和43年

          東北地方晩期住居跡発見例

          表6

          住居跡名称・所在地平面形犠居鞍長径×短径周溝柱穴住柱穴)壁高1平均)炉跡住居跡所属期

          1大森勝山( 青森 ・弘前)不整円形竪穴1a 77×1a 22m有(4)56㎝有( 中央)大洞B～BC

          2源常平67住(〃・浪岡)?竪穴?鉦'噛、、96(?)???

          3〃 7唯(〃・ 〃)円形竪穴9.84 ×9.60鉦」し、、9720有( 中央)大洞B

          4〃 71住(〃・ 〃)円形竪穴6. 84 ×6. 80鉦'し㌧、5016?〃

          5〃 74住(〃 ・〃)?竪穴?鉦'1、、1866有( 東寄)大洞A

          6深 郷 田(〃・中里)円形竪穴6.0× 5.3有38(5)有大洞B

          7松 元(〃・浪岡)?竪穴?鉦'噛』、??有(? )大洞C1

          8どじの沢1住(岩手 ・岩手)円形竪穴?鉦'1』、4( ?,?有大洞BC
          9〃 2住(〃・〃)?竪穴?鉦'、、、??有大洞B

          10〃 3住(〃・〃)円形竪穴?鉦'㌧}、7( ?1?有大洞BC

          11〃 4住(〃・〃)?竪穴?鉦'し、、??有大洞C2

          12二 月 田(宮城・七ケ浜)?平地??鉦'、、、一32( ?,?有大洞A(?)

          13的場 1住( 山形・西川)楕円形竪穴8. 5× 4.4(?)有715?大洞A～A'

          14〃3住( 〃・〃 )円形竪穴10. 2× 9.4有20(6)20有( 中央)大洞C2

          15〃4住(〃・〃)円形竪穴6. 9× 6.9有34?大同C2

          16王川 1住( 山形・羽黒)楕円形(?)平地?5× 4(?)鉦'1、、9(?)?有( 中央)大洞B

          7   81⊥   -⊥〃 2住(〃・〃)矢口1住( 〃 ・天童)円 形(?}隅丸 方形(?)平地?平地?4.5 (?14.5× 4(?}鉦」、、、鉦」、覧、23( ?)溢)??有( 中央)有( 北寄)大洞B大洞C1
          19〃 2住( 〃・〃)隅丸方形(?1平地?5× 4(?)鉦'1、、8( ?,?有( 西寄)〃

          20〃 3住( 〃・〃)隅丸方形(?)平地?52×4.a ?)笹'、1、6( ?)?有( 北寄)〃

          21朝篠1住( 〃 ・小国)楕 円 形(?)平地?5× 4(?)鉦'嘔㌧、7( ?)?有( 南寄)大洞 BC ～C1

          22〃 2住( 〃・〃)楕 円 形(?)平地?45～ 5(?)笹∂し、、12( ?,?有( 南寄)大洞C2 ～A

          23神矢田1住〔 〃 遊佐)円 形(?)平地?6～ 7(?)笹'1、、17( ?)?有( 中央)後期末

          24〃 2住`〃・〃)円 形(?)平地?6.2 ～ (?)鉦'1、、10( ?)?有( 西寄)晩期後半

          25上平柳唯( 〃 ・高畠)竪穴有(中央)大洞 BC ～C1

          26〃 2住1〃・〃)竪穴有( 中央)〃

          27八幡彫 241住( 〃 噺尺)不整円形竪穴3.4× 3.2鉦」一、、12(6}20㎝鉦」』、、大洞BC



         出土土器遺構・層分類表 表  7～

         1層2層3層4層層周溝床面小計

         25693156138138一
         一一

         ST -覆土EPlEP2EP2EP49535856 9161, 596 58 56 9 17

                  1

         1, 485 437431, 690866223

                           

             
     

142413329685
                                    

         109114

         ST 4覆土EPlEP281916 51, 042 16  5

                                                               

         45645367

                  

         120

         与

         48

                  

         包含層1, 1874, 3161, 0091986, 710

         合計8, 1387, 3441,9122, 0361, 13636120, 927
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           出土石器計測表 (1表 13
           挿図番号石器番号土地区区出f.層位石器名称全長(mm)最 大輪(mm)最 大厚(mm)重量(9)石質備考
           44・ 1Ⅱ15TⅡIa43.411.24.51.4頁岩
           24・ 141ST3F1Ia33.014.65.41.6頁岩

           Ⅱ一10T1Ia(2風 3)(13. 9)(4・ 9)(1. 3)頁岩

                      44・ 2不明Ia27.411.15.41.2頁岩アスファ ルト付着
           44・ 412W- 5TⅢIb(2a 6)(15. 2)(5・ 7)(1. 7)鉄石英
           44・ 3Ⅱ一15T1Ib27.813. 7生71.3頁岩
           44・ 580Ⅱ-16R1Ic30.711.56. 62.1頁岩

                      44・ 627不明Ic36.615.18.53.6頁岩
           9Ⅱ一20TⅢId23.710. 84. 30.8頁岩

           44・ 84H-15TⅢId19.312.24.50.7頁岩
           44- 7H-20T工Id18.610.73.60.7頁岩

           56不明Id21.813. 84.50.8玉髄
           44・ 910V-10TEIe34.39.05.61.4頁岩
           24・ 2ST 3F1Ie30.811.04.81.6頁岩
           36・ 736SK11F2If(33 4)(15. 3)(5. 8)(2. 2)頁岩
           44 ・1014Ⅱ-20TⅢIf(3& 8)(20. 8)(互 1)(3. 0)頁岩
           44 -1165Ⅱ-12NⅢ1929.216. 94. 21.6玉髄
           44 -1240Ⅱ-120Ⅲ1923.214. 23.50.6鉄石英
           44 ・1382Ⅱ-16RⅠIx33.312. 74.82.1頁岩

           Ⅱ-20TⅢIx34.017.67.44.2頁岩

           36・ 6SK13F1Ix31.714. 7a327頁岩
           44 ・14Ⅱ一10LⅡIx31.215.35.61.6頁岩
           10・ 8ST4F1Ix35.924. 712.27.3頁岩

           Ⅱ一14PⅠIx28.615. 28.63.2瑪瑙
           Ⅱ一140ⅡIx33.221.99.05.4珪岩

           36・ 595SK 6F2Ⅱa30.97.76.41.5頁岩
           44 -1629Ⅱ一160ⅡⅡb24.39.75.61.0頁岩
           44 ・1593Ⅱ一15SⅣⅡb(28. 8)(10. 7)( 5. 8)( 1. 3)頁岩
           44 ・1732不明Ⅱb19.98.65.10.7頁岩

                      10- 964ST 4F1Ⅱc(21. 0)(27. 7)( 7. 9)( 2. 4)頁岩
           44 ・1984Ⅱ一16Q1Ⅱc35.039. 510. 38.3頁岩

           出土石器計測表 2表 14
           挿図番号石器番号出土地区出h層位石器名称全長(mm)最 大幅(mm〉最人厚(mm)重量(石質備考
           44 ・1815Ⅱ一20LⅢⅡc(30. 9)( 6. 5)( 4.4)( 0.8)頁岩

           Ⅱ一20TⅠⅡd35.710.1ag1.8頁岩

           44 -2072Ⅱ一15PⅡⅡ d38. 011.66. 52.8頁岩

           44 -21Ⅱ一20TⅠⅡd36. 59.95.52.0頁岩

           不明Ⅱd10.88.75.10.8頁岩～

           44 -22Ⅱ一15T1Ⅱe53.839. 013. 819. 5頁岩

           44 -23不明Ⅱe21.816. 03.81.0頁岩許

           36- 831S K10F2Ⅱf'49. 521.78.86.3頁岩

           44 -24Ⅱ一20T1Ⅱf40.320.77.45.4頁岩

           Ⅱ- 5M皿Ⅱx38.634.315. 013. 5頁岩

           Ⅱ-10T1Ⅱx23.119. 66.52.2頁岩

           25- 7ST3F2Ⅱx34. 719. 95.23.4頁岩

           10- 1ST1F2Ⅱx48.050. 419. 322.5頁岩

           44 -26Ⅱ一15RHⅢa781341.717. 341.8頁岩

           24 -1351ST3F1Ⅲa95. 038.410. 534.2頁岩

           10- 2ST1・F 1Ⅲa61.126.87.09.4頁岩

           24 -15ST3F1Ⅲa68.427.38.410.8頁岩

           10 -10ST 4DⅢa78.132.411.723.1頁岩

           Ⅱ一 9M1Ⅲa37. 726.06.24.3頁岩

           Ⅱ-17NEⅢa34. 814. 95.32.4頁岩

           44 -2775Ⅱ一15R1Ⅲa8α140. 012.441.5頁岩

           44 -253Ⅱ一15THⅢa39.924.53.43.2頁岩

           36- 9SK8F2Ⅲa73.627. 57. 412.4頁岩

           V- 50HⅢb3(L 660, 310.113.0頁岩晶

           44 -28Ⅱ一140皿Ⅲb32.247.47.68.2頁岩

           24 -1466ST 3F1Ⅲb39. 458。 67.712.3頁岩

           83Ⅱ一16R1Ⅲb33.734.010. 08.4頁岩

           24 -12ST3 EP1F1Ⅲc55.463.810.025. 8頁岩

           Ⅱ-10T1Ⅲc47. 8、43.16.09.8頁岩

           44 -3073Ⅱ一14PHⅢc51.566. 710. 928.1頁岩

           Ⅱ一20T1Ⅲc45」 852. 79.817.3頁岩



           出土石器計測表 3)表 15
           挿図番号石器番号出土地区出土層位石器名称全長(㎜)最大幅(mm)最大厚(mm)重量()石質備考

          33H-12MⅡc45.258.410.624.3玉髄

           10 -1443ST 3F1皿c50.370.18.517.8頁岩

           77不明皿c42.752.6&015.0頁岩

           44 -29H-17MⅡ皿c41.041.811.315.5頁岩

           68n-12MⅡ皿x73.243.39.832.4頁岩

           45- 213R-20TⅢlV a55.723.611.416.0頁岩

           45-1H-17SⅡWa60.024. 114.920.8頁岩

           10- 3ST1F1Wa72.031.714.430.5頁岩

           25- 2ST 3F3Wa85.926.215.830.4頁岩

           24- 447ST3F1Wa77.627.613.728.2頁岩

           25 -11ST 3DIV a80.326.016.732.6頁岩

           45-917Ⅱ1 -10KⅠIV b50.128.010.820.8頁岩

           45-47Ⅱ一20TⅢlV b80.324. 814.928.4頁岩

           45- 630Ⅱ一12MⅡlV b70.826.915.731.2頁岩

           45- 316Ⅱ-20LⅢlV b59. 723.411.115.0頁岩

           45-7Ⅱ-11LⅡWb61.328.4&718.3頁岩

           25- 1ST 3F23Wb46.72ε312.615.2頁岩

           Ⅱ-14SⅡWb58. 529. 910.718.1頁岩

           45- 8Ⅱ-150ⅡWb48. 229。 511.511.7頁岩

           45- 5不明Wb87. 850.015.853.0頁岩

           45 -14Ⅱ- 9LⅠWc(70. 0)(39. 2)(20. 0)・(48. 1)頁岩

           24- 3ST 3F1lV c68.048.015.142.2頁岩

           24・ 5ST 3F1Wc66.540.016.437.0頁岩

           45 -122R-15TⅡlV c77.935.320.755.4頁岩

           ST 1F1lV c48.320.510.110.5頁岩

           45 -11Ⅱ-15SⅡIV d52.019. 5与10.49.0頁岩
           45 -10Ⅱ-110ⅢlV d53.427.914.418.7頁岩

           45 -13Ⅱ一12NⅡWd66.928.116.827.8頁岩

           10 -11ST 4F1lV d68.038.416.930. 3頁岩

           H-150Ⅱ】V d61.727.112. 8.19.8頁岩

           H-13LⅡ]V d48.819. 511.810.6頁岩

           出土石器計測表 (4)    表 16『
           挿図番号石器番号出土地区'IH1層位石器名称全長(mm)最 大幅(mm)最大厚(mm)重蟻(9)石質備考
           36 -10SK8F4lV e49. 429.411.512. 0頁岩

           V- 50ⅢlV x56.025.812. 520. 2頁岩

           H-15PⅡlV x68.032.615.124.6頁岩

           24- 6ST3 EP3F1Va54.129. 08.714.4頁岩

           Ⅱ一13RⅠVa39.116. 09.44.9頁岩

           46- 31Ⅱ一 5MⅡVa62.230. 911.317.6頁岩

           28Ⅱ一170ⅡVa56.123.79.313. 8頁岩

           46- 1Ⅱ-20TⅠVa64.320.810. 713.5頁岩

           Ⅱ一 5TⅠVa65.630.219.121.5頁岩

           ST1F1Vb66.132. 28.616.0頁岩

           ST1F1Vb60. 347.515.433.1頁岩

           ST 3F1Vb55.539. 212.420.8頁岩

           46- 4Ⅱ-13LⅡVx60.228.07.313.1頁岩

           24- 7ST3F1Vx(32. 5)(23. 3)( 7. 7)( 4.8)頁岩

           25- 4ST3F23Vx(32. 8)(21. 7)( 6. 2)(4. 3)頁岩

           25- 3ST3F 23Vx66.428.311.819. 9頁岩

           46- 2Ⅱ-20T1Vx71.623.511.416. 0頁岩

           V-10JⅡVx48.526.113. 917.4頁岩

           Ⅱ一14LⅢVx(24. 4)(23. 5)( 7. 7)(4. 1)頁岩

           Ⅱ一14LⅢVx(29 1)(27. 0)( 9. 8)( 9. 8)頁岩

           Ⅱ一 130ⅡVx-(35. 4)(22, 9)( 6. 1)(4. 1)頁岩

           Ⅱ-15QⅡVx67.424.415. 020.6頁岩

           ST3F 23Vx50.221.315.714. 7頁岩

          Ⅱ一10KⅠ　　(38. 6)(31. 2)(16. 0)(18. 6)頁岩4

           ST3F3Vx36.322.37.85.6頁岩

           Ⅱ一12NⅠVx(39. 1)(23. 1)( 7.6)(ε3)頁岩

           ST3F1Vx(58, 5)(52. 4)(20。 0)(45. 6)頁岩

           46- 6Ⅱ一130ⅠUa62. 644.212.132.7頁岩

           Ⅱ-110Ⅱ班a67.540.21ま337.1頁岩

           46- 5Ⅱ一150ⅡUa56.641.016.329.0頁岩

           45- 8Ⅱ-140Ⅰ班a47.034.115. 318. 5頁岩



           出土石器計測表 (5)表 17
           挿図番号番石器番号出土地区'I H=層位石器名称全長(mm)最大幅(mm)最大厚(mm)重量(9)石質備考

           ST 1F1班a52.431.213.719.0頁岩

           46・ 7H-15T1班a45.334.0乳910.7頁岩

           36 ・13SK13F1Vl a43.829.910.511.3頁岩

           36 ・12SK8F2Wa40.529.38.010.7頁岩

           Ⅱ一14LⅢ班a(5ま 8)(2象 6)(8.3)13.1頁岩

           Ⅱ一120ⅡUa43.028.78.99.9頁岩

           10- 5ST1F1Wa49.235.713.525.1頁岩

           Ⅱ一13LⅡWa45.434.07.910.9頁岩

           ST 1F1班a65.146.419.848.7頁岩

           H-16R1班a50.841.715.733.2頁岩

           24- 8ST3F1Wa58.634.08.816.4頁岩

           24-9ST 3F1班a54.633.79.013.8頁岩アスハァ ル ト付着
           ST 3F1VI a36.023.510.28.7頁岩

           Ⅱ一16M1Wa39.229.29.011.8頁岩

           ST3F23Ua(37。 7)(27. 9)10.28.5頁岩

           Ⅱ一10M1班b68.642.522.066.0頁岩

           n-16P1班b48.030.09.514.7頁岩

           Ⅱ一15F1Ub73.458.121.369.9頁岩

           Ⅲ一 5KⅡWb78.059.419.184.4頁岩

           Ⅱ一20L豆Ub86.064.216.361.3頁岩

           Ⅱ16LⅠWb86.753. 817.78&0頁岩

           ST1F1Ub77.342.621.767.9頁岩

           Ⅱ一17RⅡ班b64.853.420.471.3頁岩

           Ⅱ一13LⅡWb62.343.415.648.4頁岩

           26- 7ST3F23Wb71.444.511.132.3頁岩

           Ⅱ一140ⅠUb65.431.4与16.837.6頁岩
           ST3 EP9F1Ub50.045.217.134.7頁岩

           ST 3F3Wb48.644.820.244.7頁岩

           ST1F1班b39.940.315.124.3頁岩

           ST3F1Ub46.942.417.827.0頁岩

           出土石器計測表 6表 18
           挿図番号石器番号出土地区'I H:層位石器名称全長(mm)最大幅mm最大厚(mm)重.量(9)石質備考

           Ⅱ一120ⅡUb56.424.711.613. 3頁岩

           ST3F1班。50.326. 911.812.6頁岩

           ST3F1班。51.351.926. 883.2頁岩

           36 -14SK9F1VIc39.734.112.825.3頁岩

           V-150IvVIc50.149. 715. 957.0頁岩

           ST3F1Wc48. 351.0■16. 550.4頁岩

           ST1F1Wc61.731.225. 039.9頁岩

           ST3F1Wc76.449.715.446.8頁岩

           ST 4F1Uc38.135.812. 419.6頁岩

           ST 3F1Uc45. 425. 518.010.1頁岩

           ST3F1班。34. 931.012.414.0頁岩

           ST3DWa39.037.19. 012. 8頁岩

           10- 6STI EP1F1Wa31.924. 417. 99.5玉髄

           24 -10ST3F1Wa46.234.113.422.8頁岩

           10 -12ST4F1Wa26.230.26.35.1頁岩

           46 -10H-14R1Ua37.831.56.86.7頁岩

           ST 1F1唖a30. 031.210. 010.4頁岩

           46 - 11IV- 5T丑Wa34. 236. 511.113. 8頁岩

           46- 9H-20T1皿a39.525. 07.37.0頁岩

           ST1F1、Wb64.694. 819.094.4頁岩

           46-12Ⅱ一 9.M∬顎b65. 840.319.254.6頁岩

           ST 3F23Wb44.275. 018. 756.2頁岩

           25- 5ST 3F23Wb82. 040. 515.438.6頁岩

           25-6ST 3F3Wb23. 049. 818.719.0頁岩適

           10 -13S T4F1Wb58. 320. 010. 013.4頁岩

           ST 1F1Wb54.225.012.818. 8頁岩

           ST3YWb50.247.815.441.7頁岩

           25- 8ST3F1Wb56. 647.416.047.1頁岩

           Ⅱ一14LⅡWc123.690. 231.2215. 0頁岩

           Ⅱ-13RⅠWc98.669. 625.0182.2頁岩

           46 -1320Ⅱ一12LEWc87.851.015. 078.6頁岩



           出土石器計測表 (7)表 19
           挿図番号石器番号出土地区土層位石器名称全長(mm)最大幅(mm)最大厚(mm)重量(9)石質備考

           20ST3F2.3Wc78.173.418.699.3頁岩

           ST3F1顎。1b1.063.818.688.0頁岩

           Ⅱ一 13N皿順。98.4・43.320.067.4頁岩

           ST3F1顎。66.251.816.454.0頁岩

           Ⅱ- 10T1Wc61.840.014.038.3頁岩

           Ⅱ- 10LⅡ顎。70.939.015.026.1頁岩

           Ⅱ一 15S1刃【c70.039.88.623.0頁岩

           IV-15THUc55.226.014.612.3頁岩

           50Ⅱ-150Ⅱ雁。63.032.011.317.5頁岩

           25- 9ST3YWc43.042.114.417.0頁岩

           Ⅱ-160RWc65.136.313.622.4頁岩

           10- 7STlEP4F2Wc36.031.66.26.3頁岩
           36- 11SK8F4顎d68.431.37.919.4頁岩

           ST3F2.3顎d65.232.412.023.0頁岩

           ST3F2.3Wd69.036.916.235.0頁岩

           Ⅱ一16MⅡ顎d38.931.88.811.4頁岩

           Ⅲ一 10JⅡ雁d43.621.68.46.1頁岩

           24- 1155ST3F1Ud37.019.76.34.2頁岩

           Ⅱ一12N1Wd61.873.612.655.2頁岩

           ST3F2.3Ud2含.046.710.210.4頁岩

           不明Wd41.855.512.633.2頁岩

           ST3F1Ue41.252.516.230.5頁岩

           Ⅱ-120ⅡWe28.346.49.211.7頁岩

           ST3F2.3顎e67.365.626.1121.0頁岩

           ST3F2.3VIe61.484.432.6125.2頁岩

           ST3F2.3Ue73.458.9与18.679.8頁岩
           ST3F2.3顎e60.563.113.050.0頁岩

           Ⅱ一 5MⅡWe60.356.817.050.3頁岩

           ST3F1We65.363.623.889.0頁岩

           ST3F1VIe49.465.727.849.0頁岩

           ST3F2.3We54.053.916.430.3頁岩

           出土石器計測表 (8)表 20
           挿図番号石器番号出土地区出土層位石器名称全長(mm)最大幅(mm)最大厚(㎜)重量(9)石質備考
          46- 15Ⅱ-170ⅡWe46.839.411.521.9頁岩

           Ⅱ一160ⅡWe43.347.716.127.8頁岩

           ST3F2.3We37.258.911.323.3頁岩

           ST3F2.3We61.732.38.113.0頁岩

           H-17RⅡWe42.762.47.421.8頁岩

           Ⅲ一 15FⅡUe36.8・ 46.312.222.9頁岩

           Ⅱ一 14LⅡWe29.142.26.36.0頁岩

           ST1F1Ue29.439.515.215.8頁岩

           ST3F1We38.052.49.413.8頁岩

           ST3F2.3We38.836.19.611.0頁岩

           ST3F2.3We20.333.410.13.3頁岩

           ST3F1顎e24.322.65.12.3頁岩

           Ⅲ一15TH顎e31.720.89.35.8頁岩

           ST3F2.3顎e36.135.518.615.2頁岩

           ST3F2.3We25.240.315.49.0頁岩

           Ⅱ一 15N1We27.141.19.88.4頁岩

           46- 14Ⅱ一120ⅡUe25.141.68.66.7頁岩

           ST3F2.3We43.838.420.724.2頁岩

           ST3F2.3We36.846.612.318.3頁岩

           ST3F1唖e56.542.019.636.0頁岩

           Ⅱ一11ME辺e25.154.820.015.8頁岩

           ST3F2.3Ue63.940.815.831.0頁岩

           Ⅱ一120ⅡUe24.939.513.76.8頁岩

           Ⅱ-11NⅡWe32.543.018.011.8頁岩尋

           ST3F2.3We51.935.014.926.3頁岩

           ST3F1We47.141.412.626.7頁岩

           不明We34.557.613.028.8頁岩

           不明We26.535.56.94.4頁岩

           25- 12ST3Y櫃86.270.521.0128.7頁岩
           ST3F2,3以81.356.918.271.0頁岩

           ST3F1以57.279.311.956.5頁岩



           出土石器計測表 (9)表 21
           挿図番号石器番号出土地区出土層位石器名称全長(mm)最大幅(mm)最大厚(㎜)重量(9)石質備考

           ST3F2区50.863.013.844.0頁岩

           ST3F3班39.655.718.135.0頁岩

           皿一 10L皿取41.032.214.225.5頁岩

           ST3F1皿55.564.719.268.1頁岩

           ST4F1区35.861.210.828.2頁岩

           ST3 EP7F1皿50.145.319.849.3頁岩

           S T1F1皿64.340.318.538.6頁岩

           ST4F1皿46.839.416.531.8頁岩

           ST3F1皿40.268.617.448.0頁岩

           ST3F1IX57.036.721.054.9頁岩

           皿一13L1取(53.4)(61. 2)(12. 2)(43. 6)頁岩

           ST3F2.3灰(40.0)(67.4)(22. 3)(56.4)頁岩

           ST3F1双65.957.415.344.5頁岩

           ST3 EP2F1皿56.349.823.366.4頁岩

           ST3F2.3双(51.0)(47.6)(16. 8)(4L 4)頁岩

           ST3F1凪(67.4)(32. 6)(15. 6)(43. 0)頁岩

           H-13L狂皿(56. 5)(36.8)(12. 8)(32.4)頁岩

           H-110皿皿67.752.719.449.9頁岩

           ST3F2.3皿71.951.221.341.0頁岩

           皿一15TH区77.235.711.325.7頁岩

           ST1F1班64.038.813.629.5頁岩

           ST3F1皿54.649.217.854.2頁岩

           ST3F1皿61.039.311.935.1頁岩

           ST3F1以53.649.816.448.6頁岩

           皿一 5KH班67.034.915.531.3頁岩

           H-110皿IX53.938.4与14.728.1頁岩
           ST3F2.3班31.957.813.738.6頁岩

           ST3F2.3皿(34.8)(70. 5)(15. 0)(26. 5)頁岩

           H-15T皿皿54.432.412.414.1頁岩

           E- 12MH皿41.932.513.918.9頁岩

           ST3F2.3区38.738.115.324.7頁岩

           出土石器計測表 (10)表 22
           挿図番号石器番号出土地区出土層位石器名 称全長(㎜)最大幅(mm)最大厚(mm)重(9)石質備考

           H- 10L皿K47.148.78.416.0頁岩

           H-15T1IX41.060.67.419.1頁岩

           ST1F1Ix59.036.111.522.2頁岩

           ST3F1K(25.5)(59.6)(12. 4)(18. 6)頁岩

           n- 15SH皿(36.9(47. 3)(11. 6)(16. 8)頁岩

           ST3F2.3皿48.442.317.133.9頁岩

           ST3F1Ix67.631.212.627.0頁岩'

           H- 17NH皿37.032.912.218.8頁岩

           ST3F2皿35.346.612.315.4頁岩

           ST4F1灰52.030.815.019.7頁岩

           W- 5T1皿36.625.96.05.2頁岩

           ST3F1皿43.135.48.614.4頁岩

           ST4F1皿45.833.113.622.2頁岩

           ST3F2.3皿53.723.413.815.4頁岩

           STI EP4F1皿39.033.210.312.7頁岩

           ST3F2.3皿49.937.716.524.9頁岩

           ST1F1K41.830.314.315.6頁岩

           ST3 EP3F2IX30.627.79. 49.8頁岩

           STI EP4 'F1双44.626.212.913.1頁岩

           STI EP4F1以26.051.017.617.8頁岩

           ST3F1灰20.527.713.413.4頁岩

           ST3F2.3凪18.530.06.64.0頁岩

           ST3F2.3皿34.644.810.412.1頁岩

           ST3F1皿23.332.813.011.8頁岩尋

           ST1F1皿34.125.212.47.9頁岩

           ST4F1IX32.741.513.820.4頁岩

           ST1F1医31.421.26.84.8頁岩

           n-1701IX42.622.29.79.7頁岩

           皿一120皿IX22.240.010.511.4頁岩

           H- 10N1医33.718.912.27.2頁岩

           ST3 EP1F1以33.222.99.38.1頁岩



           出土石器計測表 (11)表 23
           挿図番号石器番号出土地区土層位石器名称全長(㎜)最大幅(㎜)最大厚(㎜)重量(9)石質備考

           ST3F3双32.425.610.26.5頁岩

           ST3F1皿32.719.68.35.1頁岩

           ST3F2.3皿31.121.010.05.9頁岩

           ST3F2.3以32.719.312.46.1頁岩

           Ⅲ一 5KⅡ皿27.719.06.63.0頁岩

           ST3F1皿32.519.68.73.7頁岩

           ST3F2.3皿22.019.08.14.8頁岩

           n-13LⅡ皿22.924.05.73.2頁岩

           Ⅱ一 15M皿皿21.510.43.20.4頁岩

           ST4F1医40.128.59.011.4頁岩A

           不明皿(45. 7)(43. 8)(16. 3)(38. 3)頁岩

           Ⅱ一16QⅡX52.573.218.349.0頁岩

           Ⅱ一17MⅡx26.841.611.011.9頁岩

           Ⅱ一 12M皿X47.557.717.236.9頁岩

           ST3F1x25.057.29.410.8頁岩

           ST3F2.3X(32. 0)(65. 8)(12. 4)(19. 4)頁岩

           ST3F1X64.728.69.319.8頁岩

           ST3F2.3x112.972.829.723.0頁岩

           ST3F2.3x36.951.04.28.2頁岩

           ST3F2.3x56.641.012.026.0頁岩

           ST4Dx34.023.37.48.8頁岩

           ST3F2.3x(58.0)(21.0)( 5. 5)(5.0)頁岩

           ST3F1x53.856.714.138.6頁岩

           ST4F1x(27.3)(27.0)(7. 9)(7.8)頁岩

           ST3F1X(27.1)(40.9)( 7. 2)( 7. 4)頁岩

           ST3F1X37.348.88.711.5頁岩

           ST1F1x49.750.410.933.1頁岩
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村中遺跡



 1 調査の経緯 (第5・、 5・図 図版47.48)

 村中遺跡は山形県東田川郡羽黒町大字町屋字村中に所在する。・ 昭和48年度に山形県教育委員会が実施した庄内広域営農団地農道整備事業関係遺跡分欄査 (註1) により新た1こ
 発見された遺跡である・ 町屋部落の立地する微高地の醐こあり、 地目は畑地であ る.標高23・ 6m を測る。

 昭和49年・ 遺跡の西側に上述の農道工事施行計画 が具体化 したため、 山形県農林部と山形県教育委員 会の 協議の結果・ 昭和5・年度に山形県教育委員会力舗の緊急 発掘調査を実施すること になった。
                                ,調査は昭和50年6月9日より6月・4日までの延6日間実施した。 調査担当者は山形県教育庁文化 課佐藤庄一・尾形顛・名和達朗の三名である。 調査の実施にあたっては羽黒四丁教育委員 会およ び町屋部落の 方々 より 多大なる協力を得た。
 調査は調査区の設定により開始した・ 遺跡内の農道工事区域に、 路線の中心線を基準と

 して2×2m のグリッ ドを単位とする 調査区を設定 した. 南北基線 (磁北にほぼ平行) を
 y軸・ 東西基線をx軸とする・ 第1象限の座標を用いた. x軸をA-K、 y軸を。一3。ま
 でと し・ 例えば 「B『1・」 のように呼称した。 調査区の大きさは、 ・・×6・m で、 延136m2
 を発掘 した。

 調査方法は・ Bム' 1-4 -21 にグリッ ドを基準にする2×6mのトレンチをし斗ちまつ状
 に 入れて肇掘 し・ 遺 構・遺物の検出に応 じて随時拡張する方法を用いた。

 第1日目は発掘器材を現場へ運び、 調査の打合せを行 う。

 第2 日日は現場にテントを設営し調査区域1こ グリッ ド杭を打つ. その後上 述の方法で粗掘りを実施する・ B-17・・8区で礫群・ ・一・・一・2区でpit群を検出 し、 1。列以南で砂
 層 が深く なること を確認 した。

 第3 日日は第2日目の結果により D-12一'16 ・G-9-1・・ 1-9区を拡張 した.
 第4 日日は各区の精査を行う・ D-12一・6区では礫群の広がり が検出され命 検討の

 結果自然堆積によるものと判断された・ H-9一'1・・ 1-9 区のpi t群は耕作土よりの混入物があ り・ 撹乱によるものとそうでなし・ものとに分類される. 遺跡全体の通しセクシ.
 ンを記録す る。

 第5 日日は遺跡の北側の状況 をみるため 1こ D-2・～21区を拡張 した. H－9　10・Ⅰ－
 9～10区は精査後平面実測を行う・ 剤らに、 各区および遺跡全体の最終状況の撮影、 調査区
 の レベルを記録す る。

 最終日はテント・発掘器材の撤収 を行う. これで調査を終了 した。





 1 遺跡の概観

 月山の噴火によって流出した火山泥流のうち、 手向 (とうげ) 部落がの る笹川泥流と、

 川代 (かわだい) 部落がのる泥流性台地、 月山北麓台地と があり、 この2っの泥流地帯に

 はさまれて、 笹川 が北流している。

 笹川は、 月山朝日連峰のうち、 雨告山 (あまもりやま、 標高1360m) の北麓に源を発し、

 下流で藤島川、 京田川と名を変え、 最上川河口にそそぐ。

 笹川は、 さきの2っの泥流地帯にはさまれて、 扇状地性氾濫原を形成 し、 さらに北の方

 では、 笹川扇状地を形成する。                              4
 この扇状地は、 扇頂から扇端までの5～6㎞間で、 比高差約 100m という、 きわめて急

 な傾斜をもつ が、 村中遺跡は、 その略扇央部分に位置し、 標高は23. 6m を測る。

 さて、 付近の略同時期の遺跡を概観 してみると、 す ぐ北方の土口遺跡をはじめと して、

 大川渡遺跡、 大川渡宮の前遺跡な どの集落跡があり、 東方、 羽黒山神社への登り口付近に

 は大鳥居古窯跡、 南西の荒川部落付近には漆畑古窯跡、 な どの窯業遺跡があ る。

 皿 遺構と遺物 (第52～54図 図版48)

 調査区の層序を見てみると、 ここは畑地にあたっているため、 厚さ20㎝前後の耕作土が

 地表を覆っており、 これを1層とした。 その下には6層がある。 これは、 炭化物粒を含む

 黒褐色土と茶褐色粒土の混つたもので、 25～50cmの厚さをもつ。 この6層を2、 3、 4層

 が切っており、 それぞれの土質は次の如くである。 2層一灰 褐色砂質土、 3層一暗灰色粘

 土、 4層一炭化物粒を含む暗褐色 土。

 6層の下には、 北の方では、 暗褐色土に砂利が濯った5層 があり、 南の方では、 4層 (

 暗褐色土〉 や9層(砂利)、 10層(乳灰色砂)、 11層 (暗褐色砂) などがある。 また、 特に南                            諜の方、 E-10～12区にかけて、 6層の下に7層、 8層という、 後世の攪乱層がみられる。
 さて、 遺物 について言え ば、 遺物の種類は土器類のみである。

 土器類は総計で25片。 うちわけは、 須恵器が1片、 土師器が7片、 赤色土器が11片、 近

 世以上と思われる陶磁器が5片、 そ して、 時期は不明であるが、 かなり時代 が降るものと

 思われる器形不明の埴質土器が1片ある。 いづれも小片で、 実測は不可能である。 器形別

 では 甕形 が最も多く、 杯形のものがこれに次く。

 土器類は、 18ライ ンを北限と し・ 9ライ ンを南限とする範囲に分布する。



   調査区を・ 地表下40～45cm (土層観察のため、 一部を55～70cmまで下げた) にわたって
  掘り下げ・ 精査を行なったが、 遺構は殆んど見られなかった。 わずかに、 1-9杭を中心
  とする4グリッ ド、 即ちH-9・10区、 1-9・10区に、 11個から成るピッ ト群がみられ
  ただけである。 このうちには山芋栽培時の穴 が数個混っており、 近世以降現代のものと、
  そうでないものとに分かれる。 只、 このピッ ト群のうちのひとつから、 赤色土器の破片が
  1片出土 している。 これらのピッ ト群は、 路線幅の関係で拡張できなかったせいもある が、
  検出した範囲内では、 大きさ、 深さな どの点からも、 組み合わせられるものがな く、 建物
  跡であるか否か、 さらには柱穴であるか否かの判別はできなかった。

  他に・ 土層断面図に見られる様に、 地表下55～60cmのところで、 礫群が観察された がこれは、 検討の結果、 自然推積によるものと判断された。
  IVまとめ

  村中遺跡は、 月山北麓の笹川扇状地の略扇央部に立地 し、 町屋部落の西端に位置する。

  標高23. 6m を測る。 昭和48年度に実施された庄内広域営農団地農道整備事業関係遺跡分布
  調査により発見された遺跡である。 表採資料により平安時代末～ 鎌倉時代の集落跡とみら
  れた。

  調査は・ 昭和50年6月9日～6月14日までの延6日間実施された、 グリット方式で農道
  施行区域内を136m2発掘した。 その結果、 遺構では調査区域の南東側、 すなわちH-9・

  10区、 1-9・10区でpit群 を検出した。 しかし、 畑地の作物による穴が混っており、 遺

  物を含むものも1っだけで、 建物跡等の想定 ができなかった。 遺物は土器のみで、 総数25

  片と少なく、 いずれも小破片である。 種別では、 須恵器、 土師器、 赤色土器、 陶磁器 (近
  世以降)、 時期不明の 埴質土器がある。

  以上であるが、 本調査では遺跡の集落跡と しての全貌を把えること ができなかった。 そ

  蝿の中心部は遺構・遺物の出土分布を考慮すると、 今回の調査地点よりももっと東側の方に、
  位置することも考えられる。 時期に関しても、 明確な事は言えないが、 平安時代末 (12世
  紀) 頃に中心をおくと推察される。



 古郡B遺跡



 1 調査の経緯 (第50図 図版49)

 古郡 B遺跡は東田川郡藤島町大字古郡道橋に在る。 付近には藤 島川 が蛇行 し、 沖積地を
 、形成 している・昭和50年・県土木部河川課では藤島川の改修工事を計画 し、 県文化課に周辺
 遺跡の存在を問い合わせ、 存在遺跡の調査を依頼した。 これを受けた文化課では古郡B遺

 跡の調査を計画 し、 50年10月20日～11月1日 (延11日間) に実施した。
 10月 20日

 器材の運搬、 藤島町教育委員会より借用したテントの設営を行ない、 明日からの調査作

 業計画の打ち合わせを行な う。 また同時 に遺跡の現状写 真を撮影す る。
 10月 21 日

 ローリングタワーを設置 し、 ポラロイ ドによる近景現状写真をとり、 マウン ド上の草刈

 りとその後の近景写真を撮影する。 またマウン ド上に東西18m 南北23m のトレンチを磁

 北に合わせて設置 し、 東・南 トレンチから掘り始め る。

 トレンチの名称は北トレンチより1 T、 東トレンチを2 T、 南トレンチを3 T、 西トレ

 ンチを4 Tと命名し、 呼称する。

 マウン ド上に大きな榎木があ り、 以前に切りたおしたとのことであった が根 が広 がり、

 調査は難行 した。

 10月 22日

 2 トレンチを青砂層上面まで掘り下げる。 トレンチ内から は遺物の出土 がみられなかっ

 た・ 3 トレンチにおいてマウン ドの裾部より動物の白骨体 が出‡、 以前地主がブタの死体
 を埋めたとの話である。

 また調査と併行してマウン ドの測量作業に取りかかる。 縮尺は 100分の1と し、 レベル

 は三角点より標高レベルを移動 し、 海抜13M の原点ポイ ントをマウン ドの近く に打ち込み、

 測図を25cmコンタによる測図作業を開始する。 4

 10月 23日

 3 トレンチを掘り終った が、 出土遺物は検出されず、 4トレンチの調査 に取りかかる。

 2・3 トレンチを掘り終った段階で、 マウン ドを観察すると、 マウン ドは設営時の表土に

 付近の土砂を盛り上 げただけの様相を示 している。 1・4 トレンチ共に出土遺物の検出は

 みられず、 マウン ドの中心にある榎木の下を掘る必要 が出た。 一方昨日からのマウン ドの

 測量作業 が終了 し、 すでに掘り終った2・3トレンチの土層測図作業を始め、 夕方までに

 完了させた。 又、 遺跡の遠景を南方より撮影した。



 10月 24日

 マウン ド中心に向って掘り始めた が・ 榎木根 が作業を遅らせている・ 2・3ト レンチの土
 層 観察写真を撮影す る。

 10月 25日

 中心を掘り進めている が・ 出土遺物も埋設施設も発見出来ず・ 現在まで掘り進めた各ト
 レンチ内を再度精査してみたが・ これも何ら検出できなかった。 1・4 トレンチの土層図
 測図作業の準備に取りかかる。

 10月 27日

 榎木の下にも遺構・遺物の発見が出来ず・ 1・4 トレンチの土層測図作業を進め る。
 10月 28日

 強風を共う雨天のため作業を中止する・
 10月 29日

 27日に残った土層図の測図作業を行ない・ 完了後土層写真を撮影する・
 10月 30日

 再度各トレンチや、 マウン ド中心からの調査でも施設や出土遺物もなく・ 土層の状態か
 ら考えても掘り込ま れた形跡がな く・ 調査は終了 した。 これらのことを考えてみれば・ こ
 の庄内地方には同様なマウン ドが・ 点在している部落の入口部に在り・ 推測ではある が・
 部落の存在を目印しと したものと思われる・
 11月1日

 すべての調査を終了 し、 調査機材を整備梱包ののち山形に向け運搬す る・ また藤島町教
 育委員 から借用 したテ ン ト等を返 した。

 Ⅱ 遺跡の概観

 古郡遺跡は、 庄内平野北西部・ 藤島川右岸に存在する。 藤島川は・ その源を羽黒山系に
 発し、 庄内平野を蛇行しながら日本海へ注歪・ 庄内平野は最上lll・ 赤川・ 京田川・ 大山川
 等、 大小の河川の沖積によ り形成し・ 広大な沖積平野を作り・ 米所山形県をささえている。

 遺跡は藤島町上藤島部落南東部・ 新設された国道 345号線と藤島川 が交差する北側に位
 置 し、 藤島川右岸の沖積地に存在する。 遺跡は高さ1・5m をもつマウン ドで・ 中世ないし近
 世の墳墓と して昭和38年の山形県遺跡地名表 (註一) に記載されて いる。

 藤島町には古郡B遺跡の他、 古郡A遺跡 渡前遺跡・ 平形遺跡等の遺跡が点存している・

 これらの遺跡は赤川や藤島川 が形成した平坦な沖積地に立地 し、 自然堤防ない し、 付近の

 微高地に集中している。 平形遺跡 (註二) ・ 渡前遺跡は奈良・平安時代の集落跡として登
 録されている。

 註一 山形県教育委員会 『山形県遺跡地名表』 昭和38年

 註二 柏倉亮吉・小野 忍 『平形遺跡第1次・第2次発掘調査概要』 昭和47年

 山形県教育委員会 『山形県文化財発掘調査報告書』第6集 昭和51年

                               」皿 遺構と遺物 (第55、 56図 図版5・)
 本遺跡では前述の通り、 遺物の発見がなく、 マウン ドだけを記述する。

 マウン ドは現地表面より1.5m の高さにあり、径約27m を測る。 最頂部をやや北寄りにも

 ち、 南部はゆるやかな傾斜を保つ。 北側と西側は急傾斜となり、 付近の畑地にマウン ドを

 削ずられたものと思われ、 復元すれば径38m の大きさになるものと考えられる。

 調査はこのマウン ドの 頂部よりやや西にずら し磁北に合わせた トレンチを4本設置 し、 ②

 Tと③T を掘る。 層序は、 第1層約35～50cmと厚く覆われた表土、 第H層は墳頂部下に約

 20㎝の厚さで水平にある褐色砂層で、 木根による撹乱 が著しい。 第皿層は約30～45㎝の明

 褐色砂層である。 第IV層は砂の粒子 が細かく、 粘着性 がやや強く、 構作面と考えられ、 黒

 色砂層である。 第Vは粘着性 があり、 若干の白色粒子を含み、 明褐色粘質砂層である。

 第W層は粒子 が粗い明褐色砂層で約20cmの厚さである。 第W層は青灰色砂層の地山である。

 これらの層を観察すると、 H・皿・ IV層は厚さ が一定 し、 水平にある。 このことを考え

 ると、 V層上面に規則的に砂を盛り上げた遺構と考えられる。 また各トレンチからは出土

 遺物 が検出されず、 断面を観察 しても掘り込まれた形跡もない。 頂部に榎木があ り、 その

 根下に向らの痕跡も認め ら れな かっ た。



 lVまとめ

 ち たい。



助川遺跡



 1 調査の経緯 (第51・57 図版5・・52)

 本遺跡は、 山形県東田川郡三川町大字助川字北畑65・78番地他に所在する。 遺跡発見の
 きっかけは、 昭和37年県遺跡分布調査にもる 「山形県遺跡地名表」 には助川遺跡(No1193)
 散布地( 平安時代) となっており、 助川部落の南西部の畑地一帯 が遺跡の推定範囲となっ

 ている。 この地区は、 圃場整備事業に係るため昭和49年9月に第一次発掘調を実施 し、 遺

 物は土器片 (細片) が十数片出土したのみで、 遺構は検出されなかった。 この調査の際、
 本遺跡の範囲 が助川部落の一部と西部畑地およ び北西部の畑地一帯に、 土師・須恵器片 が
 '散布すること が判明した (註)。

 今回の調査は、 昭和49年度から続く 県営赤川 右岸 圃場整備事業 が本遺跡の西部・北西部

 一帯に孫るため、 山形県教育委員 会と同農 林部 およ び関係機関との協議のうえ、 また三川
 町教育委員会の協力を得て、 昭和51年5月18日から5月27日と同年6月28日から7月3日
 までの2度にわたって緊急発掘調査を実施した。

 調査は、 遺跡 が広範囲にわたるため昭和49年に調査した地区をA地点、 助川部落の西側

 をB地点と し、 さらに北西部一一帯をC地点と仮称 し、 昭和51年5月18日から5月27日まで
 C地 点を6月 28日から7月 3日ま で B地 点を調査 した。

 調査の方法は、 推定遺跡範囲内に両地点ともグリッ ド法によるトレンチを井桁状に設定

 し、 第1段階は2×4m の範囲で坪掘りを行ない、 第2段階は重機械 (バックホ) を入れ、

 遺構を確認した部分を随時拡張する方法をとった。 グリッ ドの基線は現存する地形を利用
 して・ B地点では南隅に30-50グリッ ドを、 C地点は北東隅を1-30グリッ ドの基点と し、

 東西方向をX軸・南北方向Y軸とするように設定 し、 X軸を1・2・3…・ 150、 Y軸も同

 様に呼称す る。 北からのY 軸方向は、 B地点でN-20LE・ C地点でN-5。 一Eを測る。
 C地点

 5月18～5月20日 4

 80-120 グリ ッ ドを基点 に10m ごと に井桁状にグリ ッ ドを 設定す る。 X 軸71 ・81列Y軸30・

 80・100列を20m 間隔で2× 4m の範囲でグリ ッ ド粗掘作業を行う。71-119・120グリ ッ ド内

 において、 小礫を組んだ25×30cmの方形 を呈する礎石状の遺構を検出 し、 東・西・北にそ

 れぞれ4m 拡張する。層序を確認した後、 X軸71・81・91列、 Y軸30・66・70・80・100列を

 井桁状に重機械を使用 し 粗掘作業を行 う。

 5月 21 ・22・24日

 重機械を使用 した各トレンチの平面・断面精査の作業を行 う。 その結果遺構は確認され



 ず、70～72－118・120グリッ ド内にわずか礎石状の建物 が検出されたのみである・ 遺物の出土状態 は第Ⅰ層から土師・須恵・須恵系 土器の圷・ 甕の 破片 が出土 している。

  5月25～ 5月27日礎石状建物跡のさらに精査追究を行う・ 25×3・㎝の方形の小難がほぼ磁北の㌘向に70.、8。㎝の間隔で直線的に並んでい 猟 その他柱穴等の施設は検出されない・ さらに南側100－115～150付近を拡張するが、 遺構・遺物は検出されなかった。 写真・測図 を行ない
 第2次の調査を終了 す る。

 B地点

 より須恵系土器.須恵器の細片 (i不・甕) 力断片出土し・ 遺構は検出されなかった・

 7月1 日～7月3日前日 1こ引続き 平面・断面 の精査を行 獄 遺構・遺物 が検出されなかっ た・ 写真●測図
 を行なって調査を終了。なお本地点の西側から南西側 にかけて 1よ、 墓地およ び畑地に作付がおこなわれて し' るた
 め調査を 放棄す る。

 (註) 山形県教育委員会 r山形県文化財発掘調査報告書」 第6集 昭和51年3月

 nⅡ 遺跡の概観 (第58図 図版53)

 本遺跡は庄内平野の南部を流れる赤川中流右岸の東に大きく 蛇行する所に位置 し・ 標高、3…、5m を計り 平面 に立地す る. 三川町助川部落の B地点では西方250m・C地点は北方150

 昂06凶 士'曽図

 となり・ C地点では水田・果樹畑となっている。

 遺跡の層序は・ 両地点とも上記の関係でプライマリーな層序関は認めら斌 全体とし
 て微砂質土でサラサラ し、 40・一60㎝で黄儲土の土層 にたつし各層とも襯を受け、 明確
 な遺物包含層は認められなかった・ 両地点と 磋違 1よなく、 同一層と して下記1こ示すもの
 であ る。

 Ⅰ層 褐色土 耕作土である・ B地点は畑地でサラサラと して粘性がなく軟かし、.
 C地点は水田耕作のため堅く 粘質であ る。 10～25cm堆積してい る。

 I　b層 暗青灰色土 C地点のみ確認される。 酸化鉄を含み粘性がある微砂質土樫くし
 まっている。 15～25㎝でほぼ水平に堆積している。

 Ⅱ層　暗褐色土 微砂質土でやわらかく、 木の根等の腐植物粒などが湿る. 15～35㎝
 の堆積 があり不整合である。

 Ⅲ層 褐色 土 Ⅱ層に近肌ている力絶調も明るくやや堅く なっている. 25～35
 ㎝の堆積があ る。

 Ⅳ層 黄褐色土 砂質性が強く部分的に堅く しまる所もある. 地山である.



 Ⅲ 遺構と遺物

遺構

 B地点においては、 第 IV 層 黄 褐色土そ砂そも が畑地によりかなり撹乱されているため、
 遺構を検出できな かった。

 C地点では、 70～72-118120グリッ ド内に礎石状建物跡のみ検出された。 確認面は地表

 下10～15cmで浅く 大部分は破壊されている。 礎石の大きさは、 約25×30cmの方形をなし5

 ～10cmの小礫が偏在的に集り、 若干の岸化粒子を含んで、 その下部には掘り込みをも って

 いない。 方向はほぼ磁北を向き、 70～80cmの間隔で並んでいる。 周辺部にはその他の施は

 検出できず、 出土遺物もなく時期は不明で、 どのような施設であるかも 明確ではない。

遺物

 遺物のほとんどは第1層から出土 し、 両地点とも集中する所もなく散在的になっている。

 出土量は整理箱に窓程度で破片ないし細片で、 ほとんどが須恵系土器の圷 甕で土師器 (

 圷) 片がわずかに出土している。 時代は平安時代末 (12世紀前後) と推定される。

 lVまとめ

 本遺跡の調査は、 昭和49年の第1次調から始まり本年度の2度にわたり発調査 が行なわ

 れた が、 結果的には遺跡の中心部が不明確で遺物散布地域を知るのみで、 遺跡の内容が明

 瞭に知ることは出さなかった。 またこの地区は、 昭和7・8年の堤防が築かれるまで、 風

 水害にあいかなりの影響を受け、 堤防改修事業により遺跡の大部分 が消壊し、 近年では開

 田・畑地といった土地利用により遺跡ほ破壊度 が大であり、 遺構の検出をみること が出来

 ず、 遺物 (土器片) を採集するのみに止まる程度である。 しかし、 地元住民によれば、 助

 川部落の中心部の畑地から土器片 が濃密に集中する地点 が数ケ所あるとのことで、 本遺跡

 の中心部分 が調区の東側にあると推定される。またこの部落は、 古く は出羽山三神社とく に

 羽黒山神仰 が強く、 その関連した社 が7ケ所あ サ、 近世においては部落の対岸に荘内藩の

 舟付場 があり水上 交通の要所と しても開けていた。

 今回の調査ではあまり成果 が得ること ができなかった が、 おしはかれば平安時代末期か

 ら出羽神仰の関係 が密接に結びっ けられ、 また水上交通の要所と しても考えられ、 遺物が

 濃密 に集中する地点もあるところがら、 機会があ れば今後の調査を待つ ものであ る。



 Ⅰ 調査の経緯 (第59、 6・図、 図版54・55)

 上台遺跡は・ 山形県東田川郡余目町大字甘六木字上台および下台に所在する。 昭和48年
 度に山形県教育委員会が実施 した庄内広域営農団地農道整備事業関係遺跡分布調査 (註 1)
 によって新たに発見された遺跡であ る。 遺跡は最上川南岸の自然堤防上に細長く延 びて お
 り・ 遺跡の西側 が上述農道の敷地内に入る・ 上台遺跡の取扱いについては、 県教育委員会
 と農林部 が昭和48年以来数度にわたって協議している が、 昭和51年10月 に農道施工計画 が
 具体化 にな り、 同年11月～12月 にかけて 県教育委員会が事前に緊急発掘 調査を 実施するこ
 とになったものである。

 調査期日は・ 昭和51年11月15日から12月3日までの延15日間で、 調査には山形県教育庁
 文化課の佐藤庄一・名和達朗 が主に従事した。 なお調査の後半には、 調査補助員と して阿
 部明彦氏 (当時山形大学教育学部専攻生) に応援を得ている。 また調査にあたって余目町
 教育委員会およ び地元廿六木部落の方々 に多大な御協力を得た。 記して感謝を申し上 げる。

 調査は、 まず遺跡の範囲のうち路線工事区域に含まれる部分に、 路線の中心線を基準に
 2× 2mのグリッ ドを単位と した調査区を設定する。 南北の基線をy軸、 東西の基線をx
 軸と し・ y軸線をN-26LWに設定した。 座標は第4象限としx軸を0～30、 y軸を0～
 120までと し、 各グリッ ドはたとえだ 「10-50」 のように呼称する。 調査区の大きさは、

 60× 240m の大きさである。

 調査方法は・ 南北は10列・ 東西は34～ 109まで10m の間隔で2×4mのトレンチを基に
 発掘 し、 遺構・遺物検出 に応 じて随時拡張する方式である。

 第1週は、 前記の方式で粗掘りを行な う。 包含層までは以外と浅く ほぼ1週間で掘り終
 える。 遺物は、 全体に少ないがと りわけ10-50・56付近 に集中すること が確認できる。
 第2週は・ 遺物の出土傾向に合わせて10-52～62を拡張 し、 遺構検出のための精 査を行

 なう。 さらに遺物の出土範囲をとらえるために 105・ 106- 20を発掘、 並びに遺跡全体の                              適ボーリングによる土層観察を行なう。 11・12-54ではSX1、 10-50～52では東壁よりに
 住居跡を想定させる土色変化を確認 し、 また8・9-54・10-57～61、 10-85・86、 10一
 90 ・91 でSD6を検出す る。

 第3週は・ 11・12-50～56、 13-50～53を拡張しST2のプランを検出 し、 SD6 はセ
 クション記録及 び覆土を掘り上げる。 また遺跡全体の通 しセクションを記録す る。 最終的
 に検出遺構の平板実測、 写真撮影、 遺跡全体の レベル記録 し、 本遺跡の調査を終了する。

 註1 山形県教育委員 会 『庄内広 域営農団地農道整備事業関係遺跡分布調査報告書』
 山形県埋蔵文化財調査報告書第1集 昭和49年



 Ⅱ 遺跡の概観

 最上川は、 庄内平野に入ると東方に位置する出羽丘陵に沿いながら北流し、 松嶺付近で
 大きく 西方に 蛇行 して 酒田に至り日本海に注いでいる・ そのため平野の各所には自然堤防
 が形成され、 また旧河川 の跡を残す 湿地帯もみとめられる。

 本遺跡 は、 全目町の北1.5㎞にある廿六木部落の 東端にあ り、最上川左岸の自然堤防上に
 立置する。 標高は、 11. 7m を測る。 下の水田との比高は、 6m 前後で一見河岸段丘を思わ
 せる。 この北端には、 下台遺跡 (註1) も立地しており、 古来比較的安定した地形を示す。
 現在の地目は、 畑地で一部南側 が豚舎になっている。 遺跡の保存状況は、 長芋類の耕作及
 び西端を旧堰 が通っているためその工事により一部破壊され・ 遺物包含層も大部撹乱 が行
 なわれて いる。

 遺跡の層序 (第61図・図版56) は、 3っに分けられる・ 調査区域が平坦な地形のためほ
 ぼ土層も水平に堆積 している。 1層から皿層までは平均 して 20～30cmの深さである。 ただ
 し、 東側の斜面では皿層 が傾 斜変換線から急激に厚くなっている。

 Ⅰ層 耕 作 土茶褐色微砂

 Ⅱ層 茶褐色シルト 部分的に褐色土を含む。 遺物包含層である。 耕作による撹乱が加
 えられ、 特に遺跡の南側 が顕著である。

 Ⅲ層 黄 褐 色砂 シルト質で粘性をもつ。

 遺物は、 II 層と皿層との境界付近に多く。 皿層の上面は、 遺構の確認面である。
 遺構 (第62図) は、 10～13-50～55に集中して検出される。 その北側は、 未検出でまた

 長芋類によ撹乱が甚しく、 未検出である。 また南側の方は、 10-85・86、 10-90・91のS
 D6を除いて未検出である。調査区が縦長なので20- 105・ 106を拡張して東側の状況を観



  察 した が、やはり遺構・遺物とも確認できなかった。 そのため遺跡全体の遺構の分布は、

  前記のグリッ ドでSXl ST2を検出したのみで他は、 撹乱による破壊も考えられその

  分布形態は、 不明である。

  遺物は、遺構を検出した グリ ッ ドが多く 南北の両端 につ れて 減少 してく る。 また出土総

  数も、395片と少ない。 グリ ツド別にみると、 北は10-40から南は10- 100の範囲内に分

  布 し、ST2よりに多く 分布する傾向があ る。 なお東西の広がり は、 西は堰に断ち切られ、

  東は路線の幅に制約されて不明であ る。 おそ らく は、 地形の形状に沿って分布 しているこ

  とを考慮すると東西・南北50× 100m の広がり を持つと推定される。

  註1山形県教育委員会 『庄内広域営農団地農道整備事業関係遺跡分布調査報告書』

  山形県埋蔵文化財調査報告書第1集 昭和49年

 皿 遺構と遺物

                        ,遺構
 本遺跡で検出された遺構は、 竪穴住居跡1棟、 落ち込み遺構1基、 溝状遺構1本の3ケ

 所のみであ る。

 1号落ち込み遺構 (図版57)

 発掘区域のほぼ中央11・12-49・50区にある。 平面 プランは不整の長楕円形を呈 し、 長

 径1.8m ・短径約0.7m を測る。 遺構検出面から底面までの深さは5cm前後で、 底面はほぼ

 平坦である。 覆土は1層で、 黄褐色砂層に褐色の砂質土を含んだものである。 遺構内から

 赤色の酸化土器杯・ 甕4片 が出土した。 性格は不明である。

 2号住居跡 (第63図 図版57・58)

 発掘区域のほぼ中央10～12-15～52区で検出さ れた竪穴住居跡であ る。 平面 プラン は 隅

 丸方形を呈 し、 南北4.5m、 東西4.9m を測る。 東南隅にカマ ドを有し、 カマ ドの両脇およ

 び北西隅に不整楕円形の落ち込みをもつ。 床面から 壁上面までの高さは5～14cmでゆるや

 かな立ち上りを示す。 住居跡は皿層の黄褐色砂を掘り込んで作られ、 遺構内の覆土は1層

 一炭化 粒子を含む 褐色質徴砂、 2層一炭化 粒子・焼土を含む 暗褐色砂質土にわかれる。両覆

 土ともカマ ド周辺を除いて は、 遺物 が少量しか見られなかった。 床面は皿層を軽く叩きし

 めただ けであ る。 壁添いの床面 は叩きしめ が弱い。

 住居跡内から主柱穴ないし壁柱穴を構成すると思われる ピッ ト が30個検出された。 カマ

 ド (EL3) は、 基部の両袖下半 が残存し、 前庭部に長径約1m、 深さ5㎝前後の軽い落

 ち込みを有す る。 煙道は基部から約60cm 程浅く伸びるだけで、 煙出 し穴等は認められなか

 った。 カマドの袖部と前庭部から赤色の甕形土器 (第 図 ～ )が 個体散乱して発見

 された。 住居内の3つの落ち込みのうち、 EP5・6に比較して掘り込み が深く、 やや壁

 側に内傾する。 いわゆるカマ ド脇の貯蔵穴と して理解されるものである。 EP5・6は床

 面から3～6cm 程の浅い落ち込みを持つもので、 EP5から赤色の 甕形土器片 が少量発見

 さ れた。

 6号溝状遺構 (図版56)

 2号住居跡の南西部に16m 程細長く の びる 溝状遺構で、 幅70cm・深さ30㎝前後を測る。

 覆土は2層にわかれ、 1層が濁黄褐色砂質土、 2層 が暗黄褐色砂質土である。 遺物は覆土

 1層 から赤色土器およ び須恵器の 甕形土器 が数片出土 してい る。 本構状遺構は地層の 観察



 な どからかなり新 しい時期のものと思われる。

 遺物,

 本遺跡から出土した遺物は、 土器片が総数 395片、 石器が1点出土した。 土器は、 遺構

 内特にST2覆土内出土が大半を占め、 そのほとんどが破片である。 種別では、 須恵器・

 赤色器 (註1) 土師器があり、 量的には5%、 70%、 25%である。

 須恵器 (第64図1・2・4 図版59)

 ロクロないし、 叩きによる成形後、 環元炎焼成を行なった土器群である。 器形は、 圷・

 壷・ 甕形土器 がある が、 圷以外は小破片で形態は不明である。

 圷形土器は、 ロクロ成形で糸切り (2・4) と箆切り (1) がある。 高台付が多く、 そ

 の内外周辺はナ デ調整さ れて いる。 器形の知れるものは 3片でうち 1片 は下半部のみであ

 る。 1は、 口径12. 1㎝、 底径7.7cm、 器高4.7cm、 器厚0.3cmを測る。 底部と体部との境界

 は丸く、 体部は急角 度で直線的に開く。 高台の高さは0.5cmで外側に張り出る ように付けら

 れている、 2は、 口径13. 4cm、 底部6.Ocm、器高5.3cm、器厚0.4cmを測る。体部は緩かに立ち

 上り口縁下1㎝の所で外側に肥厚 し、 内沓するように開く。 また、 内部底面に巻上 げ痕 が

 観察される。 高台は高 さ0.4cmを測 り、端部 が内変している。 4は、 底径6.9cm、器厚0.5cmを

 測る。 高台は高 さ0.3cmと 低く、やや上 げ底の底面外周 に斜位に付けられている。 色調は各

 個体とも褐色 気味で、 青灰色を呈するの が全体に少ないようである。 なお・2・4はST2

 内EP4-F2より出土している。

 赤色土器 (第64図3・5～12 図版59・60)

 ロクロないし叩きによる成形後、 酸化炎焼成を行なった土器群である。 本遺跡で最も出

 土量が多く、 器形は、 圷、 甕形土器がある。

 圷形土器 (3) は、 ロクロ成形で糸切り離しである。 回転方向は、 右回りである。 口径

 13. 1cm、 底径4.8cm、器高4.6cm、器厚0.5cmを測る。口径 に比 して底径 が小 ざく、 体部は少し

 うねりを持ちな がらやや外反 気味に開く。 底部は、 少し上 げ底である。 明赤褐色の色調で

 胎土に粗砂を含む。 EP4-F4より出土。

 甕形土器 (5～12) は、 器全形を知れるものが少ないが口径23～26cm、 器厚0.5cm前後の

 大形 甕である。 体部は膨み (5) あるいは直線的 (6・7) に立ち上り、 頸部でく びれて

 大きく 外反 しさらに口縁部で内変するもの (5・10・11)、 口縁上端にかけて少し外反す

 るもの(6・7・9・12)と があ る。 底部は、 丸底 (8) と平底がみられる。 器体上部は巻

 上 げ後ロクロ成形され、 下部は叩きしめを行なうのを特徴とする。 8の器面には平行叩き



 目が認められる。 しか し、 裏面にあて痕は認められず平滑に仕上げられている・ 色調は臼
 燈色、 明赤褐色を呈 し、 胎止にに粗砂を含む。 なお本遺跡ではST2-EL3前庭部より
 まとまって出土している(6～8).,

 土師器 (第65図13～21 図版59)

 圷、 甕形土器の器形がある。 器全形を知れるものは、 圷形土器2個体 (15・18) のみで
 全て破片であ る。 本遺跡では、 特にST2-EL3とEP4よりまとま って出土 している。

 圷形土器は、 内面 が丁寧なヘラミ ガキ ののち黒色化処理されている。 口径 が約19㎝前後
 で器高 が比較的高いもの (18・19) と、 口径約15cm前後と少し小形のもの (13～17) があ
 る。 体部はロクロ成形の痕 がみられ、 内沓気味に立ち上 がり・ 底部の切り離しは糸切りで
 回転方向は右回りである。 また高台 が付けられ、 その内外周はナデ調整されている・ 底面
 との高さは、 0.2cmという低いもの(13・18)と0・4cm前後のもの (14・15) とに分けられる。
 底径は、 6～7cm前後、 器厚は、 0.3～0,・6cmにまとめられる・ 胎土に粗砂を含む・

 甕形…土器は、 全て口縁部破片のみでEL3より出土 している・ 器形は・ やや胴張りの体

 部から頸部でく びれ、 そのまま外反 して開く土器である。 さらに頸部は、 横方向にナデ調
 整され、 体部には縦位ないし斜位方向にハケ目 が施され、 21は頸部内面 にも横方面に認め

 られる。 ハケ目の1単位幅は、 約2.5cm内外である。

 20は口径19. 6cm、 器厚0.3～0.7cm、 21は口径23. 8cm、器厚0.8cmを測 る。色調は黄褐色ない

 し赤褐色で、 胎土に粗砂を含む。 器下部を欠いているので器全形、 器高その他は不明であ

 る。

 石 器 (第65図22 図版59)

 石器は、 10-52-nより砥石が1点出土 している。 不整な角 柱形を呈する砂岩を用いて

 いる。 各面をそれぞれ使用 しており、 そのため一部磨り減ってく ぼんでいる所も認められ

 る。 長さ11. 5cm、 厚さ4.5cm、 重量3209 を測る。                             鴫
 註1 ロクロ成形で糸切り無調整の圷形土器及び、 器体上部は巻上げ後ロクロ成形、 下部は叩きしめを施す

 褻形土器で酸化 炎焼成によるものをそ れぞれ赤色土器と して 分類す る。 技術的には須恵器の範 疇に入

 ると思われる が、 器形的に一定のまとまりを持つことと、 酸化炎焼成を目的と している こと に着目し

 して類別を行なった。



 Ⅳまとめ

 今回調査した上台遺跡は、 庄内広域営農団地農道整備事業関係遺跡分布調査によって発

 見され、 同事業にかかる緊急調査と して昭和51年11月15日から12月3日まで延15日間調査

 が行なわれ、 新道路線幅内 328m 2を発掘した。

 本遺跡は、 余目 町廿六木部落の東端の畑にあり、 最上川左岸の自然堤防による台地上に

 立地することから、 調査当初から遺構の保存状況 が良好で、 その検出 が注目された遺跡で
与

 ある。 今回の調査は、 部分発掘なので遺跡の全貌を明らかにすることはできなかった が、

 一応の成果を得ること ができた。

 土層は、 3層に分けられる。 上から耕作土、 茶褐色シル ト.、 黄褐色砂の順で、 遺物包含
 層はn層であるが、 主と して皿層との境界付近に多く 出土をみた。 遺物は、 調査区の中央

 とりわけST2付近に多く 出土してる。 土器は、 耕作による撹乱を受けたためか全体的に

 遺存状況が良く、 一括土器、 完形土器が少ない。 住居跡内では、 覆土内よりもEL3前庭

 部とEP4覆土内に多く出土している。 種別では、 須恵器、 赤色土器、 土師器に分けられ

 量的に5%、 70%、 25%の順である。 須恵器は、 一般に青灰色よりも褐色 気味の色調で、

 高台付の圷形土器が多く、 内部底面に巻上 げ痕を残すのもみられる。 赤色土器は、 圷と甕

 形土器 があ り、 ロクロないし叩きによる成形を行ない。 酸化炎焼成された土器である。 圷

 形土器は、 口径に比 して底径 が小さく やや外反 気味に開く 器形である。 甕形土器は、 体部

 が少し膨むか直線的に立ち上り、 頸部でく びれて大きく 外反しさらに内弩する器形で、 器

 体上部を巻上げロクロ成形、 下部は平底か丸底で叩きしめ が施される。 このよ う.な特徴を

 持つ 甕形土器は、 新潟県 蛇山遺跡 (註1) に類例があ り、 県内では山形市西蔵王三本木沼

 周辺に出土例 (註2) がある。 土師器は、 内面にヘラミガキと黒色化処理を施された高台

 付圷形土器と、 胴張りの体部で頸部から大きく 外反する形態で、 体部器面にはけ目を施す

 甕形土器と があ る。 両方ともST2内にまとまって お・ り、 前者はEP4、 後者はEL3と

 出土位置が分けられる。 以上の土器群は、 時期的には平安時代末頃 (12世紀) に中心を置

 くものと考えられる。

 遺構は、 住居跡 (ST2)、 性格不明の落ち込み (SX1)、 溝状遺構 (SD6)が検出

 された。 ST2は南北4 ・5m、 東西4.9m の隅丸方形プランで、 東南隅にカマ ド(EL3)を

 配している。 確認面は皿層上面である。 柱穴は、 壁柱穴を主体に30個めぐる。 床面には3

 っの落ち込みがあ り、 貯蔵穴の機能 が考えられる。 床面は、 軽く叩き しめただけである。

 時期は、 本遺跡出土遺物の88% が住居内より出土しており、 その検討から平安末頃に位置

 づけられよ う。 庄内平野では、遺物の出土地点は各所にみられる が遺 構、とりわけ住居跡を

 検出し得たのは他に1例 (註3) あるのみで、 今回の検出は同平野の開発及び集落の変遷・

 を考える上での貴重な資料といえよ う。 SX1 は、 不整楕円形の浅い落ち込みでS T2と

 の関連、 その性格も不明である。 SD6は、 遺跡西側を走る旧堰跡の工事による土採り跡                              適
 と考えられる。

 註1 新潟県教育委員会 『北陸高速自動車道埋蔵文化財調査報告書蛇山遺跡』 新潟県埋蔵文化財調査報告書第6

 昭和51年

 註2 山形大学講師 加藤 稔氏の御好意により、 出土遺物を筆者らが、 実見した。

 註3 山形県教育委員会 「岡山』 山形県埋蔵文化財調査報告書第18集 昭和47年
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